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皿．調　査結　果

A．植　生　単　位

1．　ヤブツバキクラス（常緑広葉樹林）

　　Cam③llie亡ea　japo皿呈cae

　　　　　　　　　　　　　　　　1）　アコウータブ群落

　　　　　　灼㎝38岬研肋v肌jα〃〃㎝・肋r舶α肋ω泌εrσ泳Gesells曲af危（Tab．1）

　平戸市の内湾に浮かぶ黒子島の一部にアコウの巨木が自生している。アコウは亜熱帯生の常緑

高木であり，九州の南部の海岸に点在している。玄海地方では他に壱岐島に生育している。

　黒子島のアコウの生育状態はきわめて旺盛で。同じ亜熱帯植物のピロウやタブノキとともに高

さ20mを越える森林を形成している。

　アコウータプ群落の林内にはヤブツバキ，ハマビワ，ホルトノキ，ヤプニッケイ，マテバシイ

などが生育している。林床にはノシラソが優占し，フウトウカズラ，ヤブコウジなども見られる。

　生育地は地形的に同島ではもっとも受光量の多い南向きの頓斜地に位麓している。傾斜面はき

わめて急勾配で40～50。に達する。

　アコウータブ群落は隣接して生育するムサシアブミータブ辮集と共通する種群が多い。したが

って同群集の一下位群落として位置づけられる。

　　　　　　　　　　　　　　　2）　ムサシアブミータプ群集

　　　　　A正isaematoパ皿ge皿tis・Maoトile亡um亡hu血bergii（他b．1）

　玄海地区の沿岸に沿って発達している常緑広葉樹の高木林は，多くはスダジイの優占林である

が，タブノキ，ヤプエヅケイあるいはイヌマキの優占林も多い。亜高木層，低木層には高木層の

優占木の若齢木をはじめ，ハマピワ，ヤブツバキ，トベラ，クロキ，シロダモ，ヒサカキ、マサ

キ，ヤソデ，アオキなど多くの常緑広葉樹類が生育している。林床の草本層においても，ヤブツ

バキクラスの常緑広葉樹林内に常に高い常在度で生育するテイカカズラ，ヤブラソ，ジャノヒゲ

（ナガパジャノヒゲ，カブダチジャノヒゲを含む），ツワブキ，ベニシダ，ヤブコウジなどをは

じめ，ホソバカナワラビ，フウトウカズラ，ムサシアブミ，ノシラソ，オニヤプソテツ，ハナミ

ョウガなど多くの常緑の草本植物群が生育している。

　ここでは，この主に常縁の草本植物であるフウトウカズラ，ホソバカナワラビ，ムサシアプ

ミ，ノシラソ，オニヤブソテツおよびハ叩ビワを標徴種，区分種としてムサシアブミータブ群集

にまとめられた。
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　ムサシァプミータプ群集は，南四国（野本1953，山中1952．1954，館脇1959）や南九州（鈴

木時夫王951．1954）等で知られているが，薯者籍（宮脇他1977）の研究資料をも合わせ，北九

州沿岸一帯まで分布していることが明らかとなった。

　ムサシアブミータブ群集は宮脇他（1971）のヤブツバキクラスの全国的な総合常在度表による

と，バクチノキ，モクタチバナ，アオノクマタケラソ，ハマビワを標徴種とし，ムサシアブミ，

ノシラソ，オオイワヒトデを区分種としてあげている。しかし，この玄海地区におけるムサシア

ブミータブ群集はモクタチバナ，アオノクマタケラソ，オオイワヒトデを童ったく欠いており，

バクチノキの常在度もきわめて低くなっている。したがって，玄海地区のムサシアブミータブ群

集は同群集の北限地帯の種組成の貧化した植分といえる。さらに北方，あるいは東日本の沿岸域

に発達が認められているホソバカナワラビースダジイ群集へと移行してゆくものと考えられる。

　ムサシアブミータブ群集の分布は，標徴種の一種であるハマビワが中禺地方島根県まで分布し

ていることから，中国，山陰地方まで生育する可能性があるが，今目までの観察では中国地方に

はみられず，北九州の福岡県玄海町，鐘崎を目本海側における最東端としている。また太平洋側

においては，四禺の室戸岬に同群集が分布する他，九州においては大分県の佐賀関町附近，藍予

海峡沿岸域の島に一童での分布がみとめられているが，ここより以北の大分市から北九州布までの

瀬戸内海沿岸域では，まったく確認されていない。

　九州中南都以南においては高木層にアコウを混在し，モクタチバナ，アオノクマタケラソ，オ

オイワとトデの常在度が高くなっている。これらのアコウを混生する’群落はアコウータブ群落と

してまとめられているが，ムサシアブミータブ櫛集の一亙群集と考えるべきであろう。ムサシァ

ブミータブ群集の分布域からみると，明らかに暖流の影響によるものと考えられる。

　玄海地区におけるムサシアブミータブ群集の分布は，やはり対島海流の流れる沿岸地域に限ら

れているが，さらに，沿峯地帯の地質の違いによっても差が認められる。すなわち，沿津地域が

堆積岩を母岩とする地帯では，ほとんどムサシアブミータブ群集の生育がみられず，海岸まで玄

武岩の迫っている地帯に多く発達する傾向がみられた。また，玄海灘に浮かぶ壱岐をはじめ，平

戸島，篤渡島，加部島などの島では，島のほぽ全域にわたってムサシアブミータブ群集の分布が

みられた。

　ムサシアブミータブ群集は群落組成のちがいから以下の5亜群集に下位区分された。

　i）ビロウ亜群集

　どロウ，ヒヨドリジョウゴで区分される。平戸市の黒子島の天然記念物の杜叢林の山部がこの

どロウ亜群集にあたる。

　高木層にビロウの生育している同じ黒子島でのアコウータブ群落に一接する群落である。林床は

ノシラソが50％以上の植被率で生育している。

　量三）クチナシ亜群集

　クチナシ，アラカシ，タイミソタチパナで区分される。多くはスダジイ，あるいはアラカシの
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優占林であり，尾根部のやや貧養立地の群落である。林床はホソバカナワラビのシダ型である。

　1ii）典型亜群集

　特別の区分種をもたないムサシアブミータブ群集の典型群落である。

　スダジイあるいはタブノキの優占林であり，林床はホソバカナワラビのシダ型であり，さらに

フウトウカズラ，ノシランの櫨被率が高い。

　iV）ツルコウジ亜群集

　ツルコウジ，オガタマノキで区分される。多くはスダジイの優占林であり，林床はホソバカナ

ワラピ，ツルコウジが高い髄被率で生育している。

　V）イスノキ亜群集

　イスノキ，イズセソリョウ，コシ量ウノキ，キジョラソ，マソリョウで区分される。スダジイ，

あるいはイスノキの優占林で壱咬島の東部や，玄海灘の東側に位麓するカ肩部島，カ日唐島，馬渡島

などに封こ分布している。このイスノキ斑群集はイスノキ，キジョラソ，コショウノキなどのイ

スノキーウラジロガシ群集の標徴種騨を濁在している。ムサシアブミータブ群集の分布域の東北

端域の群落である。

　　Fig．10．平戸市黒子島のムサシアブミータブ群集の樹叢・

Arisae㎜ato　ringent，s－Machiletum　thunbergii　aufder
Insel　Kurokojima　in　der　Stadt　H王rado．
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　　　　　　　　　　　　　　　3）　ミミズバイースダジイ群集

　　　　　　Syi皿ploco　glaucao－Casta旺opsieセ11】m　sie1〕old｛i（Ta止．3）

　ミミズバイースダジイ群集は，玄海地区のほぽ全域に分布している常緑広葉樹林の高木林であ

る。群落高王0数mから20mを越す植分が多く，良く保存されている相観的にも整った植分が多い。

高木層における優占種はスダジイ，あるいはコジイであり，スダジイ，コジイの混交する櫨分も

多い。このスダジイ，コジイの他にもタブノキ，アラカシ，マテバシイ，イヌマキ，クロガネモ

チ等が混生している。璽高木層以下には，高木層に生育する種群の若齢木をはじめミミズバィ，

リソボク，ヤマヒハッ，ヤマピワ，オオバジュズネノキや，ヤブツバキクラス域の森林に常に高

い常在度で生育しているヤブツバキ，ネズミモチ，ヒサカキ，ヤブニッケイ，シロダモ，カクレ

ミノなどの常緑広葉樹類が生育している。草本層は山般に植被率は低く，テイカカズラ，ジャノ

ヒゲ，ベニシダ，ツワブキたどが生育するが，とくに大形のシダ植物であるオオカグマが貿立っ

ている。

　ミミズバイースダジイ群集は，ここではロジイ，ミミズバイ，リソポク，ヤマヒハツ，コバソ

モチ，オオバジュズネノキ，ヤマピワ，ヤマモガシによって標徴，区分された。

　さらに，ミミズバイースダジイ群集は群落組成の違いから以下の4巫群集に区分された。

　i）タイミソタチバナ亜群集

　ピナソカズラ，ナワシログミ，タイミソタチバナ，ヒメユズリハ，ヤツデ，トベラ，オガタマ

ノキ，アリドウシの常緑広葉樹類によって区分される。

　玄海灘沿岸域や，有明海沿岸域におもに見られ，沿岸生のトベラや，イヌマキ，マテバシィ，

ハクサソポク，モッコクなどの常在度がとくに高い。

　ii）典型亜群集

　特別の区分種をもたないミミズバイースダジイ群集の典型群落である。しかL，ミミズバィー

スダジイ群集の標徴種群の常在度が低く，組成的には後述のクチナシースダジイ群落に近似した

群落である。この典型亜群集の平均出現種数も32種類ともっとも少ない値を示している。

　iii）シリブカガシ亜群集

　シリブカガシ，シャシャソポ，ジュズネノキ，ヤマハゼ，ウラジロ，コシダで区分される。こ

れらの区分種群は樹冠の比較的空いた，乾燥立地を指標する種群であり，尾根部乾生立地上の植

分であるといえる。このシリブカガシ亜群集は比較的内陸部に一多く分布している。

　iV）イチイガシ亜群集

　イチイガシ，ツルコウジ，シイモチ，シロバイ，トキワガキで区分される。イチイガシ亜群集

はやや内陵部の沖積低地に多く現存生育しているが，斜面中下部にもみられる。

　このイチイガシ亜群集は鈴木時夫（1966）のイチイガシ群集に相当する群落であるが，宮脇他

（王97！）によればオガタマノキ，ミミズバイ，ヤマビワ，ヤマモモ，ミサオノキ，ルリミノキ，イ

チイガシ，セソリョウを標徴種および区分種としてミミズパイースダジイ群集に含めまとめられ，
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イチイガシを含む群落は一巫群集として位置づけられる。その後，九州全域の広域的な植生調査

資料の集穫の結果，サカキーウラジ艀ガシ群団の，いわゆるカシ林の種群を混生するイチイガシ

林も広域的に分布が認められている。しかL，玄海地区および北九州（福岡県，佐賀県，長騎

県）においては低海抜地のシイータブ林域，すなわちミミズバイースダジイ群集域に分布してお

り，群落組成酌にも亜群集レベルの差として扱かわれたにすぎない。

　このイチイガシ亜群集は，さらにイスノキ，カソザブロウノキで区分されるイスノキ変群集，

および特別の区分種群をもたない典型変群集とに下位区分された。イスノキ変櫛集は，台地斜繭

の比較的急傾斜地の植分であり，典型変群集は，沖積低地や斜面下部の緩斜地の植分である。

　ミミズバイースダジイ襟集は，この玄海地区においては，東松浦半島などの沿岸域から内陸部

童で広い範馴こわたって分布しているが，玄海灘にある多くの鳥旗には，分布が認められなかっ

た。また垂直分布的には標高約300m以下の低海抜地に発達している（Fig．15参照）。

　　　　　　　　　　　　　　　4）　クチナシースダジィ群藩

　　　　　　　θαr此加αゴα8㎜加o肋8f。σrα〃湘orα・0α就απo岬｛8㎝sp〃α施v趾．

　　　　　　　8泌o1伽一Gesells伽ft（Tab・4）

　クチナシースダジイ群落は玄海地区の告地に見られる，主にスダジイ，アラカシの萌芽二次林

である。

■口；灘一」、
　　　　　　　　　Fig・11．ミミズバイースダジイ群集の禍観（鹿町町）．

　　　　　　　Symp1oco　glaucae－Cas士anopsietum　s1eもoldii
　　　　　　　（Shishimach王一Cho，30㎜NN）．
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　高木層に1は多くはスダジイが優占するが，アラカシ優占林も多く，タブノキ，マテバシイが優

占する植分もあ札亜高木層および低木層においてはクロキ，クチナシ，ハクサンポク，タイミ

ソタチパナの他に，ヤブツバキクラスに属し，常緑広葉樹林内に高い常在度で生育するヤブツバ

キ，ヤブニッケイ，ネズミモチ，カクレミノ，ヒサカキ，トベラ，モチノキ，ナワシログミ，シ

ロダモなど多くの常緑広葉樹類が生育している。草本層においてもテイカカズラ，ヤブコウジ，

ツワプキ，キヅタ，ジャノヒゲ，ベニシダ，ヤブラソなどのヤブツバキクラスの共通種群である

常緑草本植物類が高い常在度で生育するのみで，特記すべき特徴に乏しい。

　このクチナシースダジイ群落は，ミミズバイースダジイ群集の標徴種群であるミミズバィ，オ

オバジュズネノキ，コバソそチ，ヤマどワ，リソポク等を欠いた組成的に貧弱な群落である。こ

のことからヤブコウジースダジイ群団の典型群落として特郷の区分種をもたないヤブコゥジース

ダジイ群集に含めまとめられていた（伊藤1972等）。

　しかしながら，関東，東海，近畿地方に多く生育しているヤブコゥジースダジィ群集と比較す

ると，北九州，とくに繭部においては群落内に出現する常緑広葉樹類の種数が多く，とくにクチ

ナシ，ハクサソボク，クロキ，タイミンタチバナ，ハナミョウガなどの種群の常在度が高く，し

かもヤブコウジースダジイ群集に対する区分種ともなっている。このことから伊藤（王976）ばク

チナシースダジイ群落としてヤプコウジースダジイ群集と区別している。玄海地区においても西

日本の常緑広葉樹林内に特徴的に高い常在度で生育するクチナシ，ハクサンボク，クロキ，タイ

ミソタチバナ，ハナミョウガを区分種としてクチナシースダジイ群落にまとめられた。

　玄海地区におけるクチナシースダジイ群落は，農家の屋敷林や裏山の萌芽再生林などの二次林

が多いが，神杜林としてよく保存されている自然林も多くみられる。慶然植生としてのクチナシ

ースダジイ群落は，母岩の違いにかかわらず，尾根部貧養立地や，高海抜地に発達している。し

たがって，このクチナシースダジイ群落は，貧養乾生立地上での土地的極相林として発達してい

る伽こ一，ムサシァブミータプ群集亨ミミズパイースダジイ群集への遷移途上の代償植生として発

達していると考えられる。クチナシースダジイ群落の垂慶分布をみても（Fig．15），標高100m

以下の低地の植分が多いものの，標高約400mのイスノキーウラジロガシ群集域にまで及んでい

る。

　クチナシースダジイ群落は群落組成のちがいから以下の3下位群落に下位区分された。

　i）ハマピワ下位群落

　ハマピワ，イヌマキ，ヤツデ，ムベ，ハマクサギ，コショウノキ，サソゴジュ，ムサシアブミ，

マサキで区分される。これらの区分種のうちハマビワ，ムサシァブミはムサシァブミータプ群集

の標徴種，区分種としてあげられている種群であり，またサソゴジュ，マサキ，コショウノキは，

玄海地区ではムサシアブミータブ群集内に特徴的に高い常在度で出現する種群である　（Tah2

参照）。したがって，種組成的にはムサシァブミータブ群集ともっとも近似している群落といえ

る。さらに，このハマビワ下位群落に楯当するクチナシースダジイ群落は平戸島，壱岐，的山大
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島，騰島，福島などの島喚，および東松浦半島の沿岸域に分布しており，ムサシアブミータブ群

集の分布域とほぽ一致している。したがって，このハマビワ下位群落は，ムサシアブミータブ群

集への発達途上の群落といえる。

　ハマビワ下位群落は，さらにホソバカナワラビによって区分されるホソパカナワラビ下位群落，

フウトウカズラ，オニヤブソテツで区分されるフウトウカズラ下位群落および特別の区分種をも

たない典型下位群落に下位区分された。

　ii）典型下位群落

　特別の区分種をもたたいクチナシースダジイ襟落の典型群落である。

　東松浦半島の玄武岩を母潜とする地区におもに分布している。

　iii）アラヵシ下位群落

　アラカシ，オオカグマ，シャシャソポ，キダチニソドウ，ヤプハゼで区分される。

　アラカシ下位群落は，高木層にアラカシ，あるいはコジイが優占する群落である。唐津市，伊

万星布の南都や有田市などの内陸部に分布Lており，ミミズパイースダジイ群集への発達途上の

襟落と考えられる。

Fig，12．農家の嚢山に見られるスダジイの萌芽再生林（クチナシースダジイ群落）

　　　　世知原町橋口．

　　Verj岱ngung　einer　G〃ゐ〃｛αノα∫〃正ゴ’10〃3∫±、g閉〃”■o閉一Cω肋”oが主5α’∫μゐf血

　　var、∫泌o～〃一Gese11scha壬t舳f　dem　Rang　hinter　dem　Bauernl］ause．
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　アラカシ下位群落はさらに，コジイ，ナナメノキ，サカキ，シイモチ，シリブカガシによって

区分されるコジイ下位群落と，特別の区分種群をもたない典型下位群落とに下位区分された。典

型下位群落はスダジイとアラカシの優占林であり，コジイ下位群落はコジイの優占林が多く，一

部アラカシの優占林を混じえる。とくに，このコジイ下位群落はミミズバイースダジイ群集への

発達途上の二次林であることが多い。

　　　　　　　　　　　　　5）　ハクサンポクーマテバシイ群落

　　　　　　　　ア三5ωr〃眈”一ゴα一p0π三c眈π！一Pα8α〃葦α　召d眈”8－Gese11schaft　（Tab．　5）

　マテバシイは古くから本州，四圏，九州，琉球の暖帯沿岸地に植栽され，種子の食用，建築材，

薪炭材として利用されてきた。マテバシイの自生は九州南部以南とされ，玄海地区のマテバシイ

林は，そのほとんどが過去に植栽されたものと考えられる。今回の植生調査の結果，マテバシイ

そのものはこの地方の自然植生と考えられるムサシアブミータブ群集，ミミズパイースダジイ群

集，クチナシースダジイ群落，イスノキーウラジロガシ群集等のいずれの常緑広葉樹林内にも，

比較的高い常在度で混生しているのが観察された（丁我b，7）。マテバシイの残存生育している禽

然度の高い常緑広葉樹林は人家の周辺，杜寺林等の小面積の植分が多く，逸出した可能性が十分

　F三g，！3．ハクサソボクーマテバシイ群落の相観。マテバシイ萌芽再生林

　　　　　でマテバシイー種が優占し，林床は貧弱である（的山大島）．

Ve工jもngung　einer　V｛あ刎閉批〃1ゴ砂伽｛c舳レ月ω伽｛α〃〃｛∫一Geseuscha｛t．アロ舶加α3ゐ1｛∫

dominiert，die　Bodensch1cht　ist　noch　arm（Matobaooshima一玉nsel）一
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にある。とくにマテパシイの優占する森林は萌芽再生林が多く，明らかに薪炭林等の利用樹林と

いえ，群落組成もきわめて貧弱で，ハクサソボクーマテバシイ群落としてまとめられた。

　ハクサソボクーマテバシイ群落は高木馴こマテバシイが優占する。スダジイ，モチノキ，ホル

トノキ，アラカシ，タブノキ，ヤブツバキなどが小被度で混生する植分もあるが，像とんどはマ

テバシイー種の完全優占林である。亜高木層以下にはヤブツバキ，ヒサカキ，クロキ，ネズミモ

チ，トベラ，クチナシ，ハクサソボク，草本層にはテイカカズラ，ツワブキ，ジャノヒゲ，ヤブ

ラソ，ヤブコウジ，キヅタなどヤブコウジースダジイ群固の標徴種群である常緑広葉樹類，常緑

草本植物が高い常在度と低い被度で生育しており，群落組成的にはクチナシースダジイ群落とほ

とんど差はたい。

　ハクサンボクーマテバシイ群落は，林内の種組成から以下の3下位群落に区分された。すたわ

ち，ツルウメモドキ，オニヤブソテツ亨アオツヅラフジで区分されるオニヤブソテツ下位群落，

スダジィ，ハマクサギ，ホルトノキ，ムサシアブミ，モッコク，シロダモで区分されるスダジイ

下位群落，および特別の区分種をもたない典型下位群落である。とくにスダジイ下位群落は林内

にその立地の自然植生であるムサシアブミ’タブ群集の群落構成種群の再生の薯しい植分であり，

さらにヤマモモ下位騨落，ハマビワ下位群落，ノシラソ下位騨落，オオイタチシダ下位群落の4

下位群落に区分された。

　玄海地区においてハクサソポクーマテバシイ’群落は，沿津地区にとくに多く，唐津市沖の高鳥，

糸島半島沖の姫島は島の大半がハクサソボク山マテバシイ群落の森林におおわれている。

　　　　　　　　　　　　　　6）　イスノキーウラジロガシ群集

　　　　　　　　　　I〕istyli0－Cyc…ob與工星亙0psie辻u㎜（丁邊b．6）

　イスノキーウラジロガシ群集は，ウラジロガシ，アカガシ，イスノキの主に優占する，いわゆ

るカシ林の一つであり，四国，九州に分布している。垂痩分布的にはミミズバイースダジイ群集

などのスダジイ林に接して高海抜地に分布しており，屋久島において標高約500mから700m付

近までの山地に分布し，鹿児島県の薩摩半島で約450m以高，大隅半鳥で約400m以高，熊本県

において約350㎜以高，北九州地区では約300m以高，対罵では約100m以高の山地に分布が認

められており，北上するにしたがって垂直分布帯の低下がみられる。

　イスノキーウラジロガシ獅集は，以上のような広域的な垂直分布帯を有すると同時に，漢谷や

急傾斜地における土地的極梱林として発達しており，谷都に沿って低海抜地に下がり，大きく上

下して発達している。玄海地区においても，標高約300mから600㎜の間に多く分布するものの，

約260mから580mと，個々の調査地点においては比較約大きな標高養が認められ，土地的極梱

林として，低海抜地にまで発達していることを示している。

　玄海地区におけるイスノキーウラジロガシ群集は，ホソバタブを標徴種とし，ビナソカズラ，

オオカグマ，マメヅタ，フユイチゴ，アリドウシ，ツワブキ，イスノキをシキミーモミ群集に対
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する区分種としてまとめられる。また，ミミズパイースダジイ群集，クチナシースダジイ群落，

ムサシアブミータブ群集に対してはアカガシ，シキミ，イヌガシ，ハイノキ，イヌガヤ，キッコ

ウハグマ，サザソカ，コガクウツギなど，主にサカキーウラジロガシ鮮圃の標徴種群によって区

分される。玄海地区におけるイスノキーウラジロガシ群集はバリバリノキ，キジョラソ，アセビ，

ミヤマシキミ，ヒイラギなどのイスノキーウラジロガシ群集の一部の標徴種，区分種を欠くか，

または常在度が低い特徴がある。また，森林の相。観を決定づげる優占種においてもアカガシ，イ

スノキ，ウラジロガシ，スダジイと，それぞれの優占林が含まれており，イスノキーウラジロガ

シ群集としての組成的，群落相観に独立性が弱まり，多くはシキミーモミ群集と酷似している。

　このイスノキーウラジロガシ群集は，平均出現種数42種を数え，玄海地区での他の常緑広葉樹

林に比較して，もっとも多い値を示してい乱

　イスノキーウラジロガシ群集は群落組成的た差から以下の3亜群集に区分された。

　i）典型亜群集

　特別の区分種をもたないイスノキーウラジロガシ群集の典型群落である。この典型亜群集は，

高木層がスダジイとアカガシの混交林とイスノキとタプノキ，ウラジロガシの混交林の二つの絹

観を示し，後者の群落ではアカガシ，イヌガシをまったく欠いている。この典’型亜群集は長崎県

の禺見山，小塚岳，石盛山周辺，および佐賀県の今岳，八幡岳周辺，圃見岳東斜面地等で記録さ

　　　Fig．工4．禺見山のイスノキーウラジロガシ群集．

D　i　s　t　y1i　o－C　y　o王o　b　a1a　n　o　p　s　i　e　t　u血auf　dem　Berg　Kunimiyama

（490mNN）。
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れた。

　ii）キジョラソ亜群集

　キジョラソ，エピネ，バリバリノキ，シュスラソ，ミヤマノコギリシダで区分される。

　アカガシとイスノキの優占林であり，イスノキーウラジロガシ群集の標徴種群であるキジョラ

ソ，バリパリノキ，ホソバタブ，ハイノキ，イスノキたどを禽わせ混生しており，同群集の特徴

をもっともよく示している群落である。長騎県平戸島，安満岳に発達している。

　iii）シロバイ璽群集

　シ1コバイ，ルリミノキ，ツルァリドウツ，オオキジノオシダ，コバノイシカグマ，マルバペニ

シダ，イヌマキに」：って区分される。佐賀県の黒髪山の山頂域に発達している。

　　　　　　　　　　　　　　　　ア）　シキミーモミ群集

　　　　　　　　　　　　　Il1至c貴o・Aもie吉et旺㎜firmae（Tab．6）

　シキミーモミ群集はモミ，カヤ，ツガ，イヌガヤなどの針葉樹類，およびツキミ，アセビ，ヒ

イラギ，ミヤマシキミたどの常緑低木類たどを標徴種群としてまとめられ（宮脇他1971），九州

一帯から，北は福島県に至る広い範馴こ分布している。九州に一おいては，南の大隅半島で標高

880mの尾根都に分布し，霧島山周辺では標高約800㎜から1，200mの範顕に発達し，北九州地方

　　　　　　　Fig．！6．園見1⊥楠部のシキミーモミ群集．

玉1hcio－A1〕王etetum王iエ加ae舳圭de狐S遺dhangdesBergesKunimiyama

（760狐NN）．
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では約500ないし600m以上の山地にみられ，イスノキーウラジロガシ群集の垂直分布域と若千

重なりながら，より高海抜地の尾根部を中心に発達している。

　玄海地区では長崎県国見山，八天山，および佐賀県の浮岳，粟ノ峠の標高560mから720mの

調査資料が得られた。ここでのシキミーモミ群集はアカガシの優占林であり，アカシデ，ウラジ

ロガシ，スダジイを混生している。亜高木層以下ではアカガシの他に一イヌガシ，シキミ，ミヤマ

シキミ，ハイノキ，サカキ，イヌガヤ，サザソカ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，ネズミモチ，ヒ

サカキ，アオキ，シロダモ，テイカカズラ，ヤブコウジなどのサカキーウラジロガシ群団，ヤブ

ツバキオーダー，ヤブツバキクラスの標徴種群である常緑広葉樹，草本櫨物種群が高い常在度で

生育している。ここでのシキミーモミ群集は，イヌガヤ，カヤの低木針葉樹類が低い常在度で生

育している他はモミ，ツガの高木針葉樹類を欠いており，禍観的にアカガシ林である。しかし，

イスノキーウラジロガシ群集の標徴種，及び区分種であるイスノキ，ホソバタブ，キジョラソ，

バリバリノキ響を欠き，代って，アカシデ，イチヤクソウ，イヌツゲ，ウリハダカエデ，ベニシ

ュスラソを区分種としてシキミーそミ群集にまとめられ乱

　　　　　　　　　　　　　　　　8）　マサキートベラ群集

　　　　　　　　　　1≡：皿ony】＝皿o－Pittospore亡111＝皿　tol〕irae（Tab．8）

　海岸の風衝地には常緑低木群落が発達する。マサキートベラ群集はマサキ，トベラ，シャリソ

バイ，オオパグミ，ツワブキ，オニヤブソテツ，イヌビワで標徴，区分される群落であり，東北

南部から，西日本一帯の海津に広く分布している。伊豆半島や，紀伊半島，四国南部，および瀬

戸内海地方では，ウバメガシートベラ群集とともに発達しており，北九州地方においてはオニヤ

ブソテツーハマピワ群集と接して発達している。北九州以南および以西の海岸では，ほとんどが

オニヤブソテツーハマビワ群集に変わり，マサキートベラ群集は風衝低木林の先端都に，ごく局

部的にみられるにすぎたい。したがって，北九州地方におけるマサキートベラ群集は群集の最西

端域におげる群落といえる。

　玄海地区におけるマサキートベラ群集は，ハマヒサカキ，シャリソバイ，ススキによって標徴，

区分される。多くの植分は，ハマヒサカキの優占群落であるが，一部トベラの優占する植分もみ

められる。

　マサキートベラ群集内には，ハマヒサカキ，シャリソバイ，トベラ，マサキ，ナワシログミの

5種類の常緑低木類の常在度が高い他はいずれも，小被度，低常在度で生育する種で，群集の平

均出現種数は13種類と少ない。マサキートベラ群集は，母巻の露出した貧養乾生立地や，とくに

風衝の強い海摩にマッキー状に発達し，群落高も1m以下のものが多く，一般にはオニヤブソテ

ツーハマビワ群集の前線に発達している。群落の分布は，玄海灘にある島女の北西岸に，とくに

目立って多い。

　マサキートベラ群集は群落組成のちがいから以下の2亜群集に下位区分された。
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　Fig．17．極端な風衝嬢生化したハマヒサカキの優占するマサキートベラ群集

　　　　　　（長騎県　壱岐）．

Unter　extremer　Windschermξzwerge沁a｛t　wachsendes　Euony醐o－pittosporetum
t　oもi　r　a　e　In三t　do正n三nierende］＝1ζ〃ツα‘〃正ω＝9｛〃α工α（Iki－Insel）．

Fig．18．極端な風衝嬢生低木群落を一形成しているマサキートベラ群集（生月島）・

　Wndgeschorenes　Eu　o　ny　mo－Pi　tt　o　s　p　o　r　etu㎜t　o　b1r註e（呈kutsuki－Insel）．
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　i）ハマどワ亜群集

　ホソバワダソ，ハマピワ，ネズミモチ，オニヤブソテツ，ヤブニヅケイたどの，主に一オニヤプ

ソテツーハマビワ群集の標徴種群によって区分される群落であ札オニヤブソテツーハマビワ群

集への移行襟落と考えられる。

　ii）典型亜群集

　特別の区分種をもたない，マサキートベラ群集の典型群落である。

　　　　　　　　　　　　　9）　オニヤプソテツーハマビワ群集

　　　　　　　　　　Cy迂to皿i貴o－Li亡seet咀㎜japonic毘e（Tab．8）

　オニヤブソテツーハマビワ群集は海岸風衝地に発達する常緑生の低木群落である。オニヤブソ

テッーハマビワ群集は，九州一帯から報告されているが，その標徴種の一種であるハマビワの分

布域から，九州一帯をはじめ，四国の南部海岸，および中国地方の西部海濠まで分布している可

能性がある。四国や九州南部では，多くはウパメガシートベラ群集と接して発達するが，玄海地

区では，マサキートベラ襟集と接して発達し，マサキートベラ群集がより前線の母岩の露出した

風衝地に発達するのに対し，オニヤブソテツーハマビワ群集は，マサキートベラ群集の後方，土

壌の堆積のある緩煩斜地に生育し，砂丘後方にも発達する。、

　玄海地区のオニヤブソテツーハマビワ群集は，ハマビワ，ネズミモチ，オニヤブソテツ，ヤブ

ニッケイによって標徴，区分された。群落高も2～7mで，マサキートベラ群集に比較して高い。

多くはハマビワ，あるいはトベラが優占するが，ネズミモチ，イヌビワ，ヤブツバキ，マサキ，

ツワブキ，キヅタなど多くの種が混生し，群集の平均出現種数も王9種類と多い。

　オニヤブソテツーハマビワ群集は以下の2亜群集に区分された。

　i）ノシラソ盟群集

　ノシラソ，ムサシアブミで区分される。壱岐，黒子島，飛島の各島に，玉石海岸の後方の低木

林として発達している群落で，緩頓斜地上の群落である。

　ii）イヌビワ亜群集

　イヌピワ，ヤブツバキ，キヅタで区分される。群落高は2～7㎜と巾があるが，一般に群落高

は高い。ムサシアブミータブ鮮集の高木林への移行群落であり，伊藤他（1974）のムサシアブミ

盟群集に相当する群落と考えられるが，ムサシアブミの常在度が低く，アオノクマタケラソを欠

くなど若干の種の組み合わせに禍違があり，ここではイヌビワ亜群集として童とめられた。イヌ

ビワ亜群集はさらに，ヤブラソ，フウトウカズラ，シロダモで区分されるフウトウカズラ変群集

とこれらの区分種を欠く典型変群集とに・下位区分された。



41

2．　プナクラス（夏緑広葉樹林）

　　Fage吉ea　cre皿atae

　　　　　　　　　　　　　　　　1）モミーアカシデ群落

　　　　　　　　　　五腕8愉㎜α一0α切犯鵬1α兀洲orα・Gesellsch枇（Tab．9）

　作礼山の山頂部海披850m内外の尾根状地にそミが優占し，他に多くの常緑広葉樹の混生する

林分が発達しており，調査された。このモミ林は高さ14mで，高木層にモミの他，サワシバ，ア

カシデ，コナラ，亜高木層にはナソキソナナカマド，ヤマウルシ，コハウチワカエデ，コバノミ

ツバツツジ，ネジキなどの主として乾生立地に生育する種群（アカマツ群団の種）で構成されて

いる。低木馴こはさらに，コバノガマズミ，ケクロそジ，ヤマツツジ，イヌツゲなどが生じてい

る。草本層はやや疎であり，シハイスミレ，ヘクソカズラなどが目立つ程度である。林床にはモ

ミの針葉が局部的に厚く堆積している。

　モミの生態的な生育域は主としてヤプツバキクラス域の上限二からブナクラス域にかけての緯生

立地である。作礼山の林分は，常緑広葉植物としては，ヒサカキ，ヤブコウジ，ジャノヒゲξネ

ズミモチなどが低被度で生育しているが，大部分の群落構成種は夏緑広葉樹でしめられる。群集

の判定は現在のところ資料に乏しいため，きわめて困難ではあるが，シデ林の一型として，ナソ

キソナナカマド，コバノミツバツツジ，ネジキ，ヤマツッジなどを標徴種とするアカマツ群剛こ

所属されるものと考えられる。したがって上級単位はブナクラスに含めて扱われるべきものであ

ろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　アカシデ群落

　　　　　　　　　　　　0αrPi〃凹8　1α工if10rα一GeSel1SChaft　（Tab．　9）

　アカシデを混生する夏緑広葉樹林は，作礼山，浮岳，八幡岳などの標高700㎜を越す山頂域に

局地的にみられる。これら700㎜を越す山頂域では一般にアカガツの優占するシキミーモミ群集，

あるいはイスノキーウラジ籟ガシ群集が占めている。作礼山，八1幡岳のアカガシ林はアカシデを

一部混生しているが，種類組成からシキミーモミ群集に含めまとめられた。しかし，浮岳におけ

るアカシデ優占林は，高木層にアカガシを混生している他，アオキ，ミヤマシキミ，ネズミそチ，

シロダモ，シキミ，ハイノキなど多くの常緑広葉樹類を混生しているものの，とくに高木傲こア

カシデをはじめ，コハウチワカエデ，ヤマボウシ，ツリバナ，あるいは低木層にコバノガマズミ，

シロモジ，ミヤマウグイスカグラなどの多くの夏緑広葉樹類を混生しており，玄海地区における

シキミーモミ群集とは組成的に大きた養が認められる。したがって，ここではアカシデ群落に別

群落としてまとめられた。アカシデ群落は，浮岳の750m以高の山地に生育し，ブナクラスとヤ

ブツバキクラスの移行域の群落であると考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　3）　ヒメウワバミソウーケヤキ群集

　　　　　　　　　　Po11貴o皿io－Ze1kovetuI皿serratae（Tab．9）

　ヒメウワバミソウ■ケヤキ群集は山地凹状斜面，谷部に発達する高木夏緑広葉樹林である。玄

海地区では唐津市の南端にある八艦山764mの山頂域にのみ記録された。ここでは高木層にはイ

ヌシデが優占し，ケヤキ，アカシデ，ヤマポウシ，アカガシ等を混生している。亜高木層，低木

層にはコハウチワカエデ，＝コガクウツギ，ヤマボウシ，ツリバナ，カマツカ，サイゴクイポタ，

シラキ，ハナイカダ，マルパウツギなどの多くの夏緑広葉樹類が生育している。また林床の草本

層にはクマワラビ，アキギリ，ツクシトウヒレソ，ヤマナルコユリ，ヤマルリソウ，ダイモソジ

ソウ，ジュウモソジシダ，ヒメウワバミソウなどの多くの夏緑の多年生草本植物が生育している。

この騨落は西冒本，とくに九州地方の温帯下部の漢谷に発達するヒメウワパミソウーケヤキ群集

にまとめられる群落と考えられる。この八鱈山におげるヒメウワバミソウーケヤキ群集は，山頂

域の谷頭部にあたる凹状斜面750㎜付近に発達した群落であり，まだ谷には流水はなく，強い湿

生立地ではなく，周辺の尾根部の乾生立地に多く生育しているジャノヒゲ，ヤブツバキ，シロダ

そ，ネズミモチたど多くの常緑の草本，低木植物も混生してい乱

　　　Fig。ユ9，1⊥腕急頓斜地の夏緑広葉樹林，ヒメウワバミソウー

　　　　　　　ケヤキ群集（八鱈山700m付近）．

？eユlionio－Ze1kovetum　serratae　au士dem　steilhang　des8erges

Hachimanyama（700㎜NN）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　＝1ナラ群落

　　　　　　　　　　　　　伽召沌〃88εrrσfα一Ge昌eilsc為銚（地も．1O）

　クヌギやコナラ，クリなどの夏緑広葉樹林，いわゆる雑木林は全禺各地に広く見られるが，主

な生育域はブナクラス域の下部である。したがって面積的た拡がりも申部地方以北に多い。気候

的極相林が常緑広葉樹林であるヤブツバキクラス域内におけるクヌギ，コナラの夏緑広葉樹林は，

その大半が自然植生である常緑広葉樹林の代償植生として二次的に拡がったものであるか，植栽

したものであ札関東地方などで報告されているクヌギーコナラ群集，オエシバリーコナラ群集

などはその好例である。とくに，この玄海地区をはじめ九州地方では，高海披地のブナクラス域

を除いては，伐採等による自然植生の常緑広葉樹林の撹乱跡地には，再び常緑広葉樹類が崩芽再

生し，繭芽二次林を形成する。一時的にはアカメガシワ，クサギあるいはアオモジなどの夏緑広

葉樹類による襟落を形成するが，年数にLても10年未満の短期閥であり，クヌギやコナラなどの

夏緑性カシ類の森林植生を形成することはまれである。

　玄海地区におけるコナラ群落は，玄武岩類や砂岩類が表面に露出するほど，表層土壌が流亡し

た尾根部にきわめて局地的に一発達した夏緑広葉樹林で，多くの植分は群落高10m以下の亙高木林

である。また一部はシイタケ栽培原木用の植栽林であると考えられる。

　ここではコナラ群落はコナラ，ヤマハゼ，アカマツ，クマノミズキ，ヤマザクラ，ヤマコウバ

シ，ヵマッヵ，クヌギ，ノガリャス，ハリギリ，ミツバアケどなど多くの夏緑広葉樹類，草本植

物類で他の群落から区分される。高木，及び高木層の優占種はコナラ，あるいはクヌギである。

低木層はヤマツツジ，ネジキ，ヤマウルシ，コマユミなどの夏緑広葉樹類が高常在度で生育する

が，ヒサカキ，ネズミモチ，シラカシ，ヤブニヅケイ，シャツヤソボ，クロキなど常縁広葉樹類

が常在度，および被率度が高いのが特徴である。とくにアラカシ，シロダモ，カクレミノ，スダ

ジイ，サカキたどの常緑広葉樹群は，高木層あるいは亜高木層にまで達して生育している。草本

層においてはノガリヤス，ワラビ，サルトリイバラ，スイカズラ，コチヂミザサ，シラヤマギク

などの夏緑草本植物が高常在度で生育しているのをはじめ，ツワブキ，ヤブコウジ，ベニシダ，

ティカカズラなどの常緑草本植物類等が混生してい札したがって，コナラ群落の群落構造は，

高木，亜高木層は夏緑広葉樹群が優占し，低木，草本層では，むしろ常緑の低木，草本植物類が

優勢であるといえる。これは，林床植生において，この土地の自然植生である常緑広葉樹林の構

成種群が再生しつつあることを示してい乱ちなみにコナラ群落内に出現する全植物種群，79種

類のうち夏緑広葉樹類は約30劣，常緑広葉樹類は27％と種類数ではほぽ差がたい（Tab．10のう

ち2回出現種以上の種群で算出）。

　コナラ群落の平均出現種数は48種類に達し，玄海地区における森林植生中もっとも高い値を示

している。

　コナラ群落は以下の2下位群落に区分された。



44

　i）イヌビワ下位群落

　イヌピワ，ベニシダ，ナワシログミ，タプノキ，ヤツデ，ホシダ，コシダ，トコロなどの主に

常緑の木本，草本植物類で区分される。これら群落区分種群の他にもヒサカキ，ネズミモチ，ア

ラカシ，クロキなどの常在度，植被率が高く，全体に常緑植物種群の復元再生が著しい。植栽に

よる管理された林分と考えられる植分が多い。

　ii）ヤマツツジ下位群落

　ヤマウノレシ，ヤマツツジ，ネジキ，シラヤマギク，ワラビ，イチヤクソウ，アキノキリソソウ，

シャシャソボ，オカトラノオ，ススキ，シュソラソ，：コガクウツギ，コバノガマズミ，コシァブ

ラ，コジイ，アオツヅラフジ，ナキリスゲ，マソリョウの多くの種群によって区分される。とく

に，これらの区分種群は夏緑木本，草本植物類が多い。このヤマツツジ下位群落は遇度の森林伐

採等による貧養立地に発達した夏緑広葉樹林と考えられ，夏緑広葉樹類，草本植物類の種数，被

度の割合が高くなっている。調査された植分は海抜高150狐から400mとやや高海抜地のものが多

くなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　ノゲルミ群落

　　　　　　　　　　　P1α勿㎝r卿8か0励αC2α・GeSellSChaft（Tab．ω

　壱岐男岳南麓の標高60m付近に樹高8mのノグノレミの優占する林分がみられた。ノグルミは奇

数羽状に複生する葉をもつクルミ科の夏緑高木で，常に十分な光線を必要とする陽樹である。近

畿以廼の本州，四国，九州北部に分布の中心域をもち，これらの地域ではしぱしぱ一斉林を形成

したり二次林としてのコナラ林に混生したりしている。

　調査されたノグルミ優占林分は，ノグルミ，ヤマフジ，イボタノキ，ムラサキシキプ，ミャマ

ガマズミ，クマノミズキなどの夏緑広葉樹によって区分され，ノグルミ群落としてまとめられた。

群落内にはサルトリイバラ，ノイパラ，クズ，ツルウメモドキなどの低木マソト構成種が，群落

の前段階を示すように高い植被率で生育している。童た常縁植物がきわめて多く，特にホソバカ

ナワラビ，ムサシアブミ，サソゴジュなどの，周辺域に分布する常緑広葉樹林であるムサシアブ

ミータブ群集の標徴種，区分種を含んでいる。このような種組成から，ノグルミ群落は，ムサシ

ァブミータブ群集の伐採後，低木マソト群落をへて形成された夏緑広葉樹の多い一斉林であり，

同群集への復元途上の群落であると考えられ飢

3．　才ノエヤナギクラス（河畔林）

　　Sa1三c③tea　sacha1i皿ens三s

　　　　　　　　　　　　　　　　1）　ジャヤナギ群落

　　　　　　　　　　　　8α伽召rε㏄α岬α・GeseIlschaf辻（Taも一12）

北九州地方の低湿地は，大部分水日ヨ化されており，ハンノキやヤナギ類による湿生林の残存林
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Fig，20．低湿地に発達するジャヤナギ群落（唐津市　八幡溜）．

3α〃”〃づocαψα一Gesellschaft　an　einer｛euchten　SteHe（100㎜NN）．

Fig．2！、ジャヤナギ群落の林内相観，ミゾソバが優占する植分（唐津市　八幡溜）・

玉meres　einer　Sα〃工虐ブjoω砂α一Gese1王schaft湖it　dom1nierende㎜Po1ツ901一砒η一疵砒泌εブ9三圭

（／00mNN）．
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分はきわめて少ない。本州地方の低湿地には一般にハソノキが生育するが，九州地方ではむしろ

ジャヤナギが屋立ち，所々に小面積の樹林が一点在する。ハソノキの自然分布は九州北部で止って

いる。

　ジャヤナギ群落についての記録はすでに九州南部鹿児島県を中心に報告されている　（宮脇他

1977）。佐賀県唐津市郊外の沖積低地において2ケ所の生育地がみられ，3個の調査資料が得ら

れた。ジャヤナギは高さ6～！0mに達し，疎生するが，分枝した枝によって林冠を形成してい札

林内にはジャヤナギの幼木が点在し，低木層を構成する。草本層の植被率は60～90％で湿生植物

が比較的密生し，主としてマコモ，ヨシ，カサスゲ，シロバナサクラタデなどの低層湿原糠物が

生育する。

　草本層の構成種は群落の発達にともない異なる。もっとも初期的な林分ではミゾソバが多く，

Tab．12．ジャヤナギ騨落

Aufn、一Nr、：

跳1ユe疵一Mee工（m）：

GrdBe　d－P工obe搬c王一e（㎡）：

Hdhe　d－Baumschjc1ユt（正n）：

Deckung　d－BaumscIユicht（劣）：

H6he＆Strauchschicht（n｝）：

Deckung　d．Strauchschicht（劣）＝

Hdhe　d．Krautsch1cht（m）：

Deckung　d．Kエautschヨcht（％）：

Artenzahl1

8α〃エ〃｛ocα砂仏Gesellsch註ft

　　　　　　調査番　号
　　　　　　海　　抜　　高

　　　　　　調査　面
　　　　　　高木層の高さ

　　　　　　高木層植被率

　　　　　　低木層の高さ

　　　　　　低木層植被率
　　　　　　草本層の高さ

　　　　　　草本層植被率
　　　　　　出　現　種　数

王　　2　　　3

100　　　1C0　　　70

200　　　100　　王40

8　　6　　10

60　　60　　80

3　　　3　　2．5

10　　20　　30

1．0　　1．5　　0．8

95　　90　　60

7　　　7　　2！

Trennart　d－Gesellschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿

　3α”””0c伽仰　　　　　　　　　　　　　　　ジャヤナギ　　　　　B　　　　　4・4　5・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S■2・13・22・2
Beg王eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　”克α〃加1〃工」ψ”α　　　　マコ壬　　K2・21・21・2
　”1閉g”一伽∫伽∫加”｛∫　　　　ヨシ　　　Kキ・22・3・
　C鮒鮒∂幼α”α　　　　　　　　　　　　　　　カサスゲ　　　　　　K　　1・2　5・4　・

　月0む90舳〃りψ0〃｛ωフ〃　　　　　　　　　　　　シ同バナサクラタデ　　K　　斗・2　2・2　・

　月0りg0榊〃旭”〃〃一あ”g”　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ　　　　　　　K　　　5・4　　・　十・2

　W01αη3陀α””α　　　　ツボスミレ　K・1・2ユ・2
　”ゐη3力伽ゐ∫疵　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセソダソグサ　K　　　・　　十　　1・2

ユ圃出現の種　AuBerdem　je　einmal1n　Aufn－Nr－1：工脇・曲∫⑳α舳是α　サヤヌカグサ　十・2，in3：

”α1〃ゐ伽〃泌〃αcωクサヨシ4・4，C〃棚励〃ω妙0／ψ∫？アゼナルコスゲ2・2．W｛腕r加ろ閉6九ψo工ぴ∫

ヤマフジ1・2，M主α伽舵ψ舳ゴ砂0〃r〃〃　ササガヤ1■2，工0ゐε肋’11｛伽〃5｛∫　ミゾカクシ1・2，肋1惚0舳〃一

〃伽舳〃｛5舳〃　ホソバウナギツカミ　1・2，P伽｛c〃〃桃〃1c肋』〃正ヌカキビ　1・2，Zツcψ批5舳〃0∫｛∬肋削∫

var・ゴ砂0”α‘∫　コシロネ　斗・2，工01沁〃αゴ砂0珊｛ω　スイカズラ　斗・2，的g1ψ舳αZ〃κω　オギノツメ

十・2，的み0ω妙Z3〃！伽”〃1疵ノチドメ十・2，R伽舳ω1ωωη工ω正｛3〃∫｛∫ケキツネノボタソ十，月01惚0舳〃一

伽み砂φぴ　ヤナギタデ　十，Hα↓倣W加ωrゐ肋　ドクダミ　十．λ〃κ“5倣∫刎Var．ゐC伽伽∫イグサ
斗，α加o卿”〃〃gブπ伽　トウバナ　十．

　Fundorte　und　Datu㎜調査地及び調査年月日：1．2．Karatsu，Saga佐賀県唐津市八幡溜（19．Okt一’78）

　3．Ohchi，S註ga佐賀県欄知副丁立州（19．Okt。’78）
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遷移の印位の林分ではカサスゲが特徴的である。さらに睦化が進めぱ，林床植物にかなりの変化

が起る。佐賀相知町で調査された林分ではクサヨシ，アゼナルコスゲ，ササガヤなどが賢立ち，

総数21種にも達する。

　ジャヤナギ辮落の生育地は一般に河畔に多いが，低湿地に造成されたため池の周辺部，特に」二

流側の湿地にもしばしぽみられる。土壌は周辺部から運搬されて堆積し，微砂を含んだ粘質土よ

りなる。地下水位は20cm内外である。

　ジャヤナギ群落は種組成上すでに闘東地方で報告されたジャヤナギーアカメヤナギ群集にもっ

とも近い。しかし，アカメヤナギが存在しないことにより，暫定的にジャヤナギ辮落として記録

された。ジャヤナギ林をはじめ，低湿地におげる森林は立地保全の上で存在価値がきわめて高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　ネコヤナギ群集

　　　　　　　　　　　　S里1量6e含皿m　graoi1童stylao（丁銚．13）

　各地の剛11中流都において，比較的急流な流水辺にヤナギ類の低木群落がみられる。低木性の

ヤナギにはネコヤナギ，イヌコリヤナギ，タチヤナギなどがあるが，ネコヤナギは底質が扇状地

的であって大礫が多く，秒土や粘質土の少ない立地に特徴的に生ずる。ネコヤナギの根茎はよく

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．！3．ネ・コヤナギ群集

　　　　　　　　　　　　　　Salicetum　grac11isty1ae

Au壬n．一Nエー：　　　　　　　　　調査番号
GrdBe　d，Pro1〕eH養che（㎡）：　　　　　　　　　　　　調　査　面　積

HOheむb－Meer（狐）＝　　　　　　　　　　　　　海　　抜　　高

H6hed．Strauchschicht（m）：　　　　　　　低木層の高さ
Deckung　d・Str舳chschicht（％）：　　　　　　　低木綴植被率

Hδhed．Krautsch1cht（m）：　　　　　　　　草本層の高さ

◎eckung　d－Kr舳tsch1cht（劣）：　　　　　　　　草本層植被率

A．t㎝。ahl：　　　　　　　　　出現種数

1

8
10

1．3

70

0．5

20

12

Kenna．t　d．Ass一：　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種
。、。ユ、、、む〃、〃、　　　　　ネコナナギ　　。　■

Beg1e｛ter：　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　λ”励αノ〃1泌r｛∬主〃　　　　　　　　　　　　　ネムノキ　　　　　　S　　　　　1・2

　亙1伽皿g舳∫砒榊わθ11α主α　　　　　　　　　　　　アキグミ　　　　　　S　　　　　1・1

　ん切〃j∫加〃｛〃むψ∫　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　K　　　　　1・2

　R”””工αc助ωα　　　　　　　　　　　　　　　　スイバ　　　　　　　　K　　　　　　1・2

　”｛犯伽”工砒35｛加〃！j｛∫　　　　　　　　　　　　　ススキ　　　　　　　　K　　　　　1・2

　C〃ω〃”’0∫炊伽5　　　　　　　　　　　　　　アキカサスゲ　　　　　K　　　　　寺・2

　Co｛工Zααツ洲勾o〃　　　　　　　　　　　　　　ジユズダマ　　　　　K　　　　　＋・2

　丁加1ツμ〃…3αα〃〃わ！〃α　　ホシダ　K＋
　ん・μη励昭〃α1エ｛ブエα　　　　　　　　　　　　トダシパ　　　　　　K　　　　　＋

　助”｛∫8肋”〃w”∫8　　　　　　　　　　　　　　スギナ　　　　　　　　K　　　　　　＋

　Lψ加仰1”｛η0ブ　　　　　　　　　　　　　　　ヒメヤブラソ　　　　K　　　　　斗

Fundort　und　Datum調査地及び調査年月臼：Sisa，N註gasak1長崎県松浦郡志佐町　（24．Dez．’78）
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発達し，季節による水位変化や洪水による突発的な立地の不安定性にも強い抵抗力を示している。

　長崎県松浦郡においてネコヤナギの林分が調査された。この植分ではネコヤナギは高さ1．3m

内外であり、アキグミ，ネムノキなどと共存している。草木剛こはヨモギ，ジュズダマ，スイパ

など好窒素性植物がみられるが全体の植被率は低い。1二L1現種数は12であり，ネコヤナギ群集とし

ては一般的である。

　現地の志佐町では流水側にアキカサスゲ獅落が生育し，縫側にはメダケ聯落が配分している。

4．　クサギーアカメガシワ群団（夏緑広葉低木林）

　　ClerOdendr0■Ma－10ti0皿jaPOnicae

　　　　　　　　　　　　　1）　力うスザンショウーア才モジ群落

　　　　　　　　11ασωrα伽オ1α〃‘κoid2s一五｛旭d2rα　o‘fr‘odorα一（≡≡esellsc嚢aft　（Tab．　14）

　アオモジはクスノキ科の夏緑低木で，森林の伐採跡地や林縁などの1剣場立地に群落を形成する。

アオモジの主な分布域は，陶西講鳥の沖永良部から同講島をへて九州の佐賀県にわたっている。

特に九州では西部に片寄っており，玄海地方では麿津一有明海北西奥部を結ぶ線を東限としてい

る。垂直分布では500m以下に集中している（外山・伊藤・州里1978）。

Fig・22．森林植生のマソト群落として発達しているカラスザンショウーアオモジ群落

　　　　（八天岳690㎜）．

　Als　M昌n亡elgesel1schaft　der　Waldvege亡盆亡1㎝en1wickelle肋星舳αゴ／伽〃lo肋∫・〃η4榊

　仁肋1わ‘まo閉一Gese王1scha｛t（690mNN）．
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　調査されたアオ壬ジを含む林分は，上馴こアオモジまたはアカメガシワが優占し，樹高4－5

mに達している。この群落はアオモジ，カラスザソショウによって他の夏緑低木林から区分され。

カラスザンショウーアオモジ群落に・まとめられた。群落内には，ヌルデ，アカメガシワ，クサギ，

イヌザソショウなど，クサギーアカメガシワ群団に属する陽栓低木が多数生育している。また林

床にはヒサカキ，フユイチゴなどのヤブツバキクラスの常緑植物が混生している。カラスザソシ

ョウーアオモジ群落は，ミミズパイースダジイ群集の伐採跡地や林縁に多くみられる。

　カラスザソショウーアオモジ群落は，スダジイ，クスノキ，シャシャソボなどの常緑植物によ

って区分されるスダジイ下位群落と，キブシ，ガマズミ，ミズキ，ナガバタチツボスミレなどの

夏緑植物によって区分されるキブシ下位群落に系囲分される。

　スタ中ジイ下位群落は区分種をはじめとする常緑広葉樹の再生復元が早く，低海披地のミミズバ

イースダジイ群集域にみられる。調査資料は磨津市，松浦市で得られた。

　キブシ下位群落は，常緑広葉樹の再生が遅く，群落内には区分種にあげられているキプシ，ガ

マズミ，ミズキなどの二次林構成種が生育している。生育地は海抜600m内外のイスノキーウラ

ジロガシ群集域およびシキミーモミ群集域にみられる。調査資料は佐世保市八天山で得られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　ネムノキ群落

　　　　　　　　　　　　　　刈肱加力肌ri舶加・Gesellschaft（Tab・15）

　伊万里市中里の水田上部のゆるやかな斜面には，クチナシースダジイ群落の林縁都に，ネムノ

キの優占林分が広がっている。この群落は，高さ8m，植被率85％の高木層，3m，70％の低木

層，C．5m，40％の草本層と，明瞭な階層構造を示している。林冠が夏緑低木のネムノキ王種で

占められるのに対し，林床に常緑櫨物がきわめて多いのが特徴的である。

　ネムノキ群落はネムノキ，ヤマウルシを区分種として童とめられた。ヤマウルシ，アカメガシ

ワ，タラノキなど，ネムノキ以外のクサギーアカメガシワ群剛こ属する陽性低木は，群落内の低

木層にごくわずかに・生育するにすぎたい。これに対しヤブツバキクラスに属する常緑櫨物は，ヒ

サカキ，スダジイ，ハクサソポク，マテバシイをはじめとし，全出現種数40種のうち22種に達し

ており，もはや更新されない腸性低木にかわって，茄芽林を形成すると考えられる。ネムノキ群

落は，陽性低木林からスダジイ崩芽林への復元遇程の一典型を示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　アキニレ群落

　　　　　　　　　　　　　σ1㎜ω8μr〃1orα・G棚ils曲aft（伽b．16）

　壱岐西南端に近い麦谷触の，半城湾に臨む急斜繭の上部凹状地には，樹高5mのアキニレの優

占する低木群落がみられた。この群落はアキニレー種で区分された。アキニレ群落は，ヌルデ，

フユザソショウ，イヌビワ，ハマクサギ，オオムラサキシキブたどの陽性低木が混生することか

ら，クサギーアカメガシワ群剛こ所属される。群落内にはヤブツバキクラス域を指標する多くの

常緑植物が生育している。特に・，ムサシアブミ，ノシラソ，マサキ，トベラ，オオイタピ，オオ
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イワヒトデなど，ムサシアブミータブ群集の標徴種，区分種を含んでいる。このことから，アキ

エレ群落はムサシアブミータブ群集域の復元途．ヒに形成される陽徴低木林であると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　コウゾ群落

　　　　　　　　　　　伽o眈鵬o皿召肋此鵬肋o〃一Ge釧s凶af亡（Tab．17）

　コウゾはヤブツバキクラス域に広く分布するクワ科の陽性低木で，谷あいの向陽地に群落を形

成する。一般にコウゾの高さは2～5mであるが，調査された優占林分では8～12mに達し，生

育がきわめて良好である。

　このコウゾ優占群落は，コクゾ，シャク，ウパユリ，アマチャヅル，コオニユリ，ミゾイチゴ

ツナギによって他の夏緑低木林から区分され，コウゾ群落としてまとめられた。これらの区分種

群は湿性からやや湿性の當栄養な立地に出現する種群である。コウゾ鮮落の林床には，ノシラソ，

ハマピワ，ムサシアブミ，フウトウカズラ，オニヤブソテツなど，ムサシアブミータブ群集の標

徴種，区分種である常緑植物が多数生育している。このことからコウゾ群落はムサシアブミータ

ブ群集域に形成された複元途上の陽性低木林であると考えられる。

　コウゾ群落は鷹島で資料が得られた。調査番号1および2は谷沿いの斜面に発達している。ツ

ノレクメそドキ，スイカズラ，ホウρクイチゴ，イヌビワなど，ノイバラクラスやクサギーアカメ

ガシワ群団の種群が混生し，放棄畑地から自然にコウゾ群落に発達したものか，あるいは製紙周

の繊維をとるために栽培されたコウゾがそのまま放置されたものと考えられる。調査番号3は巨

岩の露出する斜面にみられ，常緑植物のしめる割合が特に高く，ムサシアブミータブ群集の破壌

後再生した代償群落であると考えられる。

5．　ノイバラクラス（林縁植物群落）

　　ROSetea　multif10正ae

　　　　　　　　　　　　　　　1）　クマヤナギームベ群落

　　　　　　肋ro加㎜加rαc舳08ω・跳凹皿〃㎝三α1・飢卯切〃α一Ge昌ωs伽ft（Tab．18）

　伊万里市目南郷の池の周縁部には，数mの幅でツル植物がきわめて多いマソト群落カ溌達し，

スダジィ崩芽林に連続Lている。この群落は常緑性のムベ，夏緑性のクマヤナギ，カラスウリな

どのツル植物によって他の低木マソト群落から区分され，クマヤナギームベ群落としてまとめら

れた。クマヤナギームベ群落の生育地は湿性立地のためツル植物の生育が顕箸で，区分種である

ムベ，クマヤナギ，カラスウリをはじめ，クズ，スイカズラ，ヘクソカズラ，ヤマノイ壬，アケ

ビ，エビヅルなどがそれぞれ10～20劣の植被率で生育している。支持植物としてはサルトリイバ

ラ，ナガバモミジイチゴなどの低木が共存し，群落全体としては，高さ1．2m，植被率90％に達

している。クマヤナギームベ群落はこれらの多くのツル穣物と低木によってノイバラクラスに所

属される。



Tab．18．クマヤナギームベ群落
　　　　　　　　　　　　　　肋κ1正α〃｛αブ伽6

Hδhe札Meer（㎜）：

Gr6Be（L　P王oもe舳che（m呈）l

H6he　d，Strauchsohicht（nユ）：

Deckung　d－Strauchsch1cht（％）：

Hdhe　d－Krautsch1cht（m）：

Deckung　d．Krautschicht（劣）：

Artenzah1：

’！o∫α一3肋〃吻〃主α1一伽砂伽〃α一Gesenschaft

　　　　　　　　　標　　　　　高

　　　　　　　　　調査　面積

　　　　　　　　　低木層の高さ

　　　　　　　　　低木層櫨被率

　　　　　　　　　草本層の商さ

　　　　　　　　　草本層植被率

　　　　　　　　　出　現　’種　数

T。㎝narten　d．Ge。。llsch。：　　　　　　　　　　　群落区分種

　3伽〃吻〃加1κ工砂んツ〃α　　　　　　　　　　　ムベ　　　　　　　　S

　肋1τ1！3’〃ゴαプκ邊〃10棚　　　　　　　　　　　　　クマヤナギ　　　　　　S

　　T11”一0湖〃”一ωc〃0〃〃吻一0”ω　　　　　　　　　　カラスウリ　　　　　K

Arten　d．Rosetea　mult1｛1orael　　　　　　　　　　ノイバラクラスの種

　1〕〃3プ皿プ｛α1oみα‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　　クズ’　　　　　　　　　S

　工0”｛cω一αノψ0”｛εα　　　　　　　　　　　　　　　スイカズラ　　　　　　S

　月伽ゐ11ゴα∫ω”ゐ”∫var．〃旦α加主　　　　　　　　ヘクソカズラ　　　　S

　8”工”α”む尻｛”α　　　　　　　　　　　　　　　　　　サノレトリイバラ　　　　S

　R批ろ洲μZ”一α”∫　　　　　　　　　　　　　　ナガバモミジイチゴ　　S

　1）主o∫ωrωゴψo〃6cα　　　　　　　　　　　　　　ヤマノイモ　　　　　　S

　－A是8肋αq〃｛〃α勿　　　　　　　　　　　　　　　　アケビ　　　　　　　　S

　C06α必バoブ〃c砒1刎！4∫　　　　　　　　　　　　　アォッヅラフジ　　　　S

　Tη〃∫！五む伽〃αv註r．1o凸α肋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エビツ“ル　　　　　　　　　　　　K

Sonstige　Aτten：　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　”£‘蜘工11””里0肋4∫批”伽　　　　　　　　　　　イボタノキ　　　　　S

　ハαパ3プκ勿　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌビワ　　　　　　　S

　pブ‘〃〃一αゴ砂o〃｛ω　　　　　　　　　　　　　　　ハマクサギ　　　　　　S

　Kαゐ～〃・αゴψo〃たα　　　　　　　　　　　　　　ビナソカズラ　　　　　S

　”g“∫か〃〃り砂o〃｛α伽　　　　　　　　　　　　　ネズミモチ　　　　　　S

　恐”1ツαゴ砂0”｛ω　　　　　　　　　　　　　　　ヒサカキ　　　　　　S

　”o砂ツブ0∫是α”　　　　　　　　　　　　　　　カキノキ　　　　　　S
　Tブαむ1工6Z0ψω’舳〃1工伽主α工主α〃〃var．｛刎θプ〃蛇”〃〃エ　　テイカカズラ　　　　　K

　R砒ろ伽あ’〃プg6’｛　　フユイチゴK
　H‘ゐ1・αプ乃o〃加α　　　　　　　　　　　　　　キヅタ　　　　　　　K

　0μ｛5〃ε舳∫舳ゐ1α工伽Z｛ωvar一ノ砂o〃北一｛5　　　　コチヂミザ’サ　　　　　K

Fundo工t　und　Datum調査地及び調査年月日：亙mar1，Saga佐賀県伊万里市日南郷（22．

390

2x8

1．2

90

0．5

10

23

1…

11’2
1・・2

2・3

2・2

2・2

1・2

1・2

王・2

王・2

1・2

キ・2

　　　2・2

　　2・2

　　1・2

　　1・2

　　1・2

　　　＋

　　　＋

　　ユ・2

　　！・2

　　＋・2

　　＋・2

0kパ78）
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　　　　　　　　　　　　　　　2）　ツルコウゾーウツギ群落

　　　　　　　1葺ro㎜880皿8批α　κα艘”一1，f四ri一η召皿亡z‘皿　crεπσfα一Ge畠ellschaf含　（父ab．　19）

　伊万里市周辺の水日ヨに沿う急斜面の下部には，高さ3～4mに達する低木マソト群落がみられ

る・低木層はウツギ重たはアカメガシワが優占し比較的高く生長しているため，草本層の発達は

よく，高さ60～80cm，植被率40～70％に達している。

　この群落は低木のウツギ，半ツル性低木のツルコウゾ，及びツル植物のカニクサによって，ツ

ルコウゾーウツギ群落にまとめられた。群落内にはナガバモミジイチゴ，ヤマテリハノイパラ，

コガクウツギなどの低木と，クズ，ノブドウ，トコロ，スイカズラ，カエデドコロなどのツル植

物が低木層に生育している。群落体系上ノイバラクラスに所属される。また，ヤマハゼ，ネムノ

キ，ヌルデ，アカメガシワ，ハゼノキなど，クサギーアカメガシワ群団に属する好陽青生低木が混

生しアカメガシワ優占林分のように，次第に優勢になっていくものと考えられる。出現種数は

48～65種類で，復元途上の低木マソト群落としてはきわめて多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　3）ジャケツイバラ群落

　　　　　　　　　　　　0α舳伽皿ゴり卯㎝i舳Ges・ns6h・麦t（伽も・20）

　壱岐東端にある七湊では，海岸に近いゆるやかな小斜面に，ジャケツイバラ，ハスノハカズラ

の優占するマソト群落がみられた。高さ60cmのこの群落は，ジャケツイバラ，ヤブガラシを区

分種とするジャケツイパラ群落にまとめられた。ジャケツイパラは枝や葉柄の逆刺によって他の

植物にはい」llがり，春季よく冒立つ鱗黄色の蝶形花を総状につける，マメ科の藤本である。

　ジャケツイバラ群落は，ナワシロイチゴ，ノイパラなどの低木と，ハスノハカズラ，ノブドウ，

ヘクソカズラ，スイカズラ，テリハツルウメそドキなどのツル植物が混生し，これらの種鮮によ

ってノイパラクラスに含められる。また群落内にハマ・ゴウ，マサキ，ヨモギ等が生育することか

ら，ジャケツイバラ群落の立地は海岸の影響を受げる適潤窟養立地であると判定される。ジャケ

ツイパラの優占する群落は加都島北岸の玄武岩の露出した急斜面にもみられた。

　　　　　　　　　　　　　　4）　ツヅラフジーノイバラ群落

　　　　　　　　8｛πo”一ε〃5〃”一αo皿f眈”一一1～08α　”1〃1㍍ヂ1orα一Gesellscha重セ　（Ta■〕．2C）

　生月島の台地層部を通る遭賂の脇は，牧場の管理が粗放な揚所であり，ノイパラを主とするマ

ソト群落が比較的広い面積で続いている。この群落は高さ王㎜前後でツル植物のツヅラフジ，サ

ルナシ，シオデによって他の群落から区分され，ツヅラフジーノイバラ櫛落としてまとめられた。

ツヅラフジーノイパラ群落は，群落に混生しているノイバラ，ナワシロイチゴ，アケビ，ノブド

ウ，スイカズラ，セソニソソウなどの低木やツル櫨物によってノイバラクラスに所属される。

　童た，鮮落内にはツルソバ，カラムシ，イノコズチ，ヨそギなど路傍に散見される多年生草本
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植物が生育している。これは，ツヅラフジーノイパラ群落が適潤當養立地に成立していることを

示すとともに，群落の前段階がこれらのヨモギクラスの種群によって構成される草本植物騨落で

あったことを示している。

　　　　　　　　　　　　　　　5）　ヒルガ才一ノイバラ群落

　　　　　　　　0α1〃8f召σ｛ωゴσ。Po肌ioω一1…08α　πo肌1批デ1orα一Gese呈1schaft　（Tab．　20）

　各種の低木とツル植物によって特徴づげられるノイパラクラスの低木マソト群落には様々なタ

イプがあり，ノイバラクラスに属する特定の区分種を発見できないものがある・今圓そのような

獅落は，’好窒素性雑草のツユクサ，ヒルガオによって，ヒルガオーノイバラ群落にまとめられた。

ヒルガオーノイバラ群落は同一群落としてのまとまりに欠げるが，ノイパラクラスの区分種をも

たず，いわぽノイバラクラスの典型部としての共通性をもってい飢ノイバラクラスの共通種と

しては，ナワシロイチゴ，ノイバラ，セソニソソウ，テリハツルウメモドキ，ヘクソカズラ，ハ

スノハカズラなどがあげられる。

　的山大鳥でみられたヒルガオーノイバラ群落は，海緯低木林のチガヤーハマゴウ群集の背後に

発達している。群落高は王m足らずでノイパラが80％以上の植被率で優占している。

　壱妓鳥帽子崎では岡聯≡落は台地上の遣’路沿いに発達している。獅落高は2．5mに及び，ナワシ

ログミが鰹占している。

　呼子劃丁小友のヒルガオーノイバラ獅落は急斜面にひろがるクチナシースタジイ群落の林縁部に

みられた。獅落高は3㎜に達し，ヤマグワが優占している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　カンコノキ群落

　　　　　　　　　　　　θ1ocん‘dεoπ　o60Dσオω”一一Gesensohaft　（Ta1〕．　20）

　沿岸都に発達する低木マソト櫛落にはカソコノキを交えたものがみられる。カソコノキは西目

本以砲の海辺に分布する低木で，枝を密生させ，小校の先端はしぽしぼ刺針とたり，立ち入りが

たいブッシュを形成する。調査地のカソコノキを含む群落はカソコノキ，サルトリイバラ，テリ

ハノイバラなどの有刺植物によって区分され，カソコノキ群落としてまとめられた。群落内には

上述の区分種をはじめノイバラ，ナワシロイチゴなどの低木や，スイカズラ，セソニソソウ，ヘ

クソカズラ，テリハツルウメモドキなどのツル植物が生育している。カソコノキ群落はこれらの

種獅によって上級単位のノイパラクラスに所属される。

　カソコノキ群落はいずれも島鎮で記録された。生月、島（調査番号6）では漉の堤防に一面にひ

ろがっているが，度鳥，馬渡．島（調査番号7，8）では斜繭中腹のムサシアブミータブ群集の林

縁部に発達している。特に度，島では群落榊こ同獅集の標徴種，区分種であるムサシアブミ，ホソ

バカナワラビが生育している。以上のことから，カソコノキ群落はムサシアブミータブ群集域に

代償械生として発達する低木マソト獅落であると考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　7）　チガヤークズ群落

　　　　　1岬鮒α肋c〃〃舳㎝v肌庇oε旭伽｛・P砒鮒ωr池1obα伽G棚一呈scha童t（Tab．21）

　沿津部や山問の斜面，遣路の法面，堤防など，植生復元途上の開放地には，しぱしぽクズの優

占群落が形成される。クズは大形の多年生鱗本で，よく分枝するツル状の茎を他の草本，木本類

にからませ，特徴酌な三小葉を広げる。その繁殖力は旺盛で，夏季から秋季にかけてあたかもシ

ートをかぶせたような楯観を星して繁茂する。

　　　　　　　　　　　　　Tab．21．チガヤークズ群落
　　　　　　　　　1〃ψぴ励αリ1｛〃必北αvar一左o舳な6｛一乃〃閉1伽1oあ〃α一Gese11scha壬t

Au壬n一一Nr、：　　　　　　　　　　調査番号　　ヨエ
H眺e七、Meer（㎜）：　　　　　　　　　　　　　　　海　　抜　　高　　　　　　10

Exposjtion：　　　　　　　　　　　　　　方　　　位　　　　　一
Neigung　（竈）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f嚢　　　　　　　　余1｝　　　　　　　　≡　　一

Gエ棚e＆Pエobe舳ci－e（㎜2）：　　　　　　調査面稜　　　3x5
H6he　d．Vegetation（㎜）：　　　　　　　　　　　　　　　植　　生　　　商　　　　　　　O．6

Deckungd・Vegetation（％）：　　　　　　金植被率　　　95

Artenzahl：　　　　　　　　　　出現種数　　　7
Trennarten　d．Gese1王sch．：

　1〕μ31・α1・｛α　Zoあα｛α

　工〃ψ舳勉‘ψ加伽ごαVar．是0舳｛ψ

　0ぴ伽伽〃肋〃伽1ψ｛

　P〃滅舳αq！泌加砒棚Va・．1〃！舳〃〃1〃

Sonst1ge　Arten　l

　M｛κ伽疵批3∫主〃〃！5三5

　A他〃ぬ加〃わκ砂∫

　Rωα〃〃〃Z0ブα

　一≡『α召4αづα56α〃63〃∫Va］＝，〃1α圭1・召j

　〃0∫ω閉ゴ砂O珊｛・α

出現一回の種

群落区分種

　クズ

　チガヤ

　ゲソノショウコ

　ワラビ

その他の種

　ススキ

　ヨモギ

　ノイパラ

　ヘクソカズラ

　ヤマノイモ

2　　3

190　王70

L　　W
－　　　20

5x8王CxlO
O，8　1，3

98　　王O0

18　　王3

5・5　　5．5　　5・5

3・3　斗・2　　・

十　　斗　　　・

・　　1・2　2・2

2・2　2・3

＋　　＋・2

・　　十

・　十・2

・　　十

1・2

1・2

1・2

工・2

1・2

　AuBeエde酌je　einm註いn　Au壬n一一Nr．玉：Aブ肋加｛∫｛αゴ砂oπ北α　オトコヨモギ　十、Lε抄ε∂碗αむ〃ηεα切

メドハギ　十，量n2：α”℃∂召η∂r0加丘’”〃0〃〃〃〃　クサギ　寺，R“ろ〃5μバ・伽Z｛刎　ナワシロイチゴ　十，

λC伽プ伽工乃召∫力〃”　ヒナタイノコズチ　令、”〃伽旭6肋1｛oゐ閉　アオモジ　十，　η一α伽加〃〃伽〃3チ！惚

v鮒．1一妙01ακ〃〃エアキカラマツ　斗，／～泌α5クα1〃1肋バ　ナガパモミジイチゴ　十，Co〃〃〃6Z｛〃αω〃1〃エ〃〃主∫

ツユクサ　令、3αZηチαゴ砂0η｛cα　アキノタムラソウ十，B舳舳5ω〃一〃伽〃∫イヌムギ斗，ヨn3：3〃〃伽

c肋一α　サルトリイバラ　2・2，　〃吻り例伽｛cα　ヌルデ　1・2．　Z0〃主α〃ゴ砂0〃κα　スイカズラ　1・2，

B0挑〃！ぴ6α功圭ω肋　コアカソ　令・2，”刎プ伽”〃ωわψ6”伽　ヤマハッカ　十、五α肋κα’〃”むα　アキノノ

ゲシ　十、

　Fundo・te　und　Datu㎜調査地及び調査年月日1

　　王Hi。。y。。aki，Nagasaki長崎県北松浦郡福馴呼野崎（20．Okパ78）

　　20hyama，Nagasaki長崎県北松浦郡樋島町大山（20．Okt．’78）

　　3Kokkonoo，Naga・aki長崎県松浦郡郭公琵（20．Okt一’78）
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　Fig．23．森林伐開地に群生したクズ群落（唐津市　上ネ帽）．

むpPig　wachsen（leハ‘ぴ”寸α〃，α1α・Gese11schaft　auf　einer　Schlag舳che．

　調査地域内のクズ慶占群落はクズ，チガヤ，ゲソノショウコ，ワラビなどススキ草原の構成種

によってチガヤークズ群落にまとめられた。クズが群落の上繭を80％前後の植被率で優占するた

め，群落内の照度は低く，共存種は比較的少ない。上述の区分種のほかにも，ススキ、ノドハギ，

アキノタムラソウなど，多くのススキ草原構成種が混生するのが特徴である。また，ノイベラ，

ナワシロイチゴ，クサギなどの陽生低木類も若千侵入し，高さ王m内外に達Lている。このよう

な種組成から，チガヤークズ群落は，乾生立地のチガヤの優占する多年生草本植物群落からやや

遷移の進行した状態にあると考えられ机

6．　塩沼地低木群落

　　Salzs位auch－GeselIschaf辻

　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ハマボウ群落

　　　　　　　　　　　　∬肋so皿811α”1α凸o・Geselischaft（他b・22）

　アオイ科の夏緑低木のハマポウは，神奈川県以西の暖地に・分布し，湾内の海岸や河1コ付近の塩

生地に群落を形成することが知られている。

　壱岐鳥北都のタソス浦と，平戸市木ケ津湾の沖ノ、島でハマボウ優占獅落の植生調査資料が僑ら

れた。いずれの椀分も波の瀞かな湾内の満潮線付近に生育しているが，種組成は大きく異なって

いる。両著の共通種は，低木鰯に被度4童たは5と優■歩するハマポウと，草木層のイワタイゲキ
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の出現のみである。壱岐鳥のハマボウ群落の草本層にはクサスギカズラ，ノビル，ハマエソドウ，

ツルナ，ハマダイコソなどの，主に砂質海津の億養な立地にみられる種群が出現している。一方，

沖ノ．島のハマボウ群落の草本層には，礫質海津の寓養地にみられるセリ科のハマウドが草高90

cm前後で被度5と優占し，ナガバギシギシやママコノシリヌグイなどの種群が疎生している。

両著に富栄養立地を指標する種群がみられることは，満潮線付近には海面に浮遊する有機物が漂

着しやすく，それらの集積・分解によって立地が窟養化することによると考えられる。また，種

群の大きな差は以下の2点が考えられる。タソス浦のハマボウ群落は，砂土上に生育し，櫨生高

1，2mとまだ群落として十分に発達していない。一方，沖ノ島のハマボウ群落は，咋1礫に寓む壌

質砂土の上に生育し，高さ5mにおよぶハマボウが被度5と慶占し，よく発達している。このよ

うに鮮落としての成熟度と，立地の土壌の差異が，爾者の種組成の差に反映していると考えられ

る。

Au｛n．一Nr、：

Gr棚e　d－Proもe独che（m芝）

Hδhe〔L　Straucbsch三cht（1n）＝

Deckung（1，Strauchsch1cht（％）＝

Hδhed．K・aut・ch1cht（・n）：

Deckung　d，Krautschicht（％）：

Artenzahl＝

　Tab．22．ハマポウ獅落

H泌｛3αパノ1α〃〃凸o．Gesel1sch齪ft

　　　　　　　調査　番　号

　　　　　　　調査繭積
　　　　　　　低木層の高さ

　　　　　　　低木層植被率

　　　　　　　草水層の高さ

　　　　　　　草本鱈植被率

　　　　　　　1圭1現種数

Tエemart　d．Gesellscha｛t1　　　　　　　　　　　獅落区分種

　／1泌ゴ∫α姑1工α〃’αろo　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、マボウ

Begle1ter：　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　亙ψ乃0r〃α完01肋〃　　　　　　　　　　　　　　　イワタイゲキ

　λψα閉星”∫1”む肋’∫　　　　　　　　　　　　　　クサスギカズラ

　A肋〃〃g閉ツj　　　　　　　　　　　　ノビル
　Lα〃り1ブ〃5ゾ砂ω沁〃∫　　　　　　　　　　　　　　ハマェソドウ

　Cα1ツ批gゴα∫0〃α〃〃α　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

　乃〃初go〃主α倣閉go〃o〃ω　　　　　　　　　　　　ツルナ

　Rαψハα〃〃‘∫α〃ひ〃5var．んo’・〃〃∫心f1’切フ乃α〃ゴ∫むηf‘まωノ、マダイコン

　T0〃｛∫ノ砂0〃ゴαI　　　　　　　　　　　　　　ヤブジラミ

　G切～｛“〃1砂“r〃眺壬．ψづgo∫1〃几　　　　　　　　　　ヤエムグラ

　A〃98〃αエゴ‘ψ0〃｛αエ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、マウド

　Coむα〃〃∫ωが‘1〃1〃’＾　　　　　　　　　　　　　アオツヅラフジ

　Cθ1ω工川∫ω伽む〃1α工1バ　　　　　　　　　　　　　　ツルウメ壬ドキ

　λg〃ψ）リ’0〃是ω〃0ゾ｛　　　　　　　　　　　　　　　　カそジグサ

　R〃’〃ωごバ砂〃∫　　　　　　　　　　　　　　　ナガパギシギシ

　〃圭〃〃工〃仁11〃〃｛｛V虹一工主g11主〃〃〃　　　　　　　コオニユリ

　P0む90舳’〃∫舳庇0伽‘’〃　　　　　　　　　　　　　　ママコノシリヌグイ

Fmδort　undつatum調査地及び調査年月實：

　　uk1，N註gasaki長崎県壱岐郡勝水11江タソス液（15．Mai’79）

　　2Inse1Oki，Nagasaki長崎県平戸市亨巾ノ島（19．Maド79）

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

1
1x2
1．2

70

0，2

30

ユO

2
2x4
4
80

工．2

90

9

4・3　　5・ぺ

十・2　　　÷

ユ・2　　　・

1・2　　　・

1・2　　　・

斗・2　　　・

キ・2　　　・

÷・2　　　・

十　　　　・

十　　　　・

　・　　　5・4

　・　　　／・2

　・　　　　十

　・　　　　≒←

　・　　　　÷

　・　　　　十

　・　　　　斗
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　わが国における他の地域のハマポウ群落については，伊勢志摩国立公園の，南勢翻丁伊勢路川の

河口付近には半かん水にひたる砂泥地に，ハマポウ群落が生育する（官脇・藤原！969）。群落高

は4m前後で被度4と優占するハマボウの下に，ヨシ，チガヤ，ホウキギクの3種が疎生してお

り，壱岐や平戸のハマボウ群落とは種組成的にも共通性に乏しい。

　ハマボウ群落の植物杜会学的な位置づけはまだ十分に解明されていない。今後の植生調査資料

の収集がまたれる。

7．　ハマゴウクラス（砂丘低木群落）

　　V㍑ice雀ea　rot汕ndifohae

　　　　　　　　　　　　　　1）　チカヤーハマゴウ群集

　　　　　Imperato　cylindricae－V言ticet咽m　rotunδifoliae（父ab．23）

　海岸砂丘の後方や湾内の砂丘の半安定立地では，夏緑低木のハマゴウが群落を形成している。

このようなハマゴウ低木林は，ハマゴウ，チガヤ，ハマエソドウなどを標徴種および区分種とし

てチガヤーハマゴウ群集Imperato　cylin心icae・Viticetum「otundifoliae

　　　　　　Tab．23．チガヤーハマゴウ群集

I㎜perato　cy1indricae－V壬t1cetumrotundifoliae
Au壬n．＿Nr．：

GrδBe　der　ProbeH査che（m2）；

Meereshδhe　（In）：

Exposi士jon：

Neヨgung　（百）：

Hδhe　d－Veget盆tion（㎜）：

Deckunξd．Vegetation（％）l

Artenzahl：

調査番号
調査繭積
海　　抜　　高

芳　　　　傲

傾　　　　斜

櫨　　生　　高

全欄被率
出　現種数

K・nn・md　T・・ma・ten　der　A…：　　　　　　　　群集標徴種および区分種

　y北3エヅ0工’〃！4ψ〃切　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、マゴウ

　C〃3工是oムo舳悠｛　　　　　　　　　　　　　　コウボウムギ

　∫〃ψぴ〃αCツ1加み主CαVaf一是0‘〃㎏〃　　　　　　　　チガヤ

　Zα〃耳ツブ“∫ゴ砂0ηた〃∫　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、マェソドウ

Begleiteエ：　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　cα伽漉g加∫o〃伽蛇〃α　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

　15Cんα‘〃一〃〃エ伽！〃！ψ1－oブo〃θ∫　　　　　　　　　　ケカモノハシ

　∫〃プ｛5ブ砂‘η∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマニガナ

　ア〃αw｛α1o凸α肋　　　　　　　　　　　　　クズ
　R砂んα〃“5棚〃伽4∫VaLんOプ主舳∫主∫｛．f初〃1エα〃た〃℃｛3ωハマダイコソ

　Cプ｛〃“〃エαj主α〃α〃加var。ノαクo〃｛α1〃王　　　　　　　　　　　　ノ、マオ壬ト

Fundo・te　und　Datu㎜調査地及び調査年月日：

　　1，2Fujimidai，Fukuoka偏閥県糸島郡二丈町竃士見台（20．Okt・’78）

　　3Senrigahama，Nagasaki長崎県平戸布川内町千里ケ浜（24，De・一’78）

1　　2　　3

2x21．5x2，53x5

2
N
2

0．2

80

4

2
N
2

0．6

85

6

3

1
70

6

5・4　　4・4　　3・3

1・1　1・2　　・

・　　2・2　3・3

．　斗・2　2・2

・　　十　　キ・2

1・2　　・　　　・

十　　　・　　　・

・　　キ　　　・

・　　　・　　2・2

・　　　・　　十
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（Ochi195亙）Ohba，MiyawakietTx．1973にまとめられた。

　チガヤーハマゴウ獅集は，植生高O－2～工mで出現一種・数4～6種からなる夏緑低木群落であ札

被度3～5と優占するハマゴウが砂丘．1二をはうように枝葉を展開し，チガヤ，コウボウムギ，ハ

マエソギウ，ハマヒルガオなどの走出枝や禰衛茎をもつ多年草が，ハマゴウとともに獅落を艦成

している。

　チガヤーハマゴウ群集は，外海に丁節した海岸砂丘では，ハマグルマーオニシバ群集の後方（陸

側）に生育し，湾内などの風衡の比較的弱い海岸砂皿旨二ではコウボウシバ群落などの後方に生育し

ている。またチガヤーハマゴウ群集の後方にはノイバラ櫛落やクロマツ植林などがみられる。

　チガヤーハマゴウ群集は本州の1＝俸国地方や九州の海岸砂丘に分布し，調査．地域では，福嗣県糸

．島郷ニニ丈剰丁窟士見台や・長崎県平戸市川内町千盟ケ浜において植生調査資料が得られた。重た，断

片榊こは海岸砂丘後方に随所にみられたが，砂の移動がやや穏やかな立地であるために，よLず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．24．イワタイゲキ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃ψ乃ω・〃αノo／是主〃｛主一Gesellscha壬士

Au｛n．一NL1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　掻　号

Grδ8e（1．Probe舳che（㎡）：　　　　　　調査廠積
Hδhe〔L　Vegetation（cm）：　　　　　　　　　　　　　　　欄　　生　　　高

Deckung〔L　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　　　　　全　械　被　率

ArtenzahIl　　　　　　　　　　；出現種数
Trem蛆t　d－Gese11scha壬t1　　　　　　　　　　　　　獅落区分穣

　及ψ1正ω伽αゴo1肋t｛｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワタイゲキ

T「emant㎝〔1・Unte工einheit：　　　　　　　　　　下位鮮落区分種

　V壬κ”ブ0〃〃6伽〃α　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、・マゴウ

　R05αω”〃〃1α加〃”　　　　　　　　　　　　　　テリハノイパラ

Tremarten＆Untereinhe1t：　　　　　　　　　　　下位群落区分種
　Cα1ユ15〃9わ‘01♂”雌〃α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

　／～砂みα〃〃∫∫α工加〃∫var・乃or肋！∫ゴ5f・閉少11α’沁か0〃ω　　ハマタ“イコソ

Begle1ter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1幽伴種

　τ肋1αg0〃α〃プαg0〃0〃ω　　　　　　　　　　　　　　ツルナ

　五”〃りリ・〃‘5‘ψω！た’バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマェソドウ

　／～〃〃13エゴ砂o〃’‘1l’∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ

出現一遭1の種　AuBerdenパe　eininaいn　Au士n．Nr－　／　H伽∫o〃∫’1α〃！泌o

砂～〃切〃エf一∫か土8’ω’〃〃　ヤエムグラ　十．

in3：λ〃g直〃ごαゴα少o〃三’α　ハマウド

4：／～””1ωαc6f0棚　スイパ　！・2，3αg主〃α，〃α二r’’〃α

トコ“メ　　十・2，

十・2，Lof〃∫cω’〃主c〃／械’｛jvar一．チ砂o〃主α“　ミヤコグサ

〃α〃〃g0ηわψ〃主ω　ツボミオオバコ　十．

Fun〔lorte　un（l　Datunユ調査地及び調査年月日：工，2．

’79）3．

諾吉（ユ5．Ma1’79）。

cプ砂たみα5工r〃〃工　1α

　！　　　2

25　　5

100　　40

80　　8C

　6　　7

14・4　4・4

12・2

　＋

　十・2

ハマポウ

1・21

3　　4
5　　1C

50　　50

90　　90

7　　13

3・3　3・3

　　　　量n　21C〃〃〃〃工　α∫主α工た〃〃工　var．ノ砂o〃｛α〃〃

　4・3，Zの’∫｛α∫ゴ〃たαv肌〃三〃0〃主ω　ナガミノオニシバ

　　　　　　　　　　ハマツメクサ　十・2，＆3〃〃ωっ姥伽Z｛砒〃工

1ω／α〃〃エホソパワダソ　十・2，！）ゴα〃工1〃バノψo〃｛む〃5ハマナデシコ

　　　　　　　　　　　　十・2，C〃〃“〃・〃ω1ノむ・〃〃ハマゼリ　十、

　．　　＝　1・2　　2・2＝

　．　；→一・2　　2・3；

王・2　　・　　2・3

＋　　2・2　2・2

＋　　1・2　　・

　2・2，Gα肋〃互

ハマオモト　十，

　　　　1・2，in

　　　　　　　タイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉kiji正n盆，Nagasaki一長鵬洲喪｝替11皮タソス汚1妻（三5．　Mai

王kiji醐a，Nag註s齪ki長崎爆壱妓八幡浦（15．Mポ79）4．Ikijim盆，Na9註saki長崎県壱峻芦辺町
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や防風ネットなどの砂防棚を設けて，クロマツ植林や耕作地に置き換えられている例が多い。

　チガヤーハマゴウ群集は，ハマゴウクラスViticetea　rotundifoliae　Ohba，Miya－

waki　et　Tx．！973に所属させている。

　　　　　　　　　　　　　　　　2）　イワタイゲキ群落

　　　　　　　　　　　　肋ρ1ω洲α〃肋舳一Gesel1昌ch邑ft（Taも。24）

　イワタイゲキは遠浅の湾岸や河r1付近の水際に生育し，高さ40cm内外に達して茎頂に黄花を

集合させる。その生育状態は，水際に帯状に群落とたっており，よく目立っている。

　イワタイゲキ群落の立地は礫質で砂丘よりはむしろ安定している。生育地はハマゴウ櫛集や塩

沼植物のハマゴウ鮮落などと接していることから砂丘と’塩沼地との両方の性質を有するものと考

えられる。

　群落分類学的位置は現在のところ不明の一点が多いが，イワタイゲキ群落はチガヤーハマゴウ群

集に含められる可能性がある。またヨそギクラスの性格も有する。

　調査地内では壱妓の北西岸のタソス浦において記録された。

　　Fig．24．礫質海岸に生育するイワタイゲキ群落．

仙ψ乃ω伽αゴo1肋1｛主一Gese／ischaft　au士einer　kies三gen　Meeresk意ste一

　　　　　　　　　　　　　　　　3）　ハマオモト群落

　　　　　　　　0r加皿㎜αぬ仇皿㎜v肌ゴαμ〃ic阯㎜・Gese11sch乱f｛（Tab・25）

糸島半島の藺方海上に浮かぶ姫島の海浜には，ハマサオトメカズラやノプドウたどのツル植物
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とともにハマオそトの生育する群落がみられる。この群落は，ヒガソバナ科の大形常緑草本であ

るハマオモトと，海捧付近に生育するツル植物のハマサオトメカズラとハマナタマメを区分種と

してハマオモト群落にまとめられた。

　40cm前後の植生高をもつハマオモト群落は9～1遂種の出現種から構成される。ハマオモトが

自い偽茎から多数の多肉葉を斜上させて点々と生育し，ハマゴウが東側に倒伏するように枝葉を

ひろげている。地表付近には，ノブドウ，ハマサオトメカズラ，ハマナタマメ，エビヅル，アオ

ツヅラフジなどの多年生ツル植物または夏緑藤本植物が密に繁茂し，群落の相観を特徴づけてい

る。また海岸砂丘草原の構成種であるハマグルマやコウボウシバなどや，礫質海岸や海岸断崖地

などにみられるハマボッス，ボタソボウフウ，ハマエノコロなどの種群もハマオモト群落に出現

している。

　ハマオモト群落の立地は，姫島南海岸1の中円礫を混えた砂洲上で，冬季には風背側にあたると

ともに，風によって植物枯死体などの有機物が吹きよせられる位置にある。

　　　　Tab－25。ハマオモト滞落

Cブゴ刎〃〃伽オα肋〃〃’var．ゴψoη｛α〃〃一Gesellscha｛t

Au｛n．一Nr、：

Gr棚e（しProbef1註che（㎜里）：

Hδh・む一M・e・（m）l

Hむhe　d－Vegetation（cm）：

Deckung　d．Vegetatヨon（％）：

Artenz註h1：

査．番

査　面

抜

生

植被
現　種

　1　　　2　　　3

3x！03x！0　3x5

　3　　　3　　　3

40　　40　　50

90　　100　　95

14　　11　　9

　Trennarten　d－Gesellscha｛t：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　　Cプ｛舳〃ユ伽わ庇｛4〃1var一ノψoη’α〃〃　　　　　　　　　ハマォモト　　　　　　　2・2　2・2　2・2

　　肋”ぴ加∫ω”ゐ刎var．”！〃”1”α＊　　　　　　　　　ハマサオトメカズラ　　　2・2　2・2　1・2

　　C伽ω””α””ω地＊　　　　　　　　　　　　　　　　ハマナタマメ　　　　　　　・　1・2　2・2

　Beg1eiteエ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　A〃ψ81oか＾ム’伽φ”〃11α41”α＊　　　　　　　　　ノブドウ　　　　　　　2・3　3・4　3・4

　　W”エフ切〃一∂伽”α　　　　　　　　　　　　　　　　ハマゴウ　　　　　　　　2・3　！・2　令■2

　　A9ブ砂γ伽：是〃〃勿’　　　　　　　　　　　　　　　　　　カモジグサ　　　　　　　キ・2　　斗　　十

　　W沁力cψ”αvaL10ム”蜆＊　　　　　　　　　　　　　　エビヅル　　　　　　　　　1・2　1・2　　・

　　C”で工声｛〃〃〃皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ　　　　　　　十　　十　　　・

　　A砂伽αg〃∫5c／10加1加”‘∫　　　　　　　　　　　　　キジカクシ　　　　　　　・　十・2　1・2

　1二把現1鰯の種　AuBer（le㎜je　ejnmal　in　Au｛n．Nr，！：W〃8伽仰・o∫か”αハマグルマ1・2、乃〃c〃α〃舳

カク0〃｛伽〃’1ボタソボウフウ1・ユ，1～砂乃口〃〃35α工加〃∫var．1一ω切〃∫｛∫｛一ブ砂ゐ〃一六か0”ωハマダイコン令・2，

Lツ5｛〃〃C”α”’伽〃｛”伽血　ハマボッス　≒←I3勿”伽が””5Var。クκん州伽む伽5ハマコニノコロ　十，80κ1〃∫

01ε’伽舳5ノゲシ　キ，α吻一砂0肋〃〃力むψ1｛〃〃？　コアカザ？，in2：C0仁α4／〃∫0”α”肋45＊　アオツヅ

ラフジ　2・2，C0び6α狐1〃κr0’α砂αツクシキケマソ　令，ヨn3：C1α〃α沁蛇閉ψ0閉＊セ：■二＝■ソウ1・2，

ω1側sp一スゲ属の一種　1・2．

　＊一Lヨaneツル植物

　Fun｛lort　llnd　Datum調査地及び調査年月日：1～3－Insel　Hi㎜e福岡県糸島郡志麟町姫島（23，Aug．’79）
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　婚島の砂洲」二では，ハマオモト群落とハマゴウ獅落がモザイク状をなしている。このようなハ

マオモトとハマゴウの海浜における共存については，紀伊半鳥南部の浦神半島においてもみられ

る（宮脇・鈴木！975）。それによると，ハマオそトが，ハマゴウ，ハマアザミ，クサスギカズラ，

イワタイゲキなどとともに獅落を形成しており，チガヤーハマゴウ群集クサスギカズラ班擁集と

してまとめられている。

　ハマオモトは，関東以西から四風九州の主に海岸砂丘の半安定～安定なやや窟養な立地を中

心に生育し，特定の種群と結びついて群落を形成することはむしろ少な～

8．　ハマボウフウクラス（海岸砂丘草本植物群落）

　　GIeh並ietea　littOra王iS

　　　　　　　　　　　　　　1）　ハマグルマー才ニシバ群葉

　　　　　　　　Wede1io－Zoysie乏固m㎜aH0stachyae（伽b．26）

　外海に繭した海岸砂丘は，激しい風波にともなう砂の移動や飛砂，地表而の乾燥，地視の著し

い変動などの植物の生育にとってきびしい立地を形成している。このような立地には，長い飼勧

茎を持ち不定芽を生ずるハマヒルガオ，ハマニガナやオニシパ，クチクラ層の発達した多肉葉を

もち，土壌の深部まで慮根を伸延させるハマポウフウやハマグルマ，株立ちし，内側に葉を巻き

　　　　　　　　　　　　　　　　’阻

姦嚢髪葎薫

Fig・25．海岸砂丘上に発達するハマグルマーオニシバ獅集（唐津市虻ノ松原）．

Weδe／ioprostr割t註e－Zoysietum㎜acrostachyaeaufK並sten－D腕en
（Nijino・NIatsuba1＝a　in　der　Sta〔lt　Kara士su）。
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込んで蒸散を蝦小隈に抑えるケカモノハシなどの砂丘特有のきびしい環境圧によく適応した多年

生草本檎物が生育している。これらの植物から構成される海捧砂丘草本植物群落はオニシパ，ケ

カモノハシ，ハマグルマを標徴種および区分種としてハマグルマーオニシバ群集Wedelio・

Zoysietu加㎜ac工0stachyae（Ochi195王）Ohba，MiyawakietTx．1973にまとめられた。

　ハマグルマーオ・・シパ群集は，植生高5～40cm，1土峨種数4～9種（平均出現種数6種）の

多年生草本植物から糠成される獅落である。

　ハマグルマーオニツパ櫛集は外海に繭した砂丘地帯の不安定立地に広い面猿でみられるが，種

組成的に2孤擁集に下位区分される。

　コウポウシバ，ハマニガナ，ハマボウフウによって区分されるコウポウシバ班群集は，壱岐島

や松浦半島の南東側の冬季北砥風の影饗の少ない海岸砂丘に生育している。

　コウボウムギによって区分されるコウポウムギ醐洋集は，佐賀県唐津帝虻ノ松原や禰隅県二丈

剰∫寓士見台の海岸砂丘に生育している。コウボウムギ班獅集は，さらにカワラヨそギ，メマツヨ

イグサなどで区分されるカワラヨモギ変群集と，それらの種群を含凌ない典’型変群集に下位区分

される。典型変獅炎は砂丘前端部の搬も強く風衝の影響を受ける不安定立地に，カワラヨモギ変

群集は典型変群集の後背地の半安定立地に生育している。

　ハマグルマーオニシバ獅集は，本州1非1部以西，四園，九州の海岸砂丘に広く分布する。

　ハマグルマーオニシバ獅集はハマポウフウ，ハマヒルガオ，ハマニガナなどの種群によって，

海岸1砂丘多年生箪原であるハマポウフゥクラスG1e　hn　i　e　t　e　a　l　i　t　t　o王a　l　i　s　Ohba，Miyawaki

et　二rx．！973　吾こ含めら矛tるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　スナビキソウ群落

　　　　　　　　　　　〃㈱3r8幽㎜｛伽8棚rj㎝一Gesel；s曲aft（Tab．2ア）

　壱妓鳥芦辺町の内海に胴した砂洲上には，ムラサキ科の多年草のスナビキソウが，被度・群度，

2・3と多くの個体数で生育する櫨分がみられる。この植分は，スナビキソウを区分種にスナどキ

ソウ鮮落として記載された。

　スナどキソウ群落は，植生高20c狐，全植被率15％の疎生尊原で，地下茎をのぱして線状に生

育しているスナビキソウの他は，コウポウシバ，オカヒジキ，ボウムギの一種がわずかな被度で

みられるにすぎない。

　様落の立地は，風波の影響の比較的少ない砂洲上で，隣接するマツナ群落ほどではないが，海

藻や植物枯死体などの有機物の集積がみられる。

　スナビキソウは，北海遺から九州重での海岸に広く分布している。さらに木州北部のブナクラ

ス域の海津ではハマニソニクやハマヒルガオ，ハマエソドウなどとともに海岸砂丘の當栄養な半

安定立地において群落を形成し（スナピキソウーハマニソニク獅集，大場他1973），または砂丘

後背湿地においてケカモノハシ，ヨシ，ハマナスなどの種群とともに群落を形成すること（オニ
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シパーケカモノハシ群集，スナビキソウーヨシ互垣群集，矢野！973）などが知られている。しか

し関東以西のヤブソパキクラス域の海岸では。スナビキソウは特定の種群とともに群落を形成す

ることは少なく，わずかに海浜のやや當養な半安定立地に生育するにすぎない。

Fig．26．壱岐島の湾内の砂洲上にみられるスナビキソウ群落（芦辺諾吉南触）．

M‘∬ε1w1〃〃〃主α∫主凸〃ω．Gesellscha｛t　auf　einer　Sandb註nl｛in　der　Bucht　d鉗至鵬e1Iki、

　Tab．27、スナビキソウ群落
λグε∫∫侶ブ5‘・／〃〃主‘ガα　∫主あわづCα．（｝eSeliSChaft

Aufn．一一Nr．： 調　査　番　号 1

GrdBe　d．Probef1葛che（耐2）：　　　　　　　　　　　　　　調　査　廊　積 4x4

Hbhe七．Meer（m）：　　　　　海抜高 1

H眺e　d，Vegetation（cm）＝　　　　　　　　　　　　　　植　　生　　高 2C

Deckmg〔LVegetat1on（％）：　　　　　　全植被率 15

Artenzahl： 出　現　種　数 4
…　』

Tremaエt　d－Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　　群落区分種

M3∬ぴ∫ご11”1｛”α3｛わ圭ブ’ω　　　　　　　　　　　　　　スナビキソウ 2・3

Beg1eiter： 脇伴種

Cαブ8工力！〃〃〃α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ 十・2

3αZ∫04α是0〃吻・0が｛　　　　　　　　　　　　　　　　オカヒジキ 十

工0伽〃〃∫〃凸〃励〃’〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボウムギ 十

Fundort　und　Datu測調査地及び調査年月B　Moroyoshim1namifure，互ki，Nagas註ki一長崎県壱岐郡芦辺町

諸書南触（15．Maジ79）
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　　　　　　　　　　　　　　　　3）　⊇ウボウシバ群落

　　　　　　　　　　　　　oαr3エρ〃π一〃σ一Gesellsckaft（Taも。28）

　湾内の砂浜や，外海に一面した海津砂丘の風背地などには，コウボウシバやハマヒルガオの優占

する草本植物群落がみられる。この群落は，海岸砂丘草原の構成種であるコウポウシパとハマニ

ガナを区分種としてコウボウシバ群落にまとめられた。

　コウボウシバ群落は植生高！0c㎜前後で2～7種の主に多年生草本植物から構成される。コウ

ポウシパ，ハマヒルガオ，ハマニガナが長い地下茎または地上茎を引いてカーペット状に．生育L，

ハマボウフウ，カワラヨモギなどが小群状にみられる。また隣接獅落からハマダイ・コソやボウム

ギなどの2年草も侵入している。

　コウボウシバ群落の植生調査資料は壱岐島芦辺町の八幡浦において得られた。調査地は入江の

奥の，海からの風波の影響の少ない砂浜で，しかも植物枯死体やゴミなどの集積しやすい立地で

ある。隣接群落としては，陛舳こチガヤーハマゴウ群集や，ハマグイコソ鮮落などが位置し，海

側にはツルナ群落などが断片的にみられる。

　コウボウシバ群落は，茨城県鹿島灘（宮脇ほか1979）や，東京湾沿岸の海岸砂丘（官脇ほか

1972，宮脇，奥囲他！975）などにおいても言己録されている。いずれも海岸砂丘後背地などの有機

Tab－28一コウボウシバ獅落
　C”’ε工仰〃〃〃α一Gesel｝schaft

Au壬n．一Nr．：

Gr棚e　d．Probe壬1…iche（m2）：

Hdheむ．Meer（㎜）：

Rむhe　d．Veget註tion（c㎜）：

Deckung　d．Vegetation（％）：

Artenzah］：

㌻rennarten　d．Gesel1sch盆｛t：

　cακ工〃1〃伽

　∫〃ブ主∫ブ砂刎∫

Kem．u．Trennarten　d．Gユe三一nietea　iittorahs：

　Cα伽惚｛α50〃伽3〃α

　GZ挑η加1枇0プα肌

Beg1eヨte］＝l

　Aブ切〃〃αc砂〃ω一主∫

　Rψ・伽伽∫α伽〃3マar．乃ω切∫主3｛．
　　・ψ・伽6鮒0肋∫

　L01加〃〃　∫〃ろ〃1α工砒’〃

　A閉！αプ｛α蜘〃〃伽〃α

　30〃‘尻砒5　01召プαC3砒∫

Fmdort　und　Datum調査地及び調査年月日
浦（15，M邊i’79）

査、務

査　繭

披

植　被

現　種

同］

1刺

率

数

鮮落区分種

　コウボウシバ

　ハマニガナ

ハマボウフウクラスの標
徴種およぴ区分種

　ノ、㌣ヒノレガ’オ

　ハマボウフウ

随伴種

　カワラヨモギ

　ハマダイコソ

　ボウムギ

　ノミノツヅリ

　ノゲシ

！　　2　　3　　4　　5

2x55x53x54x5／x4
！　　2　　2　　1　　1

7　　　！0　　ユ0　　10　　ユ0

40　　　80　　　60　　　40　　80

2　　3　　4　　6　　7

十・2　3・4

2・3　2．1　　2・3

・1・2令・21

2・3　　2・2　4・4

2・2　！・2　　・

！・2斗・2　　・

・　十・2　！・2

・　　■　1・2

・　　・　　キ

・　　・　　十

Y盆wataura，Iki，Nagasaki1～5長崎県壱岐郡芦辺町八1緩
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物の供給をうける半安定～安定立地で，コウボウシバ。ハマヒルガオの優占する獅落であるなど官

壱岐島で記録されたコウボウシバ群落と種組成的にも立地的にも共通性が高～

　コウボウシパ獅落はハマヒルガオ，ハマポウフウなどの種群を含むことから，蘭本の海岸砂丘

に広く分布する多年生草原のハマボウフウクラスG1ehn　ieξea　li室toエa11s　Ohba，Miya－

yaki　et　Tx．エ973に所属させられる。

9、　ススキクラス　他（刈取・放牧地草原）

　　MiSCan圭hetea　SiRenSiS　u．a．

　　　　　　　　　　　　1）　ハマベノギクーダルマギク群集

　　　　正【eteropapPo　aronar呈i－Asteret旺葺n　spa吉huli麦o1貴u㎜（Tab．29）

　海岸風衝地の前線，断崖地には自然植生としてボタソボウフウ鮮団にまとめられる草本植物群

落の生育地となっている。今回，壱岐島郷ノ浦町初瀬，芦迦江芦辺，美須，箱崎江角触で，櫨生

調査資料が得られたボタソボウフウ群団はダルマギク，ホソバワダソ，ハマアオスゲ，ボタソボ

ウフウ，オニヤプソテツ，ハマベノギクを群集標徴種および区分種としてハマベノギクーダルマ

ギク群集にまとめられる。

　ハマベノギクーダルマギク群集は，植生の高さが10～40cm，植被率20～90劣の草木植物から

Fig．27．海岸岩礁地上のハマベノギクーダルマギク群集（ボタソボウフウ群団）呼子町値賀崎

　　　Reterop註ppo　arenarii－Asteretu㎜spatもu王ifoiii（Peucedanion
　　　j　a　p　o　n　i　c邊e）盆uf｛eisiger　K七ste（Chigasaki－Kap，S盆ga）．
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なる単層群落である。櫨被率は植分により変動があり，出現種数は5～18種を数える。優占種は

ダノレマギク，ホソバワダソ，ハチジョウススキ，ハマベノギクなどで，わずかな立地条件の差異

に応じた繁茂をしている。

　ハマベノギクーダノレマギク群集は，海に直接面した土壌の堆積がほとんどない岩地，急斜面を

中心に持続的に一生育する自然草原である。群集標徴種であるダルマギク，ハマベノギクの分布は

北九州から山陰，北陵に限られており，ハマベノギクーダルマギク群集の分布域も，北九州から

山陰，北陸の海岸地域に広がりをもつ。

　ハマベノギクーダルマギク群集は，タイトゴメ，ハマゼリを区分種とするタイトゴメ巫群集，

シマカソギク，ヤユムグラ，ハマアザミ，ヤマカモジグサ，カタバミを区分種とするシマカソギ

ク亜群集と特定の区分種をもたない典型亜群集に下位区分される。タイトゴメ亜群集は，海岸前

線で土壌の堆稜も岩隙に隈られるためハマゼリ，タイトゴメが特徴的に侵入，生育する。シマカ

ソギク亜群集は植被率も（50）80～90％であり，ダルマギク，ボタソボウフウ，ハチジョウススキ

などがカーベヅト状に生育している植分である。典型巫騨集は，出現種数も5～9種と少なく，

植被率も20～30％にとどまる。

　　　　　　　　　　　　　　　2）　ヒゲスゲーススキ群落

　　　　　0αr3x　oακ㎜8〃5i畠　var．　rob〃8fα一〃三scαπオ乃〃8　8i旭召皿8j8－Gesollschaft　（Tab．　30）

　肋唐鳥の海に直接繭した断崖地の土端には風衝箪原としてヒゲスゲーススキ群落が生曹してい

る。植生の高さ1狐，櫨被率95～100％，出現種数u～15種で，ススキ，ヒゲスゲ，ボタソポウ

フウが商い植被率で生育する。

　ヒゲスゲーススキ群落は，上級単位がトダシバーススキ獅酬こ所属する半虜然櫨生のススキ草

原であるが，海からの強い風をまともに受け，ポタソボウフウ群団のハマボッス，ダルマギク，

ホソバワダソなどを混生する。

　　　　　　　　　　　　　　　3）　ホウキギクーススキ群落

　　　　　　　　五眉肪舳肋1α切3一洲80απ舳鵬8加侶〃幽一Gesellscka麦t（Tab．31）

　二次草原は，自然植生である森林櫨生が伐採されたあと地に二次的に生育する草本櫨物群落で

あり，数年に一一度の採草をくり返すことによって持続群落をなす。玄海地区で代表自勺な二次草原

はススキ草原である。かつては麓根にふくなどの冒的で，ススキ草原が維持されていたが，最近

は，森林伐採地，畑耕作放棄地に遷移の途中相として生育しているススキ草原が多い。

　ホウキギクーススキ群落は，佐賀県福島町平野崎のボタ山で植生調査資料が得られてい札群

落の高さO．4～O．8㎜，植被率30～75％でススキ，ホウキギクが優占する。植被率が低く，ススキ

が株立ちして生育するホウキギクーススキ群落は，ホウキギク，オナモミを区分種とす札出現

種数が4～1！種と少ない。
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　　　　　　　　　　　　Tab，30．ヒゲスゲーススキ群落
　　　　　　　Cω・8エoα1〃κ〃∫三5var．1℃凸〃5‘α．M；3ω〃泌伽5｛〃伽∫主5．Gese1lschaft

Au±n。＿Nr．：　　　　　　　　　　調査番号
GrdBed，Pエobe舳che（㎡）：　　　　　　調査面積
H6heむ。Meer（m）：　　　　　　　　　　　　　　　海　　披　　高

Exposヨtヨon：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方　　　　　　　位

Ne19mg（。）：　　　傾斜H6he　d．Krautschicht（m）：　　　　　　　　　　　　草本層の高さ

Deckung　d．Krautsch1cht（％）：　　　　　　　　　　草本層植被率

Artenzah1＝　　　　　　　　　　出現種数
Trenna正ten　d．Gese1王scha壬t：

　〃主∫ω〃〃工洲∫主〃3〃5主5

　Cακ工oαん雌〃∫｛5マarIブoわ〃∫肋

　丁沽θ伽〃ろψ4〃〃

Sonst三ge　Arten1

　Pακ〃α舳〃りψo〃｛α舳

　Cακ工力凸r〃o∫α

　一1｛01α　〃一α〃65尻〃ブゴcα

　〃α〃〃1蜘ゴ砂0加｛α‘∫

　zツ∫主〃刎cゐ加〃正伽〃｛伽α

　Cツプ丘ω〃｛〃〃里力1む刎！〃〃

　R／砂1〃ψ∫舳わd〃肋Var．｛〃惚α切〃1α

　／∬8プ＾6ε〃切‘α

　8励〃〃αγ狛1｛！〃〃

　8物r｛αη主・〃∫Va・．クαε九Wα仁伽5

　工〃舳1αむ砂伽勿

　A5肋’ψα伽吻〃わ4∫

　C〃倣〃αα∫主α〃ω

　Cラ匂〕〃｛伽エブ〃〃工1α1πω1α伽〃工

　〃α舳gη〃∫仰〃榊〃∫

　1工ω・む∂泌〃＾

FundOrt　und　Oatu1苅調査地及び調査年月1ヨ

鎮西町加唐島（16．M註ピ79）

群落区分種

　ススキ

　ヒゲスゲ

　カニツリグサ

その他の種

　ボタソポウフウ

　ハマアオスゲ

　スミレ

　ハマナデシコ

　ハマボツス

　オニヤブソテツ

　マルバノシャリソパイ

　ニガナ

　タイトゴメ

　ハマェノコロ

　スズメノヤリ

　ダルマギク

　ツボクサ

ホソパワタ“ソ

　ナワシログミ

　オオジシパリ

1
6
50

N
3
1
95

15

2
6
50

N
3
1
100

u

3・3　　2・2

3・4　　4・4

1・2　　　＋

2・2　　2・2

＋・2　　　キ

十　　　十・2

キ　　　　十

十　　　　・

十　　　　・

十　　　　・

キ　　　　・

斗　　　　・

令　　　　・

十　　　　・

十　　　　・

・　　十・2

・　　　キ

・　　　十

・　　　斗

ユー2：In・・l　Kaka・・，Chin・ei－Cho，S註ga佐賀県東松浦郡

　ホウキギクーススキ群落は，ギョウギシバ，ヨシ，オオクサキビ，イヌピエ，チガヤを区分種

とするギョウギシバ下位単位と特定の下位単位区分種が生育しない典型下位単位に下位区分され

札ギョウギシパ下位単位は，土壌の堆穣もみられ，水分条件にめぐ童れた平坦た立地上に生育

する。典型下位単位は南向斜面を中心とする30～45。の傾斜地に生育する。
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Fig．28．各地に点在するボ刈、1に発達したホウキギクーススキ襟落（福島町　平野）、

A切・∫〃あ〃1肋‘3一ハ”κ伽〃1〃∫∫主η刎5｛5－Gese1三sch囲｛t　au｛einer　Ha一（le（Fukushima－Cho，Saga）．

　　Fig．29．沿岸地に発達するチガヤーススキ聯落（玄湖り1値賀崎）．

／〃ψθ閉肋cツ1圭η∂r主cπvar一是oε〃主g圭｛一M｛∫c伽工’〃∫∫｛〃例∫｛3－Gese！1scha｛t註n　der　Kむste

（Ch三gasaki－Kap，Saga）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　4）チガヤーススキ群落

　　　　1〃一ρ3rαf蜆　c〃〃肌drjo皿va王．κoε皿εgεj＿〃’8cα皿fκ皿88iπ8皿8｛8＿Gese1lschaft　（Taあ。31）

　チガヤーススキ鮮落は，耕作を放棄して数年冒の畑地に生育するススキ，チガヤの優占する二

次草原である。獅落の高さO，8～1．6m，植被率80～98劣でチガヤが被度・群度2・3～5・5で，スス

キが被度・鮮度十・2～4・4で優占し，他にヒメジョオソ，メドハギ，テリハノイバラが高い常在

度で生育する。チガヤーススキ群落は，チガヤ，ヒメジョオソ，スイバ，スズメノヤリ，イチゴ

ツナギを区分種とする。

　チガヤーススキ群落は，耕作を放棄した直後に生育するヒメムカシヨモギーオオアレチノギク

群落の次の遷移段階として成立する。したがって，チガヤーススキ群落は，成立後数年でヌルデ，

アカメガシワ，カラスザソショウなど夏緑性低木類の侵入，生育がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　5）　メガルカヤーススキ群集

　　　　　　　　　The服eδo－M呈scanthet聰ms貴nensis（Tab．31）

　メガルヵヤーススキ群集は，長崎県北松浦郡江迎町粟城，鹿浦町盲目ケ原，東松浦郡相知，作

礼山，松浦市岩佐高法知山で櫨生調査資料が得られたススキ草原である。群落の高さ0．4～1．5m，

植被率60～95％で出現種数が王3～29（45）種と植分により変動が大きい。

　メガルカヤーススキ群集は，オガルカヤ，メガルカヤ，ヒメクズ，ワラビ，シラヤマギク，ミ

ツバツチグリ，サルトリイバラ，ヤマジノギクを群集標徴種および区分種とする・ススキ，オガ

ルカヤ，メガルカヤ，ヤマジノギク，トダシバが高い植被率で生育する。メガルカヤーススキ群

落は，放牧地，畑地周辺など乾生立地に持続群落を形成する。

　メガルカヤーススキ群集は，シバハギ，シバ，ヒメアブラススキ，ヒメヨモギを区分種とする

シパ皿群集，オカトラノオ，シシガシラ，オミナエシ，ヤマツツジ，リソドウを区分種とするリ

ソドウ棚洋集と特定の区分種が生育しない典型亜群集に下位区分される。シバ亜群集は放牧地の

ススキ草原であり，リソドウ亜群集は林縁などに帯状に生育する植分である。典型亜群集は出現

種数が！3～45種と幅があり，断片的な二次草原から伐’採跡地に成立しているススキ草原まで含ま

れている。

　　　　　　　　　　　　　　　　6）　トキワススキ群落

　　　　　　　　　　　　〃i8cα〃f尻眈8f1oid砒1眈邊一Gesei1scha重t　（Tab．32）

　トキワススキは別名カソススキとも呼ぼれ，常緑葉を有する外形ススキによく似た，より大形

のイネ科植物である。種の分布は，本州中都以頭の暖地に主に分布する。トキワススキ群落はト

キワススキー種で区分されるトキワススキの優占襟落であり，玄海地区では，沿濠域に局部的に

分布している。群落の規模も一般に小さく，100m皇以下のものが多い。またトキワススキ櫛落は，

水田や畑地のヘリの土手沿いや，沼地の土手などに帯状に騨生発達していることが多い。トキワ
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曲鱒

　　　　　’．・」　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　■　　　　　　　　　一

穣蟹誰籔嚢議1…

Fig．30、山頂一帯が’採草，放牧地として利周されている（メガノレカヤーススキ群集）．

A王s　Wiese　un〔l　We三de　gem可zter　Gebirgesg1p士e1㎜it（lem　Themed　o－Miscan士hetu肌

SinenSiS．

Fig，31．1，L順部の放牧地に発達しているメガルカヤーススキ鮮落（脚1］I盲目ケ原340m）．

　　？hemedo－Miscanthetum　sinensis・Weide（Mekuragahar註，Shishi㎜ach1－Cho

　　340mむb・・M・e・）一
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Aufn、＿Nr．：

GrδBe　d．Probef臆che（狐望）：

H6he（L　Vegetation（m）l

Deckung　d－Vegetation（％）：

Artenzah1：

Trennart　der　Gese11schaft：

　Tab．32．トキワススキ群落

ル眺c伽〃〃5■ωプゐ41〃∫一Gese1lschaft

　　　　　　　　　調　査番
　　　　　　　　　調　査圃
　　　　　　　　　植　　生

　　　　　　　　　全植被
　　　　　　　　　出　現種

　Mjω！肋洲∫Z0ブ〃！・～〃∫

Sonstige　Arten：

　R必“∫力α榊狛1｛〃∫

　Pα‘∂伽・ゴα　∫仁α〃63〃∫　Va］＝．〃工α主ブだ’

　Aブ肋〃｛∫｛α〃主ηc砂5

　ハ〃砂1‘工主り砂0〃主ごα

　Cα1α1材1正‘　‘κ∫c010プ

　〃伽αg〃〃∫μ〃9‘〃5

　α｛〃砂0”舳〃〃6舳Var．μ閉”0舳〃

　30蝪αg・曲答α一伽肌αVar、伽ゴ励ω

　ん砂〃ωゆ伽αかゆ3r〃1α

　η三め少犯｛αα〃〃わ1α工α

　つ‘11｛仁1－0∫α〃f乃85　C〃C〃”！‘1’0ゴ63∫

　0工αぬωブ〃た〃〃α

　L3抄86砒αα〃！ω〃

　五αα鮒α｛〃必cα

F・ndort　und　D・tum調査地及び調査年月ヨ
崎（22．Aug．，79）

号　　　　　　　王　　　2

　　　　　　　2x5　　2x4
縞　　　　　　　　3　　　3

率　　　　　　　96　　95

数　　　　　　　9　　n

辮落区分種

　トキワススキ

その他の種群

　ナワシロイチゴ

　ヘクソカズラ

　ヨモギ

　ガガイモ

　ェビヅル

　ナワシログミ

　クルマバナ

　アキノキリソソウ

　ヤブマメ

　ホシダ

　カラスウリ

　カタパミ

　メギハギ

　ァキノノゲシ

1・…　司

1・2

斗

十

十

十

十・2

＋・2

＋

：Chigasaki，Chinze1－Cho，Saga佐賀県東松浦郡鎖西町値賀

ススキ獅落は，群落の高さ3mにも及び，95劣の高い植被率で群生し，トキワススキー種が優占

している。このトキワススキの下生えとしてナワシロイチゴ，ナワシログミの低木類の他ヘクソ

カズラ，ヨモギ，ガガイモ，ヤブマメなどのツル植物や多年生草本植物が生育している。群落の

出現種数は9～1王種と少ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　7）ダンチク群落

　　　　　　　　　　　　　λr皿〃do　do〃α工一Gesellscもa批（Taも。33）

　ダソチクは暖地の沿津地域に群生する大形のイネ科多年生草本植物であり，一見，竹にも似る

ことからヨシタケともよぱれ札玄海地区では，ほとんどの沿岸地，および．島々にみられる。ダ

ソチク群落は，背丈3mから4mにも及ぶダソチクが叢生L，高い植被率で優占している。下生

えとしての他の混生種群は種類も少なく，また植被率も低い，下生え植物としてはヨそギ，カそ

ジグサ，とナタイノコズチ，ツルソバなど好窒素性のヨモギクラスの構生種群である多年生草本

植物が多い。ダソチク群落は、ここではマサキ，シャリソバイの常緑性低木，およびツワブキ，

オニヤブソテツ，アカネなどのおもにオニヤプソテツーハマビワ群集の標徴種櫛で区分されるマ

サキ下位群落と，特郷の区分種をもたない典型下位群落に区分された。マサキ下位群落は各地の
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Fig－32．沿牽域に局部的にみられるトキワススキ群落の櫛落相観（玄海町　今村）．
Auf（ler　Meeエeskむste1oka呈voエkommen（le〃∫c伽〃一〃3〃ol・肋1／〃3－Gese1｝菖cわaft（Imamura，

Genkai－Cho）。

　ヨ／」・

．汰ノ！嚢〆’

ガ

　　　　　　　　　　　　」〆一呈・　　　　　　　　　　　　　　　1∫一」

　　Fig－33．海岸に沿って裸：状に発達しているダソチク群落（糸島郡　二丈町）．

Enti圓ng　der　Meereskむste　gurte1artig　vorkom㎜endeル批〃ゐ∂o〃伽一Geselischaft（N玉jo－Cho）一
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沿津地に発達している群落であり，典型下位群落は河川沿いに内陸地にまで進出した群落である。

　　　　　　　　　　　　　　　　8）　ツボクサーシバ群集

　　　　　　　　　　Cen竜e1塁o－Zoys量etum畑ponicae（丁幽・34）

　玄海地区では，島しょ，おうとつに寓んだ海岸線付近にシバ草原が広がっている。このシバ草

原は，シバ，ツポクサ，ハイメドハギを群集標徴種および区分種として，ツボクサーススキ群集

にまとめられる。

浄回，2！地点で櫨生調査資料でまとめられたツボクサーシバ群集は，騨落の高さ5～！5cm，

植被率70劣以上で，葡勧性の根系をながくのぽすシバが高い被度で生育している。出現種数は，

下位単位により養があるが6～2！種を数える。

　ツボクサーシバ群集は，放牧された牛や馬，往来する人々の踏圧または頻度の高いメ1」り取りを

行うことにより成立する短茎草本植物からなる二次植生である。したがって，放置することによ

り，メガルカヤーススキ群集など群落高が互mに達するススキ箪原におきかえられ糺現存植生

図では，コウライツパZoツ∫｛α肋〃加Z加などが張られているゴルフ場のグリーソ，フェアウェ

ーなども同一凡例として童とめられている。

　ツポクサーシバ群集は，下位単位として，ノテソツキ，トダシバ，ヒメナエ，シバスゲ，キツ

ネノマゴを区分種とするトダシバ亜獅集，ヤハズソウ，チ1“メグサ，ヒメクグを区分種とするヤ

灘欝
Fig．34一山頂都放牧地でのツボクサーシバ群集（生月島山頭250m）．

Cente1io－Zoys三etum　japon三c纈e　imbeweidetenGip｛elsl〕ereich
（Yamagashira，Ikutsuki－Inse1）、
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　　　　　　　　　列g－35．海岸放牧地のツボクサーシバ鮮集（加部島）．

C　e　n　t　e11o－Z　o　y　s　i　e　t　u　m　j　a　p　o　n　i　c　a　e　an　einer　beweideten　Kむste（Kabej三ma一王nsel）一

　Fig．36．海燦岩礁地上の禽然生のツポクサーシバ群集（東松浦半島　値賀崎）．

NatむrlicherBestanddes　Cen士e／／o－Zoysietumjapon三cae　aneinerFe1s・Kむste
（Chiges刮k三一K註p，Saga）一
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ハズソウ亜群集，ハマアオスゲ，ハマツメクサ，ハマゼリ，カニツリグサを区分種とするハマア

オスゲ亜群集に区分される。トダシバ亜群燦は，長崎県江迎町栗越で植生調査資料が得られてお

り，トダシバが被度・獅度2・3～3・4で混生し，出現種数も13～！9種（平均！5，6種）を数える。ヤ

ハズソウ亜群集は，長騎県平所庁平戸城内にみられるシパ草原であり，施肥や刈り取りなどの集

約的管理が十分に行なわれている。ハマアオスゲ亜群集は，さらに下位単位としてタイトゴメ変

群簾，典型変群集，ミミナグサ変群集に区分される。タイトゴメ変群集はタイトゴメ，ソナレム

グラ，オオジシバリを区分種とし，的山大島の長崎鼻に生育する。典型変群集は，壱岐島の黒1■奇

猿岩，牧村，恵葵須に生育し，特定の変獅集区分種をもたない。ミミナグサ変群集はタチイヌノ

フ！リ，ミミナグサ，シロツメクサ，ノチドメを区分種とし，牛の放牧されている壱岐鳥牧崎，

芦辺，加部．島で植生調査資料が得られている。

1O．　ホウライシダクラス（岩隙植物群落）

　　Adiante老ea

　　　　　　　　　　　　　1）　イタチガヤーハマ水ラシノブ群落

　　　　　　Po”oπ切fκ2r皿π一　cri〃’オ砒πト8ρんεπo”一εrεs　5オf1orα一（…esellsc嚢a｛危　（Taも．　35）

　岩壁面や道路法面などの，直角に近い急傾斜壁繭に発達する群落高20cm位の草本植物群落は

一般にシダ櫨物によって群落の相観が特徴づけられる。すなわちハマホラシノブ，ホラシノプ，

タチシノブ，コシダ，ウラジロ，ミツデウラボシ，あるいは大ヲ1多のコモチシダなど，多くのシダ

植物類がそれぞれ高い植被率で生育している。

　イタチガヤーハマホラシノブ群落はハマホラシノブ，コシダのシダ櫨物やススキ，ヒサカキで

区分される他，ゼソマイ，イタチガヤ，ササガヤ，コゴノスゲなどのおもにイネ科の植物の常在

度が高い。群落の全植被率は約60％で比較的疎生した獅落であり，平均出現種数は！0種類と少な

い。このイタチガヤーハマホラシノブ群落は，群落区分種獅の分布域から西目本を中心とするヤ

プツパキクラス域の，しかも沿岸域に比較的広く分布するものと考えられる。ここではイタチガ

ヤーハマホラシノブ群落はミズヒキ，ウラジロで区分されるウラジロ下位獅落とイタチガヤで区

分されるイタチガヤ下位群落，および典型下位群落の2下位群落に区分された。

　　　　　　　　　　　　　2）　ミツデウラボシーイワタバ】群集

　　　　CrypsiR皿s　hastatus－Co皿and～011ra皿ユond呈o量des－Ass。（Tab．35）

　ミツデウラボシーイワタバコ群集は樹林や符魂によって被陰される岩壁面に発達する多年生櫨

物群落である。同じ壁面上植生であるイタチガヤーハマホラシノブ櫛落に比較して，生育’地は被

陰地の岩壁地が多く，より湿性の岩壁．ヒ群落といえ，1土1現種数も多い。しかし，群落の棉観は広

葉のイワタバコで特徴づけられる他はカタヒパ，ハコネシダ，ミツデウラポシ，ホラシノブ，ゼ

ソマイなどやはりシダ植物の常在度，被度が高いことでは共通している。
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　このミツデウラボシーイワタバコ獅集は，イワタパコで標徴される他，イタチガヤーハマホラ

シノブ群落に対して，ヒノイタビ，カタヒバ，サソショウソウによっても区分される。ミツデウ

ラポシーイワタバコ群集は，ヤブツバキクラス域内の潜壁地に広く分布しているが，ここではカ

タヒバ，サソショウソウの植被率が高いのが特徴である。また，この玄海地区では，佐世保市吉

井町の御橋観音境内によく発達した群落があり，調査は全てこの境内でおこなわれた。この御橋

観音はシダ植物群生地として国指定の天然記念物に指定されている。この御橋観音以外の地域で

はほとんどが断片的な群落しかみられていない。ミツデウラポシーイワタバコ群集は，ハコネシ

ダを区分種とするハコネシダ亜辮集，ツワブキ，ゲジゲジシダで区分されるゲジゲジシダ亜群集，

および特別の区分種をもたない典型亜群集の3亜群集に区分された。ハコネシダ亜群集は，ハコ

ネシダが優占し，カタヒバ，サソショウソウを欠き出現種数は5種類ともっとも少ない。ゲジゲ

ジシダ頸匝群集は，傾斜角度のやや緩い岩上でのカタヒパ優占群落であり，全植被率が70～90％と

高く，出現種類も王3種類ともっとも多い。また典型亙群集はイワタバコの優占群落で直角に切り

立った湿性の岩壁繭に発達している。

ll．　ウラギククラス（塩生湿地草原）

　　AstHeteat互ipo1iu㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　シバナ群落

　　　　　　　　　　　　rr幼1oc肋〃α由”抗o眈腕一Gese1lschaft（Tab．36）

　ホロムイソウ科の多年草であるシパナは，本州，四国，九州の海岸塩生湿地に広く分布する楠

物として知られている。

　今回，佐賀県東松浦郡鎮酬1了，長崎県北松浦郡福馴1丁においてシバナ獅落が記録された。

　ツバナ獅落は，獅落高20cm前後でシパナー種が被度3～4と優占する，種組成の単純な群落

　　Tab．36．シバナ群落

乃｛4oご〃〃ωわ庇’〃〃・Gese！1schaf亡

Aufn．一Nr、：

Gr68e　d．Probef王蓋che（㎜宮）：

H6heむ．M・e工（m）：

Hδhe（L　Vegetation（cm）：

Deckung　d，Vegetation（％）1

Artenz盆h1：

調　査　番　号

調　査　面　積

海　　抜　　蔦

植　　生　　高

全　欄　被　率

出　現穫　数

　1　　2　　　3

2x3　2x3　2x3
　1　　　0　　　0

3C　　20　　！0

40　　80　　40

　1　　　2　　　2

Tre口nart〔1．GeseHschaft：　　　　　　　　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　　≡

n主ψ・”フ川主α伽’1”　　　　　　　シバナ　　　　13’34．4…、
Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種　　　　　　　　　　皿川…………L’…皿

ル昭・舳舳舳1　　　　　　　　ヨシ　　　　1・1・2　・
　0ακエ∫ω凸r狛”α　　　　　　　　　　　　　　シオクグ　　　　　　ー　・　　．　令・2

Fundo王t・md　Datum調査地及び調査年月日1！Nom・t・，Chin・ei－Cho，Saga佐賀県菓松繍郡鎮酬丁野
元（29．D・・。’72），2，3Shin（1・n，Fukusi1ima－Cho，Nagasaki長崎県松瀦郡福鳥町新日ヨ（20。○kボ78）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

である。そしてシバナ以外には，隣接群落にみられるヨシやシオクグなどが低い被度と個体数で

偶生するにすぎない。

　シパナ群落は，湾内の波浪の影響の少ない砂泥地に，ヨシ獅落やシオクグ群集の碗縁（海側）

にみられたり，それらの櫛落の広がる予潟などにおいて，潮の干満の際に一海水の流路となる溝の

淵や，干潮時に潮だまりとなる凹地などに小群状にみられる。このような立地は，満潮脚こは海

面下に没し，千潮時でも残留する塩分の影響を強く受ける。

　ツバナ群落は，高い被度と常在度で出1現するシバナによって北半球に広く分布するウラギクク

ラスAste　rete　a　tr　ip　o1ium　Westムoff　et　Beef士ink1962に含められる。

Fig．37．塩沼地植生の一つ，シバナ群落（佐賀県北松浦郡福島町）．

Tフづg／o‘〃〃α3〃｛’1〃〃・Salzwiesen・Gese了1scb邊｛t（Fukusl、三m註一Cho，Saga）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）’フクド群集

　　　　　　　　　　　　　　Ar毛emisietum　fukudo（父ab．37）

　平戸布木ケ津湾に浮かぶ沖ノ島の塩生地には，フクドやナガミノオニシパなどの塩生穂物によ

って構成される獅落が，小繭積（約200m呈）ながら生育している。この群落は，フクドとナガミ

ノオニシパを標徴種および区分種としてフクド群集Arte㎜isietum　fukudo　Miyawa良i

etOhba1969にまとめられた。

　沖ノ鳥のフクド獅集は植生高20cm前後で，出現種数は3～5種と少ない。主な構成種はフク
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ド，ナガミノオニシパ，ハマサジ，ホソパノハマアカザなどである。

　フクド群集の立地は，干潮線と満潮線の間に広がっている。保水力に乏しい砂礫地のために，

干潮時にはわずかに残った海水の塩分濃度が水分蒸散にともなって増加すると考えられる。また

海面に浮遊する植物枯死体や海藻などが残留し易い場所のため，それらの有機物によって一時的

に立地が窟養化すると推測される。

　沖ノ島のフクド群集においては，わずかな立地の養によって優占種の交替がみられる。まず干

潮線付近の秒ニヒ上には，ナガミノオニシバが優占し，やや陛よりの砂礫土上にはフクドとハマサ

ジが優占している。さらに陸よりの満潮線付近には，中礫の問に砂壌土が堆積しホソパノハマア

カザが優占している。この満潮線付近で，フクド群集はハマウド辮落やハマボウ群落と接してい

る。

　フクド櫛集のわが副こおける分布は紀伊半島，四禺，九州のヤブツパキクラス域の海制こみら

れる（Miyawaki　et　Ohba1969）。

　　Tab．37．フクド昇洋集

Artem1s1etumfuku〔lo
Aufn、一N工．：

Gr棚e（1，Probef1自che（㎜2）：

HObe（L　Vegetation（c㎜）：

Deckung　d－Vegetation（％）：

Arten据ah1：

Kenn－u，Tremarten　d．Ass．：

調　査　番　号

調　査　繭　’種

植　　生　　高

全　棺　被　率

11拙灘種数

群集櫟徴種および区分種

1　　　2　　　3

2x3　3x3　3x3

20　　3C　　10

40　　60　　75

3　　　5　　　4

　Aブ主3””jゴα∫…泌”∂0　　　　　　　　　　　　　　　　フクド　　　　　　　　　　　1・2　　＋1

Zo畑舳川「・柳o”ゴcα　　　　　ナガミノオニシパ　11．21．22．2
Beg1eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　〃〃o〃｛！・〃エ肋旭g・舳π　　　　　　　　　　ハマサジ　　　　　　2・2　2・2　・

　A〃ψ1‘工g〃昭1｛〃”　　　　　　　　　　　　　　ホソバノハマアカザ　　　・　1・！　3・3

　Cα”工κ必r伽”‘1　　　　　　　　　　　　　　ツオクグ　　　　　　　・　斗・2　2・2

Fundort　und　Datum調査地及び調査年月日11～3王nsel　Oki，Stadt　Hir註do，Nagasaki長崎県平戸市紐

養町沖ノ島（ユ9－Mai’79）

　　　　　　　　　　　　　　　　3）　イソヤマテンツキ群集

　　　　　　　　　　亙imbristylidetumferrugi皿eae（丁毘b．38）

　岩礁海岸の陸起海触棚上には，断層線や層理に沿って，風化母材のわずかに堆積した溝状の凹

地が形成されている。このような海風の影響を直接受け，波沫をかぶる乾湿の養の激しい立地に

はイソヤマテソツキ群集がみられる。群集標徴種のイソヤマテソツキは，強い海風によって破損

されにくく，植物体からの蒸散を最小隈にとどめる管状の細い葉と，限られた土壌申によく伸延

し，わずかな岩隙にも侵入しやすい多数の細根をもち，岩礁海岸の最前線の極端立地によく適応

した形態をもっている。イソヤマテソツキ群集は，植生高20cm以下で，わずかな岩隙に沿って
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細く帯状に発達し，イソヤマテソツキ1種，重たはハマボッス，ハマエノコロなどの主に海岸断

崖地の風衝草原にみられる種群とともに3種前後の限られた種群から構成されている。

　イソヤマテソツキ襟集は官調査区域では，佐賀県東松浦郡鎮西町や長崎県松浦郡小佐々町など

で植生調査資料が得られた。本州の千葉，能登半島以西，四圃，九州などの海岸に分布する。

　　Tab．38．イソヤマテソツキ群集

Fimも】＝isty1idetum｛e工rugineae

Aufn．一Nr．：

GrδBe＆Probe｛1畳che（m里）：

Hむhe瓜Meer（㎜）1

Hδhe　d．Vegetation（cm）：

Deckung　d，Vegetat1on（％）：

Arten頸ah1：

調　査　番　号

調　査．面　積

海　　披　　高

植　　生　　高

全植被　率
出　現　種　数

2　　3　　4　　5　　6　　7

0．8　0，2　　3　　0．ユ5　0，1　0．1

X　　　X　　　X　　　X　　　X　　　×
3　　0，4　　3　　0，3　0，15　0．2

－　　2　　－　　2　　2　　2

20　　　15　　　20　　　10　　　ユ0　　　8

25　　　80　　　40　　　70　　　60　　　60

1　　1　　3　　2　　3　　4

Kema．t　d．Ass、：　　　　　　　　　　群集標徴種　　　　　　＿」＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　⊥■■■■山r
　ハ〃必r｛∫妙王｛∫力r閉g｛榊α椛工、曲あ0”｛｛　イソヤマテソツキ　　12・22・35・53・34・44・44・4i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　一＿」
Beg1eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画實イ竿禾重

　Lツ曲”αむん圭α”！〃バ’｛伽α　　　　　　　ハマボッス　　　　　・　．　・　’　十　！・1　≒←

　381α7プαη三ブ三∂五∫Va工一ク切Cんツ並αむ尻ツ∫　　　　ノ、マj］ニノコロ　　　　　　…　　　　　　　十　　・　　．　　キ

　H64）10沁あ桝o閉柵r一声α，”ψ1加　　　　ソナレムグラ　　　　…　　　　　」ト■2　…

　M｛∫ζ”！〃1〃”｛〃例5｛5　　　　　　　　　ススキ　　　　　　1　・　　・　　…　　　　　　十　　・

　3‘”｛”工ωツ馴ゲb”！””　　　　　　　　　　タイトゴメ　　　　≡　．　　・　　．　　．　　．　　．　　斗

Fundo・te　und　Datum調査地及び調査年月臼：！，2Kushi・aki，Ci〕inz・i－Cho，Saga佐賀県東松浦郡鎮藪

■≡I碑崎（27，Deパ72），3，5，6Kusudoma・i，Kosasa－Cho，Nag註saki長崎県北松浦郡小佐々弼∫楠泊（22．

Okt一’78），4　Sta挑Karatsu，Saga佐賀県唐津市屋1形石（27．Doz。’72），7　hsel　Tobishima，Nagasaki

長崎県松浦市今福町飛島（！7．Mai’79）

12．　ヨシクラス（ヨシ・大形スゲ群落）

　　　Phrag峨itetea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）オギ群集

　　　　　　　　　　　Miscanthetumsacc1lar量Hor量（丁墨b．39）

　オギの生育地は河川の中～下流部の砂土が厚く堆積し，年に数圃冠水の影響を受ける特殊な条

件下にある。一般に河川の上～中流都にはツルヨシやススキが生育し，下流部になってオギ，ヨ

シ，ガマたどが生育する。

　オギは高さ2mに達し，外観はススキときわめて類似する。根茎は砂土中を繊走し，桿を多数

直立させて群落を形成する。根茎が横走することは，冠水にともなう土砂の堆積に抵抗力を示し，

株立ちのススキとは対象的である。

　オギ群落は，多摩川の植分においてオギ群集として記録され，のち，利根川においてハナムグ
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　　　　Tab．39．オギ櫛集

NI量scanthetum　sacc1ユa工i｛1ori

Aufn．一Nr、：

脳he汰Meo・（m）：
G・δB・d－P・ob・胴ch・（㎡）1

Hδhe　d．Vegetat1on（㎜）：

Deckung〔L　Voget乱tion（％）：

Artenzah1＝

Kema王t　d，Ass．：

　〃∫C”舳〃∫∫伽ゐ伽’ゲZ・舳

Kenn甜ten　d－Phragmitetea：

　〃〃αg〃〃ω伽∫カη1篶

　戸免α1伽づ5伽・1〃！”〃κα工

　〃π洲ψ・∫〃”ar。ゐ・伽ε州

二Beg1eiter：

　Pα〃ゴα〃〃〃∫〃z伽ま批〃工

　Pめ90〃舳伽6ブ砂ψ31・

　及肋10C〃・αα伽一gα〃V肌仰α扮・／α

　D伽肋伽αゐc3〃ゐ〃∫

　8召主伽・主αがブゴ”∫

　Cツ卿1〃5附0工主舳∫

　月め90舳〃加〃伽1ψ
　月め90〃砒〃い肋・脇6

Fundort　und　Datum調査地及び調査年月療

州23．Okt一’79）．

調

海

調

植

金

出

査　番

抜

査、碗

植被
銚　種

≡’司

萬

率

数

獅集機徴種

　オギ

ヨシクラスの種

　ヨシ

　クサヨシ

　イグサ

随伴種

　ヌカキど

　ヤナギタデ

　イヌビェ

　メヒシバ

　ェノコログサ

　ミズガヤツリ

　ミゾソパ

　アキノウナギツカミ

1
2
20

2
90

9

2
2
16

2
90

9

・…　示

！・2

＋・2

3・3

2・2

！・2

令

キ

斗

2・3

＋・2

2・3

！・2

斗

十・2

＋・2

斗・2

：Hat註畑盆，St≡K1亡Kar齪ts口，Sag目佐賀県唐津市畑鳥徳須恵

ラーオギ襟集が報告された（奥田1978）。北九州におけるオギ群集にはヨシ，クサヨシ，イグサ

などが生育し，ハナムグラーオギ群集と類似するが，資料が不足のためオギ獅集（広義の）とし

て扱かっておく。オギは代償糠生としても広範囲に分布し，虜然植生との差異について獅落分類

学的に一未解決の、点がある。

　オギ櫛集は，河辺における他の植物群落と共に一，立地の保全の一1叙できわめて重要な群落の一つ

である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　カサスゲ群集

　　　　　　　　　　　　　C＆互ice吉um　d…spalatae（Tab・43）

　カサスゲ群集はスゲ型湿生草原の代表的な群落である。主として河川の申～下流域の後背湿地

に分布し，まと童った群落域を形成する。

　カサスゲは，高さ70～80cm内外となり，密生した櫛落となる。共存種は一般にきわめて少な

いが，ヨシ，マコモなどが侵入し，時にヨシと2鰯群落となることもある。

　群落の立地は河川によって運搬された徴砂土を主とし，粘土を多鐙に含んだ土壌状態にある。

また，水深は0～ユOcm内外であるが年間の変動は比較的少ない。



81

　　　　　　Fig．38．中・大形河川敷内に発達したオギ群集（唐津市　松浦川）．

　　Misc盆nthetum　s呂cchaエif1ori　imFluBbett（FユuBM品tsuura1nderStadtKaratsu）一

　カサスゲ群集の檀分は1ケ所調査されたが，この植分はシロバナサクラタデの植被率が高い。

さらに，マコモ，ヨシも混生して生育していることから，マコモ群落と稲接した立地条件下に生

育している植分と判断される。

　カサスゲはかつて刈り取って種々な用途に使用されていたが，現在はほとんど用いられてはい

ない。

　　　　　　　　　　　　　　　3）　アキカサスゲ群落

　　　　　　　　　　　0αr2工〃2㎜os切c切8・Gesellscha鋭（伽b．40）

　アキカサスゲ群落はアキカサスゲを主な構成種とし，流水辺に生育する多年生草本植物群落で

ある。獅落共存種はクサヨシ，チゴザサなどわずかな種に限定される。アキカサスゲは密生して

高さ50cm内外に達し，秋季出穂する。この種とよく似たカサスゲはより大形で初夏出穂し，高

さ80cm内外に達する。

　アキカサスゲ群落の生育地はおもに河川の申流域にみられ，ネコヤナギ群集やツルヨシ群集を

鱗接群落として生驚する。したがって土壌状態は河原特有の礫を多く含む砂質土壌であり，粘質

土をわずかに含んでい飢土壌の栄養状態は中栄養約であ札

　アキカサスゲ群落の分布は関西以西に限られるが，群落としては九州南部や琉球列島で報皆さ

れている。河岸の安定に重要な役割を果すことはネコヤナギ群集やツルヨシ鮮集などの他の河辺

櫨生と同様である。



82

Tab－40．アキカサスゲ獅落

Cακ”榊〃1ω〃c伽ふGesenschaft

Aufn．一Nr．：

Gr棚e＆Probef1萱che（㎡）：

Rδhe　d．Vegetatjon（c㎜）：

Deckung　d－Vegetation（％）：

Artenzahl：

査　番　号

査　繭　積

植
　　同
被　率

種　数

50

90

Tτen舶rt　d．Gε舵ユユschaft：　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　Cαπエ榊刎o∫妨c伽5　　　　　　　　　　　　　　　アキカサスゲ

K㎝naエt㎝d．Phragmitetea：　　　　　　　　　　　ヨシクラス標徴種

　15αむ尻鵬g10あ0∫α　　　　　　　　　　　　　　　　　　チゴザサ　　　　　　　　　　　1・2

　肋α1α沽鮒舳”伽cω　　　　　　　　　　　　　　クサヨシ　　　　　　　　　　1・2

Begエeiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　Coわ1ααγ〃αψあ｛　　　　　　　　　　　　　　　ジユズダマ　　　　　　　　　2・2

　λブ肋r伽0〃五幼肋45　　　　　　　　　　　　　　　　コブナグサ　　　　　　　　　　十・2

　Kα肋〃3沁ツ0棚召ηα　　　　　　　　　　　　　　ヨメナ　　　　　　　　　　斗

　B”舳5介Oη∂05α　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセソダソグサ　　　　　十

Fundort　und　Datum調査地及び調査年月周：ユMatsuur註，Nag・saki長崎県松浦箭志佐町志佐川
（24．Dez．’78）

　　　　　　　　　　　　　　　4）チゴザサーヤマアワ群落

　　　　　　　　肋幽πεσ1oあ08α一0α1固㎜αg・o邊桃召が畑08・Gese11銚・ft（Tab・41）

　チゴザサーヤマアワ群落は耕作が停止された水剛こ出現する遷移途上の樺落である。

　水田雑草群落は耕作の停止にょって急速に変化し，立地本来の自然糠生に向って遷移する。水

田は多くの場合，人工的な立地であるため，地下水位は場合によって異なり，また肥沃さの程度

も異なる。したがって，水蘭耕f乍放棄地は常にヨシ草原に移行するとは限らたい。

　山聞部の貧養な谷状地に造成された水困ではイネの収量が低い場合は，放棄されることが多い。

このような水田では数年でイ，アィバソゥ，チゴザサなどの草原と変化する。佐賀厳木1町の植分で

はヤマァワが高被度で見られるが，このような例は少ない。チゴザサーヤマアワ群落は，アゼガ

ヤッリーヵワラスガナ群集，コブナグサ櫛落をへて発達したことが，群落構成種から猪摘できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　5）　セ■」一クサヨシ群葉

　　　　　　　　Oena亙辻ho－Phalaridotu㎜arunδin毘cea佗（Tab．42）

　セリークサヨシ群集は，河川の中流から下流にかけて分布する多年生草本糠物群落であり，お

もに，砂土や精質土を多量に含む土壌上に生甫する。流水辺に位置するため，季節的な増水で冠

水する。また水田付近にも生育する。

　群集標徴種はクサヨシとセリであるが，クサヨシは優占し，主要な構成種となる。共存種には

ノチドメ，スギナなどの多年生植物がわずかに出現する。さらに隣接群落であるギシギシ櫛落の
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　　　　　　　　　　　　　Tab．41．チゴザサーヤマアワ群落

　　　　　　　　　　ムαむ1〃昭gZoみo∫α一Cα1α〃刎gブo∫j｛∫ψな召｛o∫一Gesel1schaft

Au｛n．Nr一：　　　　　　　　　調査番号
H6he廿一Meer（in）：　　　　　　　　　　．　　　　　海　　披　　高

Gr6Bed．Proもe舳che（1㎡）：　　　　　調査面積
Hむhe　d－Vegetation（cm）＝　　　　　　　　　　　　　櫨　　生　　高

Deckungd．Vegetation（％）：　　　　　全植被率
Arten竈ah王：　　　　　　　　　出現種数
丁王ennarten　d，GeseHscha士t：

　CαZ”〃αgフ℃∫沁砂｛鮒主o∫

　ム㏄ん・κg肋050

　J〃〃α・∫蜥砒舳Var．扮伽伽

　＆｛功〃5tuたん批ブ伽

　〃〃工加4め〃5舳肋圭抄｛ω〃

　A〃51〃αむα〃α〃α〃α丘〃〃工

Beg1ei†e正：

　Z舛10肋〃〃〃η北ん01ψ1〃舳

　助卯〃！〃〃1α工〃π

　J閉α・リψ〃0舳

　λれん閉伽加1工｛砂〃刎

　Kツ〃〃9α星川‘｛〃〃王α

　Pめ90舳〃〃加〃！凸8プψ

　j3三63〃∫　冷・0加403α

　1～α加〃〃ご〃1〃』　Cαηf01一｛8η∫6j

　8α1あgプ伽〃∫りzα

　Cツ少ぴ〃5∫α加9〃〃o161一工〃∫

　Pめ90舳〃』肋0肋｛

Fundort　und　Datum調査地及び調査年月ヨ

群落区分種

　ヤマアワ

　チゴザサ

　イ

　アイパソウ

　ヤマイ

　ヘラオそダカ

随伴種

　アカバナ

　コケオトギリ

　アオコウガイゼキシ目ウ

　＝］ブナグサ

　ヒメクグ

　ミゾソパ

　アメリカセソダソグサ

　ケキツネノボタソ

　ネコヤナギ

　カワラスガナ

　アキノウナギツカミ

1
610

20

110

80

ユ8

13・4

12’3
　2・2

　＋

キ・2

キ・2

2・3

2・3

2・3

1・2

1・2

！・2

＋・2

＋・2

キ

十・2

＋

：Kyu「agi■Cho，Saga佐賀県東松浦郡厳木町（19．Okt一’78）

構成種のギシギシやウシハコベなども侵入生育する場合が多い。クサヨシの根茎はツルヨシやオ

ギに比べあまり発達しない。

　クサヨシは北欧の冷温帯を中心に広く分布し，わが禺では北海道で旺盛に生育する。したがっ

て，暖帯の九州地方では生活力は劣勢である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　ヨシ群落

　　　　　　　　　　　　P伽α〃肋8㎜8かα晦G・s・lls6haft（伽b．43）

　ヨシの優占する植分は沖積地を中心に各地に広く分布している。ヨシ自体の生理的な生育範囲

はきわめて広く，温度白勺にはヤブツバキクラス域からコケそモートウヒクラス域にまたがり，立

地的には海庫塩沼地から亜高山の高層湿原の周辺部などまでさまざまな植生域に分布している。

　今回得られた資料からヨシの優占する植分のみをまとめヨシ群落として記録された。ヨシ群落

の生育地は主として河口付近の低湿地であり，古い水田跡たどにもみられる。植生高は！．7～2．0

mとなりミゾソパ，シロパナサクラタデなどが群落内に出現するが，大部分はヨシの植被でしめ



84

　　　　Tab．42．セリークサヨシ群集

Oenantho．PhaIar玉detum　a工undヨnaceae
Aufn．一Nr、：

脇he　O，Meer（m）l

Gr棚e　d－Probef臆che（㎡）：

Bむhe　d・Vegetat三〇n（cm）：

Deckung　d－Vegetat1on（％）：

Artenzah1：

調

海

調

欄

全

出

査　番

抜

査　面

坐

櫨　被

現　種

Kemarten　d．Ass．：

　　0舳”〃〃ゴαη伽北α

　　〃一α1伽・｛5α〃例∂わ一αむω

Art　d．Phragm1tetea：

　Pめ90舳り砂0〃｛α・1〃
Begleiter：

　Arten＆Agropyro－Rumicion＝

巧．

同

同

率

数

1
400

4
！20

9C

5

2
4C0

6
5C

70

11

　　的∂ブ0ω工ψ〃吻・〃｛舳

　　Agl’o州舳！尾舳ψ
　　1『0工”！〃〃α　是18圭〃｛α1一α

　　3f3〃αr加αg！4励cα

　　Sonstige：

　　助砒加肋〃〃w珊∫召

　紺現一薗の種　AuBerdem　je　e1nn1aいn　Aufn．Nr

＋・2，ハ仇ブ0∫姥ψ〃〃ゴψ01工｛α〃〃　ササガヤ

丘加〃一加’ψ’　ミゾソパ　十．

　Fmdort　md　Datu肌調査地及び調査年月日：1，2Imari，Saga佐賀県伊万盟市日南郷（22．Okt・’78）

　　群集標徴種

　　　　セリ　　　　　　　　　　　　　　　　令・2　　　＋

　　　　クサヨシ　　　　　　　　　　　≡　　　．　　　5・5

　　ヨシクラスの種　　　　　…』……uI
　　　　シロパナサクラタデ　　　　　1　　5・4　　2・2

　　随伴種　　　　　　　　1
　　　カモジグサーギシギシ群団の種　≡

　　　　ノチドメ　　　　　　　　1　2・2　　ユ・2
　　　　カそジグサ　　　　　　　　　　　　／・2

　　　　オヘビイチゴ　　　　　　　　　　・　　十・2

　　　　ウシハコベ　　　　　　　　　　・　　十
　　　その他の種

　　　　スギナ　　　　　　　　　　　　　2・2　　！・2

　　　　2：月伽ゐプ加5ω〃伽！∫v自r．〃tα加主ヘクソカズラ

十，B”召〃∫力℃〃ゐ5αアメリカセソダソグサ十，POヱッgo舳〃1

られる。

　生青地の土質は粘質土を主とし，軟らかく，ヨシの根茎や枯死体などの供給によって有機質に

當んでいる。しかし常に湛水状態にあるため空気の含有量は少ない。

　ヨシ群落は水辺にあって水質保全，護岸。水生生物生息環境を確傑する、1二でもっとも重要な植

物群落である。

　　　　　　　　　　　　　　　　ア）マコモ群落

　　　　　　　　　　　　　刎2α〃εα1σ鉗o肋一Geso呈ischaft（伽b．43）

　マコモ群落は河1二i部の流水辺や大形の竃栄養湖の岸部に発達する。マコモは優占種となり，90

劣以上の植被率を示し，植生高は1，7～2．0脇に達する。群落の種構成はきわめて単調で，マコモ

エ種の場含が多い。ときにウキヤガラを混生し，いわゆるウキヤガラーマコモ群集となる。」関東

地方の低地にはこのウキヤガラーマ・コモ群集が広範畷に発達するが，本調査地域内ではウキヤガ

ラの混生する植分はみられない。
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　　　　Fig．39．湖沼の岸部に発達しているヨシ群落（福劇町新田）．

”閉g〃且肋∫刎∫f〃1｛∫一Gese1lsc－1a｛t刮m　Fll」Bu｛eエunδam　See（Fukushima＿Cho，Shinden）．

　マコモ群落はヒメガマ群落に接してより岸側に配分する。立地は常に湛水状態にあり，水深は

20cm以上，ときに1mにも達する。

　マコモ群落はヒメガマ獅落と同様に池沼や河川の津都の保全に重要な役割を果し，水生生物の

生、慰地とLても欠くことができない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　ヒメガマ群落

　　　　　　　　　　　　　吻ψααπ卿sfαかGesellscha鈍（Tab．43）

　わが国各地の河川下流部の三角州地形において，低湿地に群生するヒメガマは，高さ1，5mに

達する壮大な群落を形成する。種組成はきわめて単純で，ヒメガマ1種の場合が多く亭時にヨシ

が混生している。またウラギク，ヒエガエリなどが生ずる植分もあるがこれは多少とも海水の骸

響のある湿地であることを示す。底質は軟泥で，水深は0～10cmである。ヒメガマ群落は東京

湾臨海音11（宮脇，奥日ヨ，鈴木！976）や佐倉市（宮脇他！977）で記録されている。

　調査地域において1ケ所の植分が調査されたが，玄海地方は海岸部は岩石海岸が多く，広い沖

積地や池沼に生育するこれらの群落の分布量は少ない。
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A
B
C
D

Au｛n．一Nr．：

　　　　　　　　Tab．43．ヨシ・大形スゲ植物群落

　　　　　　　　　　　R6hricht．（；ese11scha壬ten

ヒメガマ群落　乃が吻伽g洲刎切一Gesellscba士t

マコそ群落　Z洲η｛α1α工ψ”α一Gesellschaft

カサスゲ群集　C　a　r　i　c　e　t　u　m　d　i　s　p　a】a　t　a　e

ヨシ群落　η1閉g〃一伽jα伽差閉Z派Gese11schaft

Hdhe七．Meer（m）：

G王棚e　d，Pエo1〕ef工蓋che（㎡）＝

H眺e　d．Veget註tion（cm）：

Deckung　d．Vegetation（％）：

ArtenzabI：

調

海

調

植

全

出

査　番

披

査　繭

植　被

現　種

万

脚

積

同

率

数

A
1
5
6
100

80

3

2
1ユ0

9
150

90

2

3
u0
9
200

90

4

C
4
110

9
！70

95

4

5
5
玉00

180

80

2

D
6
0．5

50

130

90

2

7
0．5

100

120

80

4

　Trennart　d・Gesel1schaft1　　　　群落区分種

　　伽血α伽9〃∫刎α　　　　　　　　　ヒメガマ

　Kenna・t　d－A・s．：　　　　　　　　群集標徴種

　　z灸伽｛αzα工伽〃α　　　　　　　　マコモ

　Kennart　d－Ass．：　　　　　　　　群集標徴種

　　C鮒6工～幼α～α肋　　　　　　　　カサスゲ

　Trenn航t　d－Gese1lscha｛t：　　　　鮮落区分種

　　肋閉g〃1伽5伽∫肋〃5　　　　　ヨシ

　Kema「t　d・Ph「a9狐ヨtetea：　　　　ヨシクラスの種

　　Po1惚o〃〃り砂o〃ゴC〃｝一　　　　　シロパナサクラタデ

　】3egleiteヱ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防宣イ半種董

　　P0王ツ90肺刎旭此砒抑ム卯g｛｛　　　　　　ミゾソバ　　　　　　　≡

　出現一團の種　Au£e工dem　je　einma1jn　A1ユ｛n．Nr．1．

ぴ肌∫一g”〃｛var．声閉〃ω1αイヌビェ　十，三n3：3’〃工6プわω砂α

チョウジタデ　÷、

　跳ndo・t　und　Datum調査地及び調査年月日：！、

　’78）．

　2～5－Karatsu，Saga佐賀県唐津布八幡溜（19．Okt．’78）．

　5．互m註・玉，Saga佐賀県伊万里市（21、○kt．’78）．

　6，7．Ik三，Nagasaki長崎県壱岐郡芦辺町深江東触（玉5．Maジ79）．

1互・・・…
・・・…1・・・…

…　　匡
・・・・・・・…匡・・・・…！

．　　　・　　　・　　3．3　1・2　　・　　→一

ん肋’工1ψ・1｛！〃〃

　　　ジャヤナギ

　…　　　　　　　　今　　十

ウラギク　！・2、及肋一0‘”0α

十，五〃ん妙αψ肋｛0肋∫

Kashihama，Fukuoka福岡県橘岡市番堆浜（18．01｛t一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　シ才クゲ群集

　　　　　　　　　　　　Car量ce竜11m　scabr童fo1貴ae（丁乱1〕。44）

　玄海灘の激しい風波の影響をうげにくい湾内の海岸や河に1付近などの泥湿地には，草高1㎜以

上で被度3前後と繁茂するヨシの下に，シオクグが被度3～5と優占する群落がみられる。この

群落の出現種数は2～5種と少ないが植被率は80％余りを示し、シオクグ。ヨシ，シバナ，コウ

キャガラなどの主に単子葉植物の多年草によって構成されている。この群落は，高い被度と常

在度で出現するシオクグを群集標徴種としてシオクグ群集　C　a　r　i　c　e　t　u　m　s　c　a　bエif　o1i　ae

MiyawakietOhba1969に童とめられた。



Aufn．一Nr一：

G・棚・d．P・obe｛1査ch・（m里）：

H6he　d．Vcgetation（m）：

Deckung　d，Vegetation（％）1

A正ten舳h1：

調

調

植

全

出

抜　番

査　爾

械被
現　種

　　Tab．44．シオクグ群集

Caricetu工n　scabヱifoliae

号

率

数

　王23456789101112工31415
3x31x！3x42x35x52x22x22x22x23×32x22x32x23x43x4
0．2　　0．2　　0．3　　0，4　　0．4　　1．2　　！．2　　1．2　　1．3　　1．5　　0，3　　0．5　　0．5　　！、4　　1．2

70　　40　　70　　　40　　95　　1C0　　！00　　王O0　　100　　98　　70　　　80　　　90　　90　　90

　323222222234534Kennart　d　Ass　　　　　　　　　　　　　　獅集標徴種　　　　　　j＿　　　　＿　　　　＿　　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿＿

Cα肌1ω伽榊α　　　　　シオクグ　　11・・22・34・43・45・55・45・55・53・43・45・45・42・3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！l
Tヱemaエteu　d　Subass　　　　　　　　　醐1芋集区分種　　　　■仙……皿　　　…　　　……　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　一　　　一一皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　一　■1山山…1≡

Tヅ1伽〃・α舳α・・1　　　　　シパナ　　　14・43・32・3ポ・　・　・　・　・　・　…

　＆〃〃∫μ伽｛α””沁　　　　　　　　　　コウヤガラ　　　　　’　　・　　・　　’　　・　　．　　・　　…　　　　　12・32・24・4；

　R〃〃ω5砂o〃｛ω5　　　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ　　　　　　　　　・　　・　　…　　　　　　　　　．　　…　　　　　　　　　．　1．　キ・2　1・21

　ムc尻ω〃〃〃〃α．α∬抄3．呈　　　　　　　　　　カ・毛ノハシ　　　　ー　’　　・　　．　　．　　’　　’　　’　　’　　．　　’　　．　　’　　．

　∫伽1〃肥40凸0醐　　　　　　　　　　　　チゴザサ　　　　　　　・　・　・　・　　・　・　・　・　　・　・　　…

Begleite正：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菱逝伴種

〃α9・肋∫舳エプ・”∫　　　　　　ヨシ　　　　1キ・2・十・2・　十3・43・42・55・43・44．4・　・
　∫〃プ＾ゐ棚｛‘　　　　　　　　　　　　オオジシパリ　　　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　…　　　　　　1・2　・

　五ψん011”α501肋”　　　　　　　　　　　　イワタイゲキ　　　　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　…　　　　　　十・2

　肋ブ幽0η〃舳・α8り・10泌j　　　　　ツルナ　　　　　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　斗
　　Fundort・und　Datum調査地及び調査年月日：1，4，M，15．Chin・ei－Cho，Saga佐賀県爽松湘郡鎮測HT費元（29．De・．’72）

　　　　　　　　　　　　　　2，3．Fuku・h1ma一αlo，N目gasaki長崎県北松納郡楕島町新E臼（20－Okt・’78）

　　　　　　　　　　　　　　6～9，且ユ．　王k三，Nagasaki長膨奇少梨宅到皮君醐茗券・オ（則」’濃…塁チオミ　（ユ4．M劃三’79）

　　　　　　　　　　　　　　5，！0，Ik1，Nagas註ki長崎県壱岐郡郷ノ榊11］1（15，Mai’79）

　　　　　　　　　　　　　　12，！3．Ogawa五nsel，Saga佐賀県東松浦郡呼子町小川島（16．Maボ79）

5・4　5・4

キ　　ート：

・　十・21

1・2　3・4

讐
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　シオクグ群集は，満潮階には海水または半かん水に没し，千潮時には汽水に・よって潤されるよ

うた湿潤な砂泥地に主にみられる。

　シオクグ群集は，種組成白勺に以下に述べる4亜群集に下位区分される。

　シパナによって区分されるシバナ亜群集はこの群落中鍛も強く海水の影響を受げる海岸の粘土

分に窟む立地にみられる。または他の亜群集の煎縁つまり海側にみられ，塩沼地植生のシバナ群

落と接している。コウキヤガラ亜群集はコウキヤガラとギシギシによって下位区分される。海岸

の常に汽水の傑給を受ける砂泥地にみられる。カモノハシとチゴザサによって区分されるカモノ

ハツ亜群集は，防潮堤内の塩分濃度の低い立地などにみられる。これらの区分種群をもたない典

型亜群集は，防潮堤内の潮だまりや河口付近に広くみられ，ヨシの繁茂が著しい。

　シオクグ群集の分布は，関東地方から九州にかけて太平洋岸において報告されている。調査地

域では，佐賀県東松浦郡鎮西町，呼子肛iT，長1崎県北松浦郡編鳥■町，壱岐郡勝本町，郷ノ浦町など

で植生調査資料が得られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　10）ヒトモトススキ群落

　　　　　　　　　　　　01αdεω”一　cκε〃召π8砕Gese1lschaft　（Tab・45）

　ヒトモトススキは関東以西の暖地の沿岸地に騨生する大形の多年生草本植物で，海水の流入す

る河1二1付近や湖岸に殊生し，ほとんどが群落高王mを趨す優占群落を形成している。玄海地区で

は佐賀県東松浦郡値賀崎の突端域の凹状低湿地に発達した鮮落がみられたにすぎない。ヒトモト

ススキ群落は海岸に向って流下する流水脇に沿った低湿地に群生しており，海岸から約！0mの場

所に生育している。

　　　　　　　　　　　　　　Tab．45．ヒトモトススキ群落

　　　　　　　　　　　　　　C1α”〃〃且c〃〃召〃∫”．Gesel1scha｛t

Au壬n。＿Nr一＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号　　　　　　　　　ユ　　　　2

Gr棚e（L　Pエobe焔che（狐里）：　　　　　　　　　　　　　　　調　査　面　　　　　　　　　　　3x3　　3x3

H6he（1．Veget註tion（㎜）：　　　　　　　　　　　　　　　椀　　　坐　　　高　　　　　　　　　！、2　　　1．2

Deckungd．Vegetation（％）：　　　　　全櫨被率　　　　三〇0　100

Artenzahl：　　　　　　　　　　；利現種数　　　　3　5
Tエemaエt　der　Gese11schaft：　　　　　　　　　　　　櫛落区分種

　CZα”“〃且c”柵〃∫8　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトモトススキ　　　　　　15・4　　5・4≡

Sonst1ge　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種獅
　Pフ”椛8．”工”‘∫α〃∫工’旭”3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ　　　　　　　　　　　　　　　　　2・3　　　　2・2

　肋41一〃一8r主αんo1伽‘’・三cω　　　　　　　　　　　　　　　　オニャブマォ　　　　　　　　1・2　　！・2

　Coむα｛1〃∫oブあ｛α’1碗’ω　　　　　　　　　　　　　　　アオツヅラフジ　　　　　　・　　王・2

　／～o伽ωfcん1〃切伽α　　　　　　　　　　　　　　テリハノイパラ　　　　　　・　　十・2

FundOrt　md　Datum調査地及び調査年月日：Chヨga－K・p，G・nkai－Cho，S・g乱佐賀県東松浦郡玄海町値

賀崎（20．Aug∵79）．
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Fig・40．海津に近い湿地に発達したヒトモトススキ騨落（玄海町，値賀崎）．

　　C1㎡主〃〃里む乃圭〃〃∫仏Gesellscha｛t　i㎜Sumpf　kustennahen（Chigas証ki＿Kap，

　　Genkai－Cho）．

　ヒトモトススキ桝落はヒトモトススキ1種の優占群落であり，わずかにヨシ，オニヤブマオな

どを低被度で混生するに遜ぎない。

　　　　　　　　　　　　　　　11）チガヤー…ヨシ群落

　　　　1岬2rαωo〃皿洲㎝v肌κ02加σかP伽ασ閉jf㈱α砒s加α腕・Gese11sch眺（Tab・46）

　依賀県伊万里布黒川HTの海津埋立地には，チガヤ，トダシパ，ヨシなどのイネ科の多年生草本

植物の優占する群落がみられる。この群落はチガヤ，トダシバ，ヨ壬ギなどを区分種としてチガ

ヤーヨシ群落にまとめられた。

　チガヤーヨシ群落は櫨生高1．7～2m，植被率90％の多年生草本植物によって構成されている

主な群落構成種には，上記の種群の他にホウキギク，メドハギなどがあげられる。

　チガヤーヨシ群落にはチガヤ，トダシバ，ヨシの3種が被度3～4ともに優占し，ヨモギ，ホ

ウキギクなどが低い被度で混生している。

　チガヤーヨシ群落は，1年生草本植物から構成される埋立地先駆革原のイヌピエーホウキギク

滞落の後続鮮落と考えられる。イヌビエーホウキギク獅落の立地と比較して，腐植の集猿や，粗

大有機物の堆積が認められ，立地の安定と憶養化が進んでいる。このことは，ヨモギ，スイバ，

チャガヤツリなどのやや窟養な立地を指標する種群からも推測される。
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　　　　　　　Taも、46．チガヤーヨシ群落

∫〃ψぴα勿‘y｛〃必北αvar、加舳｛g主｛一〃〃αg〃エ肋5α〃∫ヵ切派Gese1ischaft

　Aufn．一Nr。：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査　番　号　　　　　　　　！　　2　　　3

　Gr棚e　d・Proben養che（㎜里）：　　　　　　　　　　　　　　　　　査　繭　　　　　　　　　　5x5　5x5　5×5

　Hδheむ．Meer（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　高　　　　　　　2　　2　　2

　Hδhe　d．Vegetat1on（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　高　　　　　　　　2　　1－7　1．7

　Deckungd．Vegetation（％）1　　　　　　　植被率　　　90　90　90

　Art．n．ahl：　　　　　　　　　　　現種数　　　12　u　lO
　Trennaエten　dI　Gese11scha｛t：　　　　　　　　　　　　　　　鮮落区分種

　　∫〃ψぴ励αα伽み｛ωv服．是0舳㎏”　　　　　　　　　　チガヤ　　　　　　　　　2・2　3・3　4・4

　　Aブμ”6わκ”αん｛プ‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トタ“シノく　　　　　　　　　　　　4■4　　4・4　　2・2

　　A他”沁加仰三”cψ5　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　十・2　1・2　キ・2

　　Cツ卯11〃5”〃〃｛αω　　　　　　　　　　　　　　　チャガヤツリ　　　　　　十　　十　　・

　　R三〃蛇””6640∫α　　　　　　　　　　　　　　　　　スイパ　　　　　　　　　　　　斗　　斗

　Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随俳種

　　1η一プα8一”1カε5α”切1「α”5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ　　　　　　　　　　　　　　　　3・3　　3・4　　3．3

　　A漉ブ舳ろ”肋ω　　　　　　　　　　　　　　　　　ホウキギク　　　　　　　十・2　＋　　1・2

　　Kツ〃〃9αgブκ〃主〃王疵　　　　　　　　　　　　　ヒメクグ　　　　　　　斗　　十　　・

　　”砂θ∂ααα”蜘勿　　　　　　　　　　　　　　　　メドハギ　　　　　　　十・2　・　1・2

　出現一回の種Au胎工de㎜je　e1nmaいn　Aufn．Nr．！：λ鮒んγ〃〃舳“ヂー励ω　クサネム　2・3，∫∫α仁1〃肥

g10ろ05α　チゴザサ　寺・2，五ψα伽主砒〃＾伽”ξ｝1α〃〃〃　サワヒョドリ　キ，Rんαω〃肋伽〃ω’肥惚〃∫スナ

ゴケ　1・2．in2：工0f砒5ωプ〃’α41肋4∫var．ノψ0〃’αω　ミヤコグサ　寺・2，五プなぴo〃α〃舳〃5　ヒメジョオソ

十・2，励㎏”伽むα〃”8〃∫三5　ヒメムカシヨモギ　十，in3：んプ1㈹伽〃乃幼泌‘∫　コブナグサ斗一工α倣κα

｛〃必Cα　アキノノゲシ　十，λ〃！αω砺沁洲Var－6召C伽‘〃∫　イ十．

　Fundort　und　Oatum調査地及び調査年月臼：Ima・i，Saga佐賀県伊万盟布黒川町煤騒（23，Okt・’78）

　チガヤーヨシ襟落は，時間的経過にともないチガヤーススキ群落やセイタカアワダチソウ群落

などのより大形の多年生草本植物群落に置き換えられる。

13．ヒルムシロクラス（浮葉・沈水植物群落）

　　POtam09etOne竜ea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　ヒシ群落

　　　　　　　　　　　　　rrσραゴαρo加oσ一Gesellsoha麦危（Taる．4ア）

　ヒシはわが国における浮葉植物の代表的な種であり，主として低海抜地の窟栄養湖に生育して，

広大な群落を形成する。大形の池沼では王40c㎜の水深にも生育可能である（宮脇他1977）。　し

かし調査地内では，このような規模の大きい池は見られず，ヒシ群落は，主として人工的な溜他

に屍られたにすぎない。大部分がとシー種に一よって構成され，減水時は勉底に接して茎葉を広げ

ている。その生育域は底質の栄養量によって変化し，低湿地帯における池沼ほどその繁茂の程度

はいちじるしい。獅落分類学的にはガガブターヒシ群集の一断片と考えられ孔
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Au士n．一Nr．：

H6he自一M・e・（m）：

Wassertiefe（㎜）：

G王棚e永Probe舳che（m聖）：

Deckung　d－Vegetation（％）：

Artenzahl：

Trennart　d．Gese］lscha｛t：

乃ψり砂・〃｛Cα

　Tab，47．ヒシ獅落

丁プ砂αノ砂o加｛α一一Gesel1schaft

　　　　　　調査．番号
　　　　　　海　抜　高
　　　　　　水　　　　深

　　　　　　調査繭積
　　　　　　全植被率
　　　　　　出現種数

群落区分種

　ヒ　シ

1
540

工．3

400

90

！

Fundo・t　und　Datu㎜調査地及び調査年月日：Wasse・be・ken　Obchi，Saga佐賀県東松浦郡欄如池

（21－Okt．1979）

　　　　　　　　　　　　　　2）　ジュンサイ群落

　　　　　　　　　　1｝rα83〃εα80尻r2あerε一Gesellsc11aft（Tab・48）

　ジュソサイは浮葉植物の］つであるが，主として低地から山地へかげての池沼に生育する。水

質はとシ群落の場合とは対照的に，富栄養水の流入がなく，しかも周囲がアカマツ群落などの貧

養林に囲まれているような立地に見られる。底質は有機質を含む泥土の場禽が多い。

　調査地内では作礼山（佐賀県東松浦郡相知）の海抜850㎜にある通称ジュソサイ池において調査

された。この場所には3つの池があるがジュソサイ群落のみられる池は最上部に位置し，2，800㎡

の広さをもち，水位の変動の少ない安定した池である。櫛落はジュンサイが優占し，他にヒルム

シロ，タヌキモが生育する。童たシャジクモ科の一種も生育している。

　ジュソサイはわが禺においては貧栄養湖生の代表的な植物であり，ヒツジグサとともに独立し

た植生雌位を構成するものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　Tab．48．ジュソサイ群落
　　　　　　　　　　　βrω8〃わ3c1〃劫ぴ主．Gese1－schaft

Aufn一＿Nr．：　　　　　　　　　　調査番号　　　　　王
脳he竜一Meer（m）：　　　　　海抜商　　　830
Gエ棚ed．Probe脳che（㎡）：　　　　　　調査繭積　　　　　25
Deckungd．Vegetation（％）：　　　　　　全械被率　　　　　90
Artenzahl：　　　　　　　　　　出現種数　　　　　4
Trennarten　d．Gese1lschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　≡　　　　　　■
。、切、、、、｛、、、尻プ、凸、、主　　　　　　ジユソサイ　　1　一…≡

月0””！0gα0〃”5肋一α洲　　　　　　　　　　　　　　　　ヒルムシロ　　　　　　　　　　≡

Beg1eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　び加α‘Z鮒｛αη〃1£〃｛＾var。ノ砂01一主ω　　　　　　　　　　タヌキモ　　　　　　　　　　　1・2

C1エα1αsp一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヤジクモの一種　　　　　　　2・3

Fundo王t　md　Datum調査地及び調査年月日：Be・g　Sakurei，Saga佐賀県東松浦郡作礼山（！9．Okパ78）
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14．ヨモギクラス（路傍植物群落）

　　Ar士e㎜isieteapri皿cipis

　　　　　　　　　　　　　　1）　才ニヤブマ才一ハマウド群葉

　　　　　　　　Boeh㎜erio・Ange王icetum　japo皿icae（Tab．49）

　オニヤブマオーハマウド群集は高さユ㎜に達する粗大なハマウドと，密生するオニヤブマオに

よって特徴づけられる多年生草本植物群落である。両者は所によって単独に出現するが，共存す

る場合も少なくない。とくにハマウドの生育地にはほとんどオニヤブマオが1土峨している。両者

はクチクラ鱈の発達した光沢ある硬質の葉を有する。

　群落の生育地は海岸に接し，断崖地下部などの，風衡の影響は少なく，しかも海より運搬され

た有機物が堆積しやすい立地に見られる。

　ハマウド騨落はすでに若狭湾などで記録されている。鍛近大場，菅原によってハマウド獅集と

オニヤブマオ櫛集がそれぞれ別個の櫨生単位として提案されている。しかし玄海地方では両者は

共存する場含が多いため両老を一つにまとめる立場をとった。

　オエヤブマオーハマウド群集はオニヤプソテツ巫群集とハマヒルガオユ縢至群集に区分される。前

者は出現種は極端に少ない型で，黒子島で調査された。ハマヒルガオ亜辮集は秒質地に紺現し，

　　　Fig．4！．海岸のゴミ’堆稜地にはオニヤブマオーハマウド群集が帯状に生育する

　　　　　　　（呼子1弼］‘，小川島）．

Boehmerio－Angelicetum　japonicae註n（lenMeeroskむsten（InselOg盆w盆jima，Yobukocho）．
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ハマヒルガオ，カモジグサ，イノコズチなど多数の種で区分される。この苑群集はさらにポタソ

ポウフウ変群集，典型変辮集およびハマダイコソ変群集に下位区分された。ハマダイコン変群集

は内睦的な場所に出現し，次のハマダイコソ群落に近い性質をもつ。

　オニヤブマオーハマウド群集はイノコズチ，ツクシキケマソ，ヤエムグラなどによってヨモギ

クラスに所属される。

　　　　　　　　　　　　　　　　2）ハマダイコン群落

　　　　肋ψ血π眈”蜆肋鵬v肌ゐo肋πぬf・rαψ血沁かo｛伽一Gese11昌chaft（Tab．50）

　海岸秒丘ぞいの適潤な窟栄養立地にしぼしばハマダイコソが密生し，群落を形成する。ハマダ

イコソは初夏に自色～淡紫色の花を多数つけとくに目立っている。共存する種榊こは，トウダイ

グサ，ヤエムグラ，ヨモギ，カタバミ，ツユクサ，ハルノノゲシたどの路傍生の1年生や多年生

草本値物がみられる。出現種は12～20種に達する。

　群落の生育地は砂質土壌に多かれ少なかれ有機物が推積し，窟栄養状態となっている。時にゴ

ミの投棄などを受ける。わが禺の海岸部ではかつての海岸低木林は大部分が代償植生でしめられ

ているが，ハマダイコソ群落はその一部を構成している。

　ハマダイコソ群落はすでにOhba，Miyawaki＆Tx．1973によって報告されている。わが禺

のいたるところに分布している。上級単位はヨモギクラスに所属されるのが妥当と考えられる。

　　　　　　　　　　　　3）　ツクシキケマンークサスギカズラ群落

　　　　　　　oor〃dα1葦s危挑εroc皿rpα一五sρ皿r皿σ皿8肋ci6皿8－Gesenschafき（Taも。51）

　壱岐島の芦辺町箱崎江角触の岩石海岸の前線で，やや土壌の堆積がみられる立地には，クサス

ギカズラが小塊状に生育している。この植分は，クサスギカズラ，ツクシキケマソ，テリハヘク

ソカズラを区分種としてツクシキケマソークサスギカズラ群落にまとめられ㍍

　ツクシキケマソークサスギカズラ群落は，高さ30cm，植被率80劣で北向きの海に面した小斜

面上に発達している。海岸前線にはチガヤーハマゴウ群集が生育し，内陸側は，二次箪原として

ススキ草原（メガルカヤーススキ群集）の生育するところとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　4）　オドリコソウーカラムシ群落

　　　　　　　ム皿π一i皿π一　6皿，1あα’〃”レ3oε危〃！2rjα　〃らPo肌o”ε口召σ一Gesellsch8fξ　（Tab．　52）

　農遭におげるヨメナーヨモギ獅落によく似た群落であるが，森林や生垣などの周縁部にも広葉

多年生草本植物を主とするオドリコソウーカラムシ獅落が帯状に生育している。この群落内には

ツルソバ，カラムシ，オドリコソウなどがみられ，オドリコソウの開花時はとくに際立ってみえ

る。出現種数は20～25種である。ヨメナーヨモギ群落に対し，ツルソパ，カラムシ，オドリコソ

ウ，ムラサキカタバミ，ミツバなどが区分種としてあげられる。時にシャクが優占種とたるが，
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　　　　　　　　　　　　Tab．50．ハマタ“イコソ群1落

∫～砂み伽〃5∫励加〃5var．1一ω伽州｛∫f．ブ砂1工”沁かo〃舳GeselIscha｛t

　Aufn．＿Nエ．：　　　　　　　　　　調査番号　　1　2　3　4
　Gr棚ed－Probef1自che（㎡）：　　　　　　調査廊　　　20　！0　25　20
　Hむhe〔L　Vegetation（c㎜）：　　　　　　　　　　　　　　植　　壬1　　高　　　　　70　　60　　100　100

　Deckung（1・Vegetation（％）：　　　　　　全植被率　　90　9010090
　Artenzahl：　　　　　　　　　　出現種数　　12　工7　13　20
　Tエenn註rten　d－Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　　　R伽舳舳伽・川・・乃・舳111・ψ伽｛1肋1あ　一マダイコソ　11・・・・・・・・・…1

　　　榊伽仙舳・1ゆα　　　　　　／ウダイグサ　1…・令十…「
　nemarten　d．Untereinhe1ten：　　　　　　　　　　　下位群落分」種　　　　…］

山』ε伽51・舳1・π…　　　　一一1ルカオド1．1、．、≡・

　　　舳∫伽伽　　　　　　ヤブジラミ　1斗土二・1
、、プ。、ツブ。，、是、、，、。ゴ、　　　カモジグサ1’l1111、、．、、．、≡

・二㍗鴛；；㌦…一：　ヨll；llの11．川’2；
　　　Gα肋””柳”！””f．∫加9ω””王　　　　　　　　　　　ヤエムグラ　　　　≡十・2　1・2　＋・2　！・2

二1；二㌶1；二∫　　　二：ζド1ll：：二：：1：2

二伽ア：1鴛刎，，ゴ、　　　㍍　1＋12＋．21111
　　　Kα〃〃18，・ゴ∫ユlo〃吻1〃　　　　　　　　　　　　　ヨメナ　　　　　1　・　キ・2

　　　Aη舳ご。。α舳。1α　　　　　　　シャク　　1．　　。．。．
　　　的。・舳・・ll1舳一∫川。．伽。伽1伽〃。　　ツルソバ　　1．　　。．。．

　　　0”α”“ωつη〃加∫α　　　　　　　　　　　　　　　　ムラサキカタパミ　！　・　　　　　・　2・3

　　　C0ぴゐ”5＾肋プocαψα　　　　　　　　　　　　　　ツクシキケマソ　　，　・　　　　　・　十・2

　　　Lα’”｛！””ろ”伽“’”　　　　　　オドリコソウ　1’　　．十
　　　C／”ツ伽”工1蛇”一”’”｛””α””　　　　　　　　　　　　　　シマカソギク　　　≡　・　　　　　・　十・2

　Begleite工：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種　　　　　　　1

　　　8…ん・1・1㈹舳　　　　　　　　　／・ルノノゲシ　11・2斗・2・1・2
　　　R・1・・幻砂・・伽11　　　　　　　　ギシギシ　　1・　十1・！1・2
　　　ル0舳プ〃∫ノ砂0〃’む伽　　　　　　　　　　　　　　　　メハジキ　　　　　1　・　　十　　・　　十

　■出現一回の種　AuBerde㎜je　einmal　in　Au｛n、一Nr．！：Zαf1り〃伽ゴψo〃｛α’3ハマェソドウ　3・3．3〃一〃〃

ム〃肋批’・三舳タイトゴメ　2・2、励・0〃〃∫ノ砂0〃｛α4∫スズメノチャヒキ　1・2，C0伽ルパ0ブ〃α‘1肋’∫カミエビ

王・2，肋・3肋r加∫c伽ゐ洲var、〃工α加三ヘクソカズラ　ート・2，1n2：灼〃〃ω口む召伽α　スイバ　1・2，1批ブム

ゐ1吻肋　ニガナ　1・2，Tプψ伽〃一プψ3州　シロツメクサ　1・2，工0〃｛c‘ブαノ砂0〃｛cα　スイカズラ　十・2，

∫〃’’j∫ゐ”三∫　オオジシバリ　令・2，1n31C16プ0ゐ〃∂110〃かた’工010〃〃〃〃　クサギ　！・2，Wαα舳9ω〃加”螂

カラスノエソドウ　十・2，　Wぬ力1‘肋〃αv盆r，10ろ刎α工どヅル十・2．1n4：3〃〃〃あ〃ム批’・〃1加　コモチマ

ソネソグサ　2・3，　Z肋一αgo〃加刎ブαgo，lo〃ω　ツルナ　十・2，　！）〃三〇η∂ブα7・砂3洲　アオイゴケ　令・2，

肋1ユ19o〃〃〃〔3〃〃c05三〃〃　ママコノシリヌグイ　十，　11：ブな固’・o〃w〃畑11・81一洲　オオアレチノギク　十．

　Fundorte　un〔l　Datum調査地及び調査年月日：1．Iki－Gun，Nagasak1長崎県壱岐郡勝本町タソス滴（王2．

　Mai’79）

　2．Berg　T盆kakush三，Karatsu，Saga佐賀県唐津市田平11iT高串山（25．Dez。’78）

　3．王n・el　Ogawa，P・自fektu・佐賀県東松浦郡啄子町小」l1島（！6．Mai’79）

　4．Hi・ado，Nagasaki一長崎県平戸市度島（18，Maゼ79）
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　　　　　　　　　Tab，51．ツクシキケマソークサスギカズラ群落

　　　　　　　　0oび6螂伽1エ8犯ブoω砂α一λ抄〃αg砒∫1肌〃“∫一Gese王1scha｛t

Au｛トNr一：　　　　　　　　　　調査番号
鋤he廿．Mee工（m）：　　　　　海披高
GrdBed－Probe±1査che（m里）：　　　　　　調査面積
Exposjtion：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プフ　　　　　　　　位

Neigung（o）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f翼　　　　　　　　象幸

Hδhed．Vegetat1on（cm）：　　　　植生高
Deckungd．Vegetation（％）：　　　　　　全植被牽
Aエt．n2ahl：　　　　　　　　　　出現種数
Tエemaエt㎝d．Gese11sch、：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　A抄”α9砒51tκ”刎　　　　　　　　　　　　　　　クサスギカズラ　　　　　　　4・4

　Cωツゐ伽加物伽”ψα　　　　　　　　　　　　　　　ツクシキケマソ　　　　　　　　1・2

　Pα伽伽∫む伽ゐ刀3マa工．〃吻プ”〃1α　　　　　　　　　テリハヘクソカズラ　　I　　　1・2

二Beg1eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1蔓窒イ辛種童

　Cγ伽肋〃〃力1ω〃’π　　　　　　　　　　　　　　　　オニヤブマオ　　　　　　　　　1・2

　Cα1ツ肋g｛α∫o”伽召”α　　　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ　　　　　≡　　　十・2

　〃閉g・〃伽∫伽肋1｛∫　　　　　　　　　　ヨシ　　　　　1　　キ・2
　沢伽α伽”〃〃Iα｛α伽　　　　　　　　　　　　　　テリハノイパラ　　　　　　十・2

　R砒洲ωノψ0”む砒5　　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ　　　　　　　　　　ート

Fundo・t　und　Datum調査地及び調査年月日1至ki，Nagasak玉長崎県壱岐郡芦辺町箱崎江角触（15，Ma王

’79）

シャクの生育地はそれほど多くはない。重た海岸付近や鳥しょ部ではシマカソギクが生育する。

　オドリコソウーカラムシ群落の生育地は，林縁部に位置し半陰状態で適潤状態にある。しかも

落葉や落枝，枯死植物などが堆積しやすく，土壌は有機質に窟み窟栄養である。隣接植生はオオ

イワヒトデータブ群集やスギ植林の場合が多い。

　群落分類体系上，オドリコソウーカラムシ群落は現在のところカナムグラーヤブガラシ襟団に

含められるが，将来，林縁植生の全貌が解明されれぽ，別の群団が必要となる可能徴がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　5）　イタドリ群落

　　　　　　　　　　Po1〃o〃眈㎜o鵬ρ〃α切㎜・Gesells曲枇（伽も。52）

　路傍や鉄遭敷，または河川敷などにイタドリの密生する植分がしぱしぱみられる。さらに，山

地の崩壊地にも同様にイタドリ群落が分布する。

　調査地内では壱岐においてイタドリ群落が調査された。イタドリが優占Lて高さ1㎜内外に達

し，13～王9種で構成されている。イタドリに緒びつく種は見出せない。とナタイノコズチ，ヨモ

ギたどの種群によってヨモギクラスの一群落と判定される。

　イタドリは全禺的に広く分布し，その生育地も様々である。低海抜地では路傍植生の主要構成

種である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　6）　ヨメナーヨモギ群落

　　　　　　　　Kα〃㎜ε沁〃o㎜3冗α・ル地㎜‘8iα〃加c卯8・Gesellsch盆ft（伽る・52）

　農道や林縁など不定期な刈取りや踏圧，火入れなどの人為的影響を受ける立地には多年生草本

植物を主とした群落が成立する。ヨモギ，ヨメナ，ヒナタイノコズチなどの広葉草本植物やチガ

ヤ，チカラシパなどのイネ科植物も共存する。

　玄海地方における路傍生の群落はヨメナーヨそギ群落にまとめられた。ヨメナーヨモギ群落は

ウマノアシガタ，ウシハコベ，ノアザミ，チカラシバ，スイバなどによって識別される。群落構

成種は季節によって生活力が異なり，春季に一はヤエムグラ，ミゾイチゴツナギ，ヤブジラミなど

が目立っが夏秋にはこれらは枯死し，代ってイヌタデ，キツネノマゴ，キソエノコロなどの1年

生草本植物が園立つ。

　ヨメナーヨモギ群落の立地は冒光の十分あたる農遣や空地などの適潤からやや乾生な土壌条件

下にみられる。耕f乍を停止した畑地にも一時舳こ一この群落が形成される。刈取りなどがつづく隈

り，持続するが，人為的な干渉が低下するに一従って，チガヤ草原となり次いでススキ草原に遷移

する。

　群落分類体系上の位置は関東地方で記録されたユウガギクーヨモギ群集と共にチカラシバーヨ

モギ襟団に含められ，ヨモギオーダー，ヨモギクラスに所属される。

Fig．42、路傍に生育するヨメナーヨモギ群落。自い花をつけている植物はヨメナ・

　　　　Kα〃1〃3｛ツol〃ε〃α一A倣〃蜘圭α州1κ砂5・Gesellscha丑t　an　Wegr百ndem．
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15．才オバ＝1オーダー（路上，冠水地植物群落）

　　凹anta9量血eta正iaasia亡三cae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ギシギシ群落

　　　　　　　　　　　　　1～〃π一3エゴαρoπεo皿8－Ge昌elΣsc盲aft　（Ta■〕．53）

　ギシギシ群落は當栄養立地に生育し，好窒素性の植物群落の最も代表的なものである。都市河

川の下流部や水蘭の畔，排水溝付近に流水にそって帯状の群落を形成する。

　Tab．53．ギシギシ群落

R〃1〃3”ノ砂o〃む砒5・Geseilscha壬t

Au｛n．一Nr．：

H6heむ。Mee・（m）：

GrdBe　d－Probe｛1査che（壷）：

H6he　d－Vegetation（cIn）：

Deckung　d－Vegetation（％）：

Arten2ah1＝

査番
披

査　面

生

植　被

現　種

1

2

50

90

100

17

2

30

12

100

95

24

丁鴛熾㍗　　　　群鴛　　一阯｛
　Kem弧ten　d．Agropym－Rumicion：　　　　　カモジグサーギシギシ群団標徴穫

　　Ag仰少γ℃肌虹棚oゴ｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　カモジグサ　　　　　　　　　1・2　　王・2

　　1『Zα刀エαgoα5｛α”cα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオバコ　　　　　　　　　　　　　　1・2

　　R01ψ戸α加”cα　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌガラシ　　　　　　　　　　　十・2

　Beg1eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　丁プψ伽〃けψ伽∫　　　　　　　　　　　　　　シロツメクサ　　　　　　3・3　　3・3

　　Coブo〃oμ∫”め〃舳　　　　　　　　　　　　　　　カラクサナズナ　　　　　　十　　3・3

　　8工〃αr｛αη苫g主θ伽　　　　　　　　　　　　　　　ハコベ　　　　　　　　1・2　　1・2

　　Gα〃〃旭ψ〃主〃〃f．∫かなo〃柳　　　　　　　　　　　ヤエムグラ　　　　　　　十・2　　1・2

　　0エαぬω閉｛c〃α加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カタバミ　　　　　　　　　　　1・2　　　＋

　　A他舳5｛α〃加む砂∫　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　斗　　1・2

　　Poα伽舳α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ　　　　　十・2　　3・3

　出現一回の種AuBerde㎜je　e1nmal　in　Aufn．一Nr．1：乃∫工眈α研舳必〃αごω　オニウシノケグサ　1・2，

工ω舳r刎ゴψoがc〃∫メハジキ　1・2，8o肌ん砒∫o1ぴα‘伽5ノゲシ1・2，0伽狐ωぴ肌ろωαムラサキカタパミ

十・2，ル㎏〃0〃舳〃1αか舳ぬオオアレチノギク　十・2，Rψ1王伽伽3α伽刎マar一乃o他洲｛』£τ砂みα〃3かo〃85

ハマダイコソ　十・2，五ψ1エoブ〃α〃｛05c砂｛α　トウダイグサ　十，A伽gα〃5αr眺珊必壬一’oε閉1ω　ルリハ

コベ　斗，in2：T0ブ必りψ0加むαヤブジラミ　！・2，月0”sp－1・2，C砂56”αろ砒ブ醐4ω0沁ナズナ斗．2，

Cα椛エφ肋αマスクサ　キ・2，Cα〃〃蛇伽αc0〃”旭！〃！｛∫ツユクサ十・2，Rα舳肌砒1螂ノ砂0”c伽ウマノァシ

ガタ　十・2，Wc｛α伽g砒∫五伽主｛砒〃｝　ヤハズエソドウ　十．　Bγ主鰍肌加0γ　ヒメコバソソウ　キ．V膚ro刑北α

伽η召伽｛5　タチイヌノフグリ　十・2，丹榊”α〃閉α肋カラスピシャク　十，月0りg0舳1〃5刎庇ω〃〃ママコ

ノシリヌグイ十，C”伽”〃”910〃鮒α工眺榊オラソダミミナグサ十、M〃”0”り砂0〃｛〃5アカメガシワ　十．

　女undorte　md　Datum調査地及び調査年月日：1．Stadt　Hirado，Nagasak1長崎県乎戸市度島町（18．Mai

　’79）．2．Iki，Nagas・ki長崎県壱岐郡芦辺町瀬戸ノ淋（！4－Mai’79）
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　ギシギシ群落は主として多年生草本植物で構成されるが，構成種にはほふく枝をもつものが多

い。これらは，流水の機械的作用に適応した形態である。

　調査地内では河辺よりはむしろ，放牧地，路傍や空地などの適潤立地におけるギツギシ群落の

資料が得られた。共存種にはシ胃ツメクサ，ハコベ，スズメノカタピラ，カラクサナズナ，カタ

バミなどがみられる。とくにツロツメクサの生育は旺盛で，カーペット状に繁茂している。

　ギシギシ群落はオオバコ群落と近縁の植物群落である。カモジグサ，オオパコ，イヌガラシな

どを標徴種としてカモジグサーギシギシ群団，オオバコオータ㌧に所属される。

　　　　　　　　　　　　　　　2）　カゼクサーオ才バコ群葉

　　　　阯agro昌t童of肘Hg童ne童一Pian危agine“m毘s｛aいcae（他も。54）

　カゼクサーオオバコ群集は多年生草本植物を主とし路上に生育する櫨物群落の一つである。路

上は間断なく跡圧が加えられ，生存する植物はごく限られている。路上植物の代表的な種である

オオバコはロゼヅト葉を地表耐こ接して広げ，発達した根群で水分を碍る。

　カゼクサーオオバコ群集はカゼクサを標徴種とするが，カゼクサは叢生形の生育形をとり，とく

に乾燥に強い。したがって群集の分布は，台地や丘陵地の地下水位の低い道酪上に多くみられる。

　調査地内では九州木土，島しょ部をとわず農村景観域に広く出現する。得られた調査資料によ

れぱカゼクサーオオバコ群集は2つの下位群落に区分される。跡圧が強くより立地携乱のはげし

　　　Fig．43．路鋳に発達したカゼクサーオオパコ群集（唐津市，竹木場）I

E　rag　r　o　sti　o｛e　rru　gi　n　ei－P1ant　agi　n　et　u㎜a　s　i　a士i　cae　auf　betretenen　Wegen

（Takekoba三n　der　Stadt　Kaτatsu）．
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　　　　　　Tab．54．カゼクサーオオバコ群集

Eragrostio　feirugine1－Plantaginetum　asiaticae

　Au｛n、一Nr．：　　　　　　　　　　　査番　　　1
　Hbheむ．Meer（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抜　　　　　　　　65

　Gr68e　d．Proben註che（㎜望）：　　　　　　　　　　　　　　　　　査　面　　　　　　　　2

　H6he　d－Vegetation（cm）：　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　　　10

　Deckungd－Vegetation（％）：　　　　　　植被　　　60
　Artenzah1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現　種　　　　　　　　9

　Kem註エt　d．Ass一：　　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種　　　　　…

　　畑舳11伽・ψ昭α　　　　　　カゼクサ　　　・・・・・・…l
　Trenn脳t㎝d．Untereinlleiten：　　　　　　　　　　下位群落区分種

　　γ3「0”｛cαα榊8洲｛∫　　　　　　　　　　　　　　　　タチイヌノフグリ　　≡1・2　＋・2…十・2　　・

　　ルな鮒0η5！伽α腕〃∫主j　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク　　．±．．．．±∴署、1

算㌶1ぷ㍗　　　　二1ζ㌃　　　1l11二1：1
　Kemart　d－hbheren　E1nheiten：　　　　　　　　　　上級単位標徴種
　　1『室α刑立α盈oα∫｛α加むα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フトフヨ’ノミコ　　　　　　　　　　　1・2　　2．2　　2．2　　1・2

　Beg王eiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　P0αα”舳α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ　　1・2　1・2　3・4

　　C砂5311αろ鮒5αク伽主0閉　　　　　　　　　　　　　　　ナズナ　　　　　　1＋・2　　・　1・2

　出現一固の種　AuBerdem　je　einmal1n　Aufn。一Nr．　1：K榊〃〃鮒oη加5〃α1α　ヤハズソウ　キ・2、

λgブ砂ツr〃けα召刎抑閉〃エアオカそジグサ　十・2，C〃αg主肋αマスクサ　十・2，1n2：1）三c1エo加み伍r砂8〃∫

アオイゴケ1・2I　Agr主〃左0〃ぜαノ砂0加cαキソミズヒキ　！・1、乃舳主鋤〃旭α1ψ3α‘ブo〃ωチカラシパ　十・2・

C例工3”螂伽｛α伽α　ツボクサ　十・2，A〃αgα”5α閉3〃5｛3｛一ω3閉1ωルリハコベ　十，ヨn31Cαブゐ刎｛1蛇

∫Z8伽0∫α　タネツケパナ　1・2，Zoツ5｛αゴ砂0〃｛ω　シバ　1・2，C抄θr伽r0工一伽∂洲　ハマスゲ　1・2，8αg加α

ゴ砂0〃北αツメクサ　十，Z伽η”㏄刮1〃ψ五c｛〃α18セイヨウタソポポ　斗，in4：”g”伽加切01伽c8〃5　ア

キメヒシバ　十・2，Aブ肋必加〃｛肌ψ∫　ヨモギ　十．月0肋工”α伽主〃主〃1α　オヘピイチゴ　十、　Wむ｛α

伽g伽工ψ”α　カラスノエソドウ　ート．

　Fundo・te　md　Datu㎜調査地及び調査年月日：1．In・el　Taka・hi醐a長崎県北松浦郡鷹島（王7．Maボ79）

　2．H1亙ado，N註gasaki長崎県平戸市痩島（18．Mai’79）

　3．Iki，Nagas註ki長崎爆壱岐郡芦辺町瀬戸椛（14．Maボ79）

　4．Tenman－Shjntoschre1n，Yuk1a1no，Saga佐賀燥東松浦郡行合野天満榔杜（20．Okパ78）

い植分ではオオアレチノギク，タチイヌノフグリなどの1年生草本植物が生育し，より安定した

立地ではギョウギシバ，シロツメクサなどの多年生草本植物によって識別される群落となる。

16、才カヒジキクラス他（海岸汀線有機物上一年草群落）

　　Sa－sOle竜ea　k0㎜arOvii汕．a．

　　　　　　　　　　　　　1）　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

　　　　　Ca1ysteg童o　soIdanouao－Sais〇三et皿㎜ko㎜a正ovii（Tab．55）

海津砂丘の汀線付近には，アカザ科の好窒素性一年生草本植物のオカヒジキに識別されるハマ
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ヒルガオーオカヒジキ群集がみられる。

　この群落の構成種は5～8種と少なく，植被率も30％余りと低い。そして汀線に沿って堆積し

た植物枯死体や海藻などの剛こ，多肉な針状葉をもつオカヒジキがよく分枝して被度2～3程度

で生育し，ツルナ，ハマダイコソ，スイバなどの好窒素性植物や，コウポウムギ，ハマニガナな

どの砂丘植生の構成種もまた疎生している。

　この群落の立地では，波によって打ち上げられた有機物が日照と潮の干満に伴なう水分条件の

変動により急速に無機化して立地を富養化させることが考えられる。しかし時に海岸を襲う高波

はこの群落を崩壊させる。

　ハマヒルガォーオカヒジキ群集はOhba，M1yawaki　et　Tx．1973によって報告され，オヵヒジ

キ群団Sa1so1iOn　kOmarovi三，オカヒジキオーダーSa1soieta玉ia　ko㎜aエovii，

オカヒジキクラスSa1so1ete盟ko㎜aroマiiに所属させている。

　ハマヒルガオーオカヒジキ群集の分布は北海遺および本州各地で報告されているが，今回の調

査地域では長1跨県壱鮫郡石囲町大浜と，福岡県糸島郡志摩町姫島において植生調査資料が得られ

た。

　　　　　　　　　　Tab・55．ハマヒルガオーオカヒジキ群集

　　　　　　Calystegioso王dane11ae－Salso王etumkomarovii

Au｛kNr一：　　　　　　　　　　調査番号　　　！　2　2
Gr棚ed．〕P工0もef1蓋che（m里）：　　　　　　調査繭積　　　2x王01x51x5

㌫㍗（・）：　　1抜1∴二
N・i…川：　　　　　　　傾　斜　1一・一
飢猟鴛、㌫）：　　簑植生被纂　1：：1㍑

Arten．ah玉：　　　　　　　　　　出現種数　　≡5　6　8
Kem－und　Trennarten　der　Ass．： 群集標徴種および区分種　＝

　8α1501α雇0”吻r0加｛　　　　　　　　　　　　　　　オカヒジキ　　　　　　　　　2・3

　乃かαg0〃α蛇かαg0〃0｛ゐ5　　　　　　　　　　　　　　　ツノレナ　　　　　　　　　　　　　　十

　R〃加ωαα1o伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイバ　　　　　　　　　　　キ・2

　Cαり地g｛α50〃α閉〃α　　　　　　　　　　　　　　　ハ寸ヒルガオ　　　　　　　　　　・

Beg王e1ter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　C〃ω是oあo〃棚虹　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウムギ　　　　　　寺　　十　　・

　11〃ブ｛5ブ砂伽5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ㌣ニガナ　　　　　　　　・　　1・2　　＋

　Rα少先α刑螂5α加η刎var・んor工舳5ムf．ブ砂乃α”｛5〃o｛ゐ5　　ハマダイコソ　　　　　　・　1・2　斗・2

　Zα肋ヅ刎ゴ砂0”6洲　　　　　　　　　　　　　　　　ハマエソドウ　　　　　　十・2　　・　　・

　3芭オαブ｛αη｛プ｛∂｛∫var．声αε々y5工αcんツj　　　　　　　　　　　　’、マ＝［ノコロ　　　　　　　十・2　　．　　　・

　〃伽椛舳あ〃α肋旭　　　　　　　　　　　　　　ボウムギ　　　　　　　　・　　・　斗・2

　Cακユク砒〃〃α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ　　　　　　　・　　・　　十

Fmdo工te　und　DatuIn調査地及び調査年月覆：ユ，3．Ik1－Gun，Nagasaki長崎県壱岐郡石囲町大浜（ユ4．Mai

’79）、2．I鵬el　H1m・・h1ma，Fukuoka福岡県糸島郡志摩町姫島（23．Aug・’79）
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Fig．44 植物遺体やゴミの集穣する汀線付近にはハマヒルガオー

オカヒジキ群集がみられる（壱岐郡石蘭町大浜）．

Ca工ysteg1o　soldaneuae－Salsoletu㎜komarovji　aufSpOls盆umen　o工gan1scher

Reste（Zo曲閉，Algen，蓬o1z，㌻ie正Ie1che蘭u－s－w一）auf　de㎜oberen　Strand（王schida＿Cho，

Oohama，了ki一至nse1）、

　　　　　　　　　　　　　　2）　ツクシキケマンーツルナ群落

　　　　　　0or〃dα〃8　此8fεr06αrρα一r3fr囮σo〃iα　f侶fr皿goπo｛d28－Ge畠e11schaft　（Tab・　56）

　海岸砂丘の凹状地や礫質海緯の岩陰などには好窒素性の多年生草本櫨物であるツルナの優占す

る群落がみられる。この群落は中国地方や九州に分布するケシ科の2年草のツクシキケマソと，

優占するツルナを区分種としてツクシキケマソーツルナ群落にまとめられた。

　ツクシキケマソーツルナ群落の構成種は3～5種と少ないが，ツルナ，ツクシキケマソ，ハマ

ダイコソ，ツユクサ，ヤエムグラなどの好窒素性植物群によって特徴づけられ，植被率も60％以

上を示す例が多い。

　この群落の立地は海崇の特にゴミや植物遺体などの有機物の厚く堆穣した當養立地に隈られる。

また類似した立地に生育するオカヒジキ群落と比較して，より當栄養でやや安定した立地である

と考えられる。この蕪は，ツクシキケマソーツルナ群落が，海岸付近の道路や人家の周辺にも二

次的に生育する事実からもうかがわれる。

　ツルナ群落は我禺の暖帯の海津に点々と分布する。今回，長崎県平戸市黒子島と佐賀県唐津布

神集島において記録された。
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　　　Tab．56．ツクシキケマソーツルナ群落
Coぴ∂α1｛∫1肋伽仰α一Z肪αgo伽刎ブαgoπo〃θ5－Ge・ell・chaft

Au｛n．一Nr．＝

G工δBe　d－P王obe±1萱che（㎜2）：

脳he乱Meer（皿）l
Exposition：

Neigung　（o）：

H6he　d・Vegetat1on（c㎜）l

Deckung　d・Vege㈱ion（劣）：

Artenzahl：

調査番号
調査繭積
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

植　　生　　高

全植被率
出　現種数

ユ

1x3

3

25

60

4

2

ユx5

3
S
l0

20

20

5

3

1x3

0．5

S　E

10

40

90

3

Tremarten　der　Gesel1scha壬t：　　　　　　　　　　　群落区分種

　乃ケα90”α”榊90加0｛6ω　　　　　　　　　　　　　　ツルナ　　　　　　　　　4・4　2・2　5・5

　C0びゐ狐乃漉「0ωψα　　　　　　　　　　　　　　　ツクシキケマソ　　　　　　・　　十　　王・2

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　C”り曲9｛α∫0”α榊”α　　　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ　　　　　　2・2　1・2　　・

　C0榊鵬伽αω刎”刎加∫　　　　　　　　　　　　　ツユクサ　　　　　　　ート　十　　・

　Rψゐα舳∫α肋洲w．1・・ブ肋・｛・£妙ん伽｛倣・〃召∫　ハマダイコソ　　　　2・2　・　・

　抄｛06〃0αη〃0∫α　　　　　　　　　　　　　ナルコビェ　　　　　　・　キ　　・
　Gα1”榊功蜥｛〃πf，5か｛g0∫〃〃　　　　　　　　　　　ヤエムグラ　　　　　　　・　　・　1・2

Fundoエセe　und⊃atum調査地及び調査年月日：1．Insel　Ku・okoj1ma，Hi・ado，Naga・ak1長崎県平戸市黒

子島（19．Maド79）．2，3．Insel　Kashiwaji棚a，Karatsu，Saga佐賀県唐津市神集島（2王．Aug。’79）

　　　　　　　　　　　　　　　　3）　マツナ群落

　　　　　　　　　　　　8砒α8♂ασ1α吻cα一Gesellsoha麦t　（Taも・57）

　壱岐島芦辺町の内海に面した砂洲上で，マツナの優占する群落が記録された。マツナ群落の植

生高は15cmで，全植被率は85％であるが，調査時期が5月であるために，夏にかけて植生商，

全櫨被率ともに増加すると予測される。マツナ群落は被度4と優占するマツナと，ホソバノハマ

アカザ，ツルナなどの海岸付近の當養立地にみられる種群や，砂丘植生構成種であるコウボウシ

バ，ハマニガナなどの種群から構成されている。このうち，マツナとホソバノハマアカザは，ア

カザ科の好窒素性一年生草本植物であり，風波の穏やかな海岸の満潮線付近の漂着有機物に窟む

立地を指標していると考えられる。

　マツナ群落は，汀線沿い寓養地1年生草本植物群落として，ハマヒルガオーオカヒジキ騨集と

生態的にほぽ同位と考えられるが，オカヒジキ群落にみられるようた海からの風波による直接的

な打撃は少ないと推測される。

　マツナ群落の植物杜会学的な位置づけはまだ十分に解明されていないが，マツナ，ホソバノハ

マァカザたどの群集によって，北半球に広く分布のみられる塩生湿地草原のオカヒジキクラス

Saisoletea　komarov三量Ohもa，Mliyawak1et　Tx．王973に含められるのが妥当であると

考えられる。
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Tab．57．マツナ群落

3砒α召6αg1伽κα一Gese王1schaft

Au｛n．一Nr．：

GrdBe　d．Probe脇che（㎜王）：

H眺eむ一Meer（皿）：

H眺e　d－Vegetation（cm）l

Deckung　d－Vegetat1on（％）：

Arten独h1：

査　番

査　繭

披

坐

植　被

現　種

］一

2
コー

15

85

5

丁王ennarten　d．GeseIlscha壬t：　　　　　　　　　　　　　　　群落区分種

・舳ψ肌α　　　　　　　マツナ　　　　≡…1
ル伽…舳　　　　　　　　ホソノミノー吋アカザ　　…l
BegIeヨter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1随イ半重童

C舳〃批・〃α　　　　　　　　　　コウボウツバ　　1　　2・3

鴛㌫ゆ伽　　　ニニガナ　1工
Fmdort　und　Datu㎜調査地及び調査年月日：Ik1，Nagasaki長崎県壱岐郡芦辺町諾書南触（15．Mai’79）

17．ハマツメクサクラス（海崖一年生草本植物群落）

　　Sa幻皿etea　maxi㎜ae

　　　　　　　　　　　　　1）ハマニ〔ノコq一ハマツメクサ群集

　　　　　　Set塁rio　pac菊ystackyos－Saginetu皿1皿1axi㎜ae（父毘b・29）

　海津断崖地の最前線は，海からの塩分を含んだ飛沫を受け，土壌の堆積もほとんどみられない

立地となっており，ハマエノコロ，ハマツメクサ，タイトゴメなどが先駆的に侵入生育している。

今圓，壱妓島郷ノ潮町初瀬で3地点，黒島で1地点の植生調査資料が得られた。海岸断崖の最前

線の植生は，ハマエノコロ，ハマツメクサ，ヤマノイモを群集標徴種および区分種としてハマエ

ノ：コローハマツメクサ群集にまとめられる。

　ハマエノコ邊一ハマツメクサ群集は，植生の高さが10～15c狐，植被率30～80％，出現種数6

～8種でタイトゴメ，ハマゼリ，ハマエノコロ，ハマツメクサ，ヤマノイそなど至，2年生草本植

物を中心に構成されている。植被率，優占種は細かた立地条件の差異に応じて変化，変動が多い。

　大場・菅原1978は，臼本の海崖一年生草本植物群落としてハマツメクサクラスS　ag　inete　a

maXim乱eを提暢し，ハマゼリ群集，ハマエノコロ携集，タイトゴメ群集などを区分している。

今回調査資料が得られた4地点を中心に比較検討を行なうと，ハマゼリ，ハマエノコロ，タイト

ゴメなど各々が標徴種として区分された種群が楯互に細かな立地条件の差異に応じてモザイク状

にみられるのが海崖一年生草本植物群落である。したがって，分布域としてもほぽ同一の広がり

をもつハマゼリ，ハマエノコロ，タイトゴメなどの種群をまとまりとしてとらえ，ハマエノコロ

ーハマツメクサ鮮集としてまとめられるのが妥当である。
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　ハマエノコローハマツメクサ騨集の上級単位は，ハマエノ；！ローハマツメクサ群団Setario

pachystachyos・S盆ginion㎜aximaeOhbaetSugawara1978，ハマエノコローハ

マツメクサオーダーSet直rio　pachystachyos－Sagine室a1呈a　m盆ximaeOhbaet

Sugawara1978，ハマツメクサクラスSag量netea加aximaeOhbaetSugawaraユ978に

所属する。

Fig．45海岸岩上のハマエノコP一ハマツメクサ群集（玄海町値賀崎）．

　　　Setaヱiopachystachyos－Saginetum㎜axi㎜ae
　　　au｛Gesteins－K対sten（αligasaki，Genkai－Cho）．

18、伐採地一年生草本植物群落

　　Ei皿j生hrige　Schla99ese11scha｛を

　　　　　　　　　　　1）ベニバナポqギクーダンドポロギク群集

　Crassoo③p血al㎜m　crep量dioides一刃rechtites　h言eracifo1貴a－Ass・（父ab．58）

　森林が伐採された跡の開放地は，伐採時に残稜された植物遺体が盤窟なことと，急に光が直射

することによって土壌微生物による有機物分解が急激に進み，當養化する。このような伐採直後

の竃養立地には，直ちに好窒素性の一年生草本植物を主とする雑草が進出し，伐採跡地に特有な

草原を形成する。この草原はベニバナポロギク，ダソドポロギク，ヤクシソウ，ヒメムカシヨモ

ギ，オオアレチノギクなどのキク科の風散布植物や，ヒヨドリジョウゴ，ヌカキビなどで特徴づ

けられ，ベニバナボ唄ギクーダソドポロギク群集（宮脇1967）としてまとめられた。ベニバナボ
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ロギクーダソドポロギク群集は土中窒素分の消費とともに急速に衰え，その存続期間は短い。

　ベニバナボロギクー一ダソドボロギク騨集は，ヤクシソウまたはダソドボロギクが優占し，高さ

互m程度の密生した箪原になっている。群落内には，クマイチゴ，タラノキ，アカメガシワ，ク

サギ，アオモジなどのクサギーアカメガシワ群剛こ属する陽生低木類の芽生えが混生している。

これらは数年ののちにはベニバナボロギクーダソドポPギク群集にかわって，低木林を形成する

ものと推定される。

　現在まで明らかにされているベニバナボロギクーダソドボロギク騨集の分布は，主としてヤブ

ツバキクラス域に一致し，一部ブナクラス域の下限付近にわたっている。調査地域内ではいずれ

も標高530～610mのヤブツパキクラス域上限で記録された。群落体系上の位置は北欧の伐採跡地

群落のヤナギラソクラスに対比されるが，上級単位は現段階では未決定である。

Fig．46．シキミーモミ群集の伐採跡地に発達したベニバナボ靱ギクーダソドボ回ギク群集

　　　　（西有町町八天岳700m）．

　Crassocepha1o－Erechtヨtetum　hieraci±o1iae　au士eヨner　Schlag｛1査che　des
　Il］icio－Abietetu㎜｛1rmae（Berg遭砒endake700m鮎erMeer，Nishiarita－Cho）．

19．シロザクラス（耕作畑地雑草群落）

　　C止enoPodietea

　　　　　　　　　　1）　ヒメムカシヨモギ　才オアレチノギク群落

　　　　　　〃r幼2roπoαπαdε”8ε8一亙r幼εroπ8〃〃αかεπ虹8－Gese11scha麦t（Tab．59）

畑地には，強度の人為的干渉のもとに主に短期1年生草本植物から構成される特殊な群落が生
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育している。しかし耕作放棄後1～3年のうちにキク科ムカシヨモギ属の越年生草本櫨物である

オオアレチノギク，ハルジョオソ，ヒメムカシヨモギなどによって特徴づけられる群落に置き換

えられることが多い。このような耕作放棄地の二次遷移初期に生育するムカシヨモギ属の群落は，

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク騨落にまとめられる。

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落の植生高は0．8－2㎜で，出現種数は10～24種と，

放棄以前の人為的管理や放棄後の時問的経過によって変異がある。耕作地や休耕初期の耕地に優

占するザク螂ソウ，スベリヒエ，ハナイバナ，コニシキソウなどの分枝型の生育形をもつ1年生

草本植物は消滅し，かわってオオアレチノギクやアキノノゲシ，ベニバナポロギクなどの直立形

の生育形をもつキク科の大形の（1～）越年生草本植物が優占している。

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は，本州，四国，九州のヤブツバキクラス域におい

て畑耕作放棄初期の獅落として広くみられる。調査地域では，佐賀県麿津帝や玄海町などにおい

て櫨生調査資料が得られた。

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落はコミカソソウーウリクサ群集，カラスピシャクー

ニシキソウ群集またはイヌビエ群落の後続騨落と考えられる。さらに時閥的経過にともなって，

ヨモギ，チガヤ，ススキなどの多年生草本植物の群落を経てカラスザソショウーアオモジ群落な

どの陽生夏緑広葉二次林へと群落の遷移が進行すると推定される。

F三g－47．畑耕作放棄地に発達したヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落．

亙ブ｛g〃o〃　ω〃”8〃∫6∫一亙プな〃o〃舳〃1励r虐伽｛∫一Gesellschaft　auオau士gegebenem　Acker

（In・elKashiwa）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　イヌビユ群落

　　　　　　　　　　　　五㎜α閉π肋眈s肋〃ω8－Gese脆曲枇（Taも・59）

　粗放な管理の行なわれている畑地や休耕地などには，ヒユ科の！年草であるイヌビユの優占す

る群落がみられる。

　イヌビユ群落は，植生高O．3～！㎜で，鵠現種数！6前後の主に1隼生草本植物から構成される

畑耕作地雑草群落である。群落内にはイヌビユがよく分枝した茎を斜上させて被度3前後と優占

するほか，ハナイバナ，ザクロソウ，ホトケノザなどの分枝型の生育形をもつ種櫛や，エノキグ

サ，タカサブロウなどの直立型の生育形をもつ種群などの耕畑作地に広くみられる好窒素総の王

年生草本植物が多数生育している。

　イヌピユ群落の植生調査資料は，長崎県松浦市や佐賀県唐津市のハクサイやキウリなどの蕨菜

類の栽培されている畑において，また疏菜類の収穫後，放置されて問もない畑において得られ

た。

　イヌどユ群落は，コゴメガヤツリ，ザクロソウをはじめ多くの種滞がコミカソソウーウリクサ

辮集と共通性が高い。また，それら両者の共通種群の被度は，いずれもイヌビユ群落の方が高い

値を示してい私さらに低い常在度ではあるがコミカソソウーウリクサ群集の標徴種コミカソソ

ウを含むことなどから，イヌビユ群落はコミカソソウーウリクサ群集の生育地において，中耕，

除草などの人為的管理が弱まるとともに成立する襟落の一つであると考えられる。

　イヌどユ群落は，人為的管理の停止にともない，越年生箪本植物群落であるヒメムカシヨモギ

ーオオアレチノギク群落に置き換えられ私

　イヌビユ群落は，エノキグサ，コゴメガヤツリ，ザクロソウ，コ・・シキソウ，スベリヒユなど

の種群を含むことから，目本，中園，東亜，欧州などに広く分布する畑地雑草鮮落のシロザクラ

スChenopodie言eaBr．一捌．19趾に包含される。

　　　　　　　　　　　　　　3）　コミカンソウーウリクサ群集

　　　　　Phy11an含hu昌uri聰ari証一Li聰de迂唖i塁cr皿st乱cea・Ass．（父ab．59）

　畑耕作地は，恵まれた日照条件と水分条件をもつとともに，自然界ではほとんど稀なほどに寓

栄養な立地であるが，作物以外の植物には，耕起，中耕，除草などの人為的管理によって厳しい

環境といえる。このような立地には，発芽より結実童での生育期間が短かく，至株当たりの種子

生産数がきわめて多いなどの維質をもつ至年生または2年生輩本植物が，絶えず加えられる人為

的干渉と対応して持続群落を形成している。

　平戸市囲ノ浦，唐津市神集島のサツマイモの栽培されている畑で，・ユミカソソウやメヒシバな

どの生育する耕作地雑草群落の植生調査資料が得られた。植生高30cm前後で被度5と優占する

サツマイモのために，雑草の被度は十童たは1と低い値を示している。主な構成種としては，コ
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ミカソソウ，クワクサ，ザクロソウ，メヒシバなどの1年生草本植物があげられ，出現種数！6，

17種である。

　この群落は，コミカソソウ，クワクサ，ノゲシを標徴種および区分種としてコミカソソウーウ

リクサ群集Phyl1anthus　urinaria－Lindemia　cエustacea－Ass．Miyawaki

1969にまとめられる。

　コミカソソウー一ウリクサ群集は，本州の近畿以西，四国，九州のヤブツバキクラス域の畑地雑

草群落である。調査地域では，コミカソソウーウリクサ群集と種組成的に近縁牲の高いイヌビユ

群落とともに，長崎県，佐賀県の九州本土および平戸島，神集島などに分布している。

　コミカソソウーウリクサ群集は，ザクロソウ，エノキグサ，コゴメガヤツリなどの種群を含むこ

とから，1ヨ本，中国，東亜，欧州などに広く分布する畑地雑草群落のシロザクラス　Chenop－

od1etea　Br．一BL1951に包含される。

　コミカソソウーウリクサ群集は，人為的管理の停止にともない，イヌどユ群落やヒメムカシヨ

モギー一オオアレチノギク群落などにすみやかに置き換えられる。

　　　　　　　　　　　　　4）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　P童㎜eI－ia　ternata一逸uphorb｛a　pse㎜docha！naosyce－Ass．（Ta5．60）

　調査地域の九州本土の畑雑草群落としてコミカソソウーウリクサ群集が生育するのに対して，

壱妓島，度島たどの島々の畑耕作地雑草群落はカラスビシャクとホトケノザを標徴種および区分

種としてカラスビシャクーニシキソウ獅集Pine11ia　ternata－Euphorbia　pseudo－

ch＆㎜ae　s　y　ce－As　s．Miyawaki至969にまとめられた。

　カラスビシャクーニシキソウ群集の櫨生高は0．2～1mで，全植被率は30～90％と栽培される

作物や人為的な管理状態によって値に差異がみられる。主な構成種は，ヤエムグラ，カラスビシ

ャク，ノゲシ，ハコベ，ツユクサなどで，調査時期が春であったため，ナズナやタチイヌノフグ

リなどの春から夏にかけて生育の盛期をもつ種群も高い常在度を示している。これらの主に好窒

素性の夏年生草本植物から構成される種群は個体数は多いが，少数の特定の種が優占することは

なく，いずれも低い被度で畑中に分散して生育している。また，ヨモギ，ハマスゲ，ヒルガオな

どの多年生草本植物が多数出現していることから，壱妓島などの島々の畑耕作地では，コミカソ

ソウーウリクサ群集やイヌピユ群落の生育する畑耕作地と比較して，やや組放な人為的管理で行

なわれていると考えられる。

　カラスどシャクーニシキソウ獅集はエノキグサ，ウシハ・コベなどの種獅で区分されるエノキグ

サ亜群集と，ミチヤナギ，ギシギシたどの種群で区分されるミチヤナギ亜群集に下位区分される。

エノキグサ亜群集は，タマネギ，タバコ，コムギなどが栽培されている耕地にみられる。ミチヤ

ナギ亙群集は，休耕してまだ間もない畑や，ハダカムギが栽培されているが粗放な管理下にある

畑などにみられる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1θ9

　カラスピシャクーニシキソウ群集は本州，四国，九州の主にヤプツバキクラス域の畑耕作地に

みられるが，調査地域内では壱岐島，度島，鷹，島，黒島，青島などの島々に分布している。この

ようなカラスビシャクーニシキソウ群集とコミカソソウーウリクサ群集（またはイヌビユ群落）

との空閥的住み分けには，玄海灘の冬季北西風の影響が人為的管理や土壌条件などとともに大き

な要困の一つとなっていると考えられる。

　カラスビシャクーニシキソウ櫛集は，ナズナ，ハコベ，ヤエムグラ，ノゲツなどの種群を含む

ことから，シロザクラスChenoPodietea　Br一一31．！951に属せられる。

　カラスビシャクーニシキソウ群集は。人為的管理の停止にともない越年生草本植物群落のヒメ

ムカシヨモギーオオアレチノギク務落に置き換えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　5）マツヨイグサ群落

　　　　　　　　　　　　　02皿o批8rα8か此伽・Gesel1艶haft（Tab・61）

　壱岐島芦辺町の内海に面した砂丘上でマツヨイグサの優占する群落が記録された。マツ　イグ

サ群落には，草高40cm余りのマツヨイグサが被度3と優占し，地表近くには，やはり被度3と

ウマゴヤシが優占する。他には砂丘植生を構成するハマヒルガオやコウボウツバなどとともに，

Tab．6！．マツヨイグサ群落

0召ηo〃吻旭5〃む肋．Gese11schaft

Aufn．＿Nr一：　　　　　　　　　　　査番号　　　　　ユ
Gr棚e　d－Pro1〕e舳che（搬宅）：　　　　　　　　　　　　　　　　査　逝　　　　　　　　　　　　　5x5

眺he遣、Meer（㎜）：　　　　　　抜高　　　1
脇hed－V・getat1on（c狐）：　　　　　　　　　　　生　萬　　　　　　　40

Deckungd．Vegetat1on（％）：　　　　　　　櫨被率　　　　　60

A．te醐ah1：　　　　　　　　　　　現種数　　　　　9
Trennarten　d．Ge・e1lschaft1　　　　　　　　　　　　獅落区分種

■㎞1㎞舳が　　　　　一ツヨイグサ　…≡…1
舳・榊伽伽1　　　　　ウマゴヤシ　　≡1……
Begleiter1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　Cα1ツ漉g｛α∫o”伽日”α　　　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ　　　　　≡　　　1・2

　Cακユク肌〃エ”α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシパ　　　　　　　　　　ユ・2

　80π11砒∫01ぴ㏄召洲＊　　　　　　　　　　　　　　　　ノゲシ　　　　　　　1　　　玉・三

　乃かαgo加α肋榊go〃o”ω　　　　　　　　　　　　　　ツルナ　　　　　　　　　　　　キ・2

　Rψ吻舳∫α伽洲・飢一ん・・肋∫主∫壬・ブψ1伽｛∫工・・肋・＊　ハマダイコソ　　　　　　十

M伽五“1・加川・砒”舳肋＊　　　　　ノミノフスマ　　1　＋
　ル伽ro〃∫〃〃α肋伽｛5＊　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク　　．　　　十

＊土Annue11e　oder　bienne　P玉1anzenヱ～2年生植物

Fmdort　und　Datu㎜調査地及び調査年月費：1kj，Nagasaki長崎県壱波郡芦辺町諾吉南触（15．Mai
盲79）
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耕作地雑草のノゲシやノミノフスマなどの1～2年草が多くの個体数で生育している。出現種数

9種のうち，マツヨイグサ，ウマゴヤシをはじめ6種が1～2年草であることは，人為自勺捜乱に

よって成立するマツ1ヨイグサ群落を特徴づけている。

　一般に，海から葱接の風波の影響を受けることの少ない秒丘後背地や湾内の砂丘地帯は，古く

から耕作地として利周されてきた。その為に，本来そこに生育していたハマゴウクラスやノイバ

ラクラスの夏緑低木群落などの自然植生はごく眼られた面積でみられるにすぎず，さまざまな代

償群落に置き換えられている。このようた人為的に擢乱を受けて富養化した秒丘地帯には，帰化

植物であるマツヨイグサ属の2年草が侵入L繁茂することが知られている。例えぱ東北や北陸地

方ではオオマツヨイグサなどが，関東以酒ではメマツヨイグサ，コマツヨイグサ，マツヨイグサ

などが主にみられる。

　壱岐島のマツヨイグサ群落もまた，それらのマツヨイグサ属優占群落の一つとして位置づけら

れる。従って，人為的千渉の停止にともないチガヤーハマゴウ群集やノイバラ群落へと植生遷移

が進行すると考えられる。

　　F玉g．48、壱岐島芦辺町馬の瀬の砂丘上にみられるマツヨイグサ群落、

08刑o”叱閉3加αα一Geseusch放註uf　Kむstend巷nen（Ashibe＿Cho，Inse〕kinoshima）．
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20．イネクラス（水日ヨ耕作地雑草群落）

　　O～yze圭ea　sat三vae

　　　　　　　　　　　　　　　　1）　ウリカワーコナギ群集

　　　　　　　　　　　　Sagitt恐rio一兄肛onochor貴etu一皿（父ab．62）

　水田において，イネの栽培管理に適応した一襟の雑草は水囲雑草とよぽれる。これらの雑草群

はあるものはイネとよく似た発芽生理や形態をもち，あるものは小形の水生植物で除草からのが

Tab．62、ウリカワーコナギ群集

Sagittar王0・MOnoch0エヨetun一

Aufn．＿Nr．：

G工6Be　d．Probef1窒cbe（㎡）：

Bδhe　d．Vegetation（cm）：

Deckung　d．Vegetation（劣）：

Artenzahユ：

調

調

植

全

出

査　番

査　繭

生

植　被

現　種

号

積

岡

率

数

1

10

20

90

ユ6

2

！0

80

95

王4

3

100

70

80

20

　Kennarten　d－Ass一：　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　　8αg”切ブ加カッg〃〃3α　　　　　　　　　　　　　　　ウリカワ　　　　　　　　3・3　2・2　　・

　　Mo〃ocゐor加η昭伽α肌var。ク1”吻g肋ω　　　　　　　コナギ　　　　　　　　　・　王・2　キ・2

　Kemarten　d－h6he王en　Einbeiten：　　　　　　　　　上級単位標徴種

　　C〃伽‘5∂榊〃〃｛5　　　　　　　　　　　　　　　　　タマガヤツリ　　　　　　1・2　1・2　＋・2

　　亙c1一加oc〃oαぴ刎一夏蜆11｛var．か切たo1ρ　　　　　　　　イヌどエ　　　　　　　　十・2　　・　　4・4

　　Ro”α加”ω　　　　　　　　　　　　　　　　　キカシグサ　　　　　　　．　　斗　キ・2

　Begle1ter＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　1；／80cんαブ主5ツo尾05c〃”1∫　　　　　　　　　　　　　　　　　1マツバィ　　　　　　　　　3・3　2・2　王・2

　　工批∂ω｛g加砂｛Zo肋”伽　　　　　　　　　　　　チョウジタデ　　　　　2・2　斗　ユ・2

　　んo仰6〃〃5ωg〃α狐　　　　　　　　　　　　　　　スズメノテヅポウ　　　　3・4　2・3　1・2

　　0び蜘3砿んα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ネ　　　　　　　　　　　十　　　　　3・4

　　C鮒ゐ〃一三〃θ！Zεエ伽∫α　　　　　　　　　　　　　　　　タネツケバナ　　　　　　十・2　　　　王・2

　　A5か昭o1批55｛〃圭α“　　　　　　　　　　　　　　　　ゲソゲ　　　　　　　　　十　　1・2

　　〃〃ゐ閉加〃06〃沌ろ召η∫　　　　　　　　　　　　　　アゼナ　　　　　　　　　　　十・2　＋

　一團出現の種AuBerde㎜je　ein㎜a－n　Au｛n一一Nr－1：αγぴ加伽〃桝oブα　ムツオレグサ　3・3，ん伽

∫〃あ“Zα伽　ホウキギク　1・2，乃μα”一g砒伽肋　ヒメガマ　キ・2，工8伽加5仰α舳加　サヤヌカグサ　十，

肋む是”一α舳主α∫ツzな㏄1〃蛇カズノコグサキ，助工0c”0αc肋1舳∫｛∫アゼガヤ　十，Cツ卿r蜘5伽g“｛ηo13〃〃∫

カワラスガナ　キ，in21C抄‘閉5∫ぴo肋！〃∫　ミズガヤツリ　5・5，助みoω工y‘刎鮒〃〃正α　ノチドメ　ユ・2，

五〇ろ”αc”〃θ伽圭5　ミゾカクシ　1・2，”〃α募刎伽∫沮ωかα1｛‘　ヨシ　キ・2，＆｛ψ砒∫1ω切r”　ホタルイ　斗，

in3：及妙如〃0∫かα肋　タカサブロウ　ユ・2，　C抄〃洲ク0伽∫工㏄伽0∫　イガガヤツリ　王・2，　冊〃泌r｛5り肌

〃〃κω　ヒデリコ　1・2，C例砂εゐ刎加｛〃吻　トキソソウ　1・2，”g伽プ主α口ゐε酬ゐ刎メヒシバ　十・2，

Po伽go舳肌伽扮ψ伽プ　ヤナギタデ　斗，B”例∫介0抑∂0∫π　アメリカセソダソグサ　十，R〃〃伽皿ε肋5α

スイバ　十，月0妙90舳〃〃0〃9｛∫勿〃〃1イヌタデ　キ．

　Fundorte　und　Datum調査地及び調査年月日：1，2．Sato，Imar量，Saga佐賀県伊万盟市里（2L　Okピ78）

　3．Fuku・h三ma－Ch0，Nagasaki長崎県北松浦郡福島町目浦（20－Okt一’78）
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れて，イネと共に共存している。

　水蘭雑草群落は亨冒本列島にいくつかの群集が報告されているが（Miyawaki！960），調査地域

における水田雑草群落はウリカワ，コナギによってウリカワーコナギ群集に含められる。ウリカ

ワ，コナギは共に富栄養の勉沼の岸部に自生するが，その生活環は水蘭の耕作管理に適し，とく

に湿田に生育しやすい。共存する種には他にタマガヤツリ，イヌピエ，マツバイ，チョウジタデ

などが見られる。さらに冬季減水後の休耕期間中に生育するスズノノテッポウやタネツケパナな

どの芽生えも生じている。とくにすでにイネの刈取りの終った調査地の植分では，これらの後続

群落（スズメノテヅポウータガラシ群集など）の構成種の植被率が高い。

　玄海地方のウリカワーコナギ群集は唐津，伊万里などの河川下流域に集中して分布している。

島しょでは壱妓に比較的まと重っている。壱岐では耕地整理率業が行なわれており，水田耕作の

機械化への転換がおし進められつつある。

21．タウ：1ギクラス（流水辺一年生草本植物群落）

　　8identeをea打ipaパi辻i

　　　　　　　　　　　　　　1）　＝1アカザー才オオナモミ群集

　　　　　　　　　Chenopodio・Xa亙thie竜u㎜s亡ru㎜a迂ii（丁眺■63）

　コァヵザーオオオナモミ群集は最初多摩川の河川敷で記録された好窒素性1年生草本植物群落

である。この滞落は，ため池などの水際にも生育しており，かつてオナモミ櫛集（香室！966）

として報告されている。

　コァカザーオオオナモミ群集は植生高が1～！．2㎜に達する大形の1年生草本植物を主体とし，

15種内外で構成される。群集区分種としてホソアオゲイトウがあげられる。さらにイヌビエ，ヌ

カキピ，タカサプ1コウ，アメリカセソダソグサなどによってタウコギクラスにまとめられる。湿

性の畑地やそのまわりの當養立地に生育している。

　コァヵザーオオオナ老ミ群集の立地は砂土に粘土を多量に含む土性で，乾湿の差がありしかも

有機物や栄養塩類が多量に傑絵される状態にある。池沼の場合は水際に位鐙し，前面にアオテソ

ッキ群集，背後にセリークサヨシ群集が分布している。河川敷では，都術河川などの強く寓栄養

化Lた立地に1みられる（奥田ヱ978）。

　コァカザーオオオナそミ群集の調査資料は福岡県前原町の人工のため漉で得られた。また長崎

県松浦郡郭公尾池では，排水によって水面に表われた池の岸部全面が，オオオナモミ（オナモミ

か？）1種でおおわれ，特異な楯観を示していた。
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　Tab，63．コァカザーオオオナモミ群集

ChenoPo山o－Xanthietu㎜stru㎜a王…i
Au士n．一N工．：

GrdBe　d．Probe脇che（〆）

H6he　d．Vegetation（cm）：

Deckung　d．Vegetat1on（％）：

Arten獺hl：

Kennarten　d．Ass．l

　A〃一鮒伽泌伽ク刎批1伽

　）ζα〃工ん｛批〃主5エブ〃〃一α1一｛｛Var．むα〃α63〃∫‘

Kenn．u．Trennarten　d．hδhe工en　Einheiten：

　及脇06〃0α㈹5－9α1〃Var。仰α此01α

　Pα〃α〃旭わ｛5〃zむα肋

　B肋刎力伽60醐

　及妙勿〃0鮒α肋
：Beg1e｛te］＝：

　L砒ブ∫｛α5⑳”〃肋

　Lツ6功ぴ5まC〃〃鮒〃1〃’伽〃

　Coな1ααツ榊αイoろ｛

　五1〃曲昭　加”6α

　8工θ伽r加αg〃α庇α

　0伽α刎加ゴ伽伽｛ω

　Cん舳o卯”〃〃伽伽05｛o肋∫

　Cツ仰閉∫刎〃0〃α

　亙g〃5肋〃旭鮒η例∫召

Fundort　und　Datum調査地及び調査年月臼

調査番
調　査繭
械　　生

全植被

出　現種

号

積

同

率

群集標徴種

　ホソアオゲイトウ

　オオオナモミ

上級単位標徴種区分種

　イヌビェ

　ヌカキビ

　アメリカセソダソグサ

　タカサブロウ

随伴種

　サヤヌカグサ

　トマト

　ジュズタマ

　オヒシパ

　ウシハコベ

　セ　　リ

　ケアリタソウ

　カヤツリグサ

　スギナ

王

20

100

100

15

2・2

＋

3・3

1・2

1・2

＋・2

2・2

2・2

1・2

＋・2

＋・2

キ

十

十

キ

：Mebaru－Cho，Fukuoka福岡県糸島郡前原町（24－Okt一’78）

　　　　　　　　　　　　2）　タデ属植物群落（溜池澤部における）

　　　　　　　　　　　　Po1〃o㎜眈㎜spP・・G棚一1scka套ten（Tab．64）

　夏季減水によって水面から表われた池底の岸部にはしぱしぱタデ属植物による群落がみられる。

種類は場所によって異たり，今回はホソバノウナギツカミ，ヤナギタデ，ホソバイヌタデ，シロ

バナサクラタデの種群がみられた。いずれも小群落状であるのでここに一括してまとめられてい

る。

　1．ホソバノウナギツカミ群落　ホソバノウナギツカミが優占し高さ30c狐以内に達する。ノ

チドメ，サヤヌカグサ，コアゼガヤツリなども生育する。出現種は8種と少ない。貧養で多湿な

立地生育している。長崎県東松浦郡長場恵の溜池で記録された。

　2．　ヤナギタデ群落　ヤナギタデが優占する小群落で調査資料は松浦郡郭公尾沼で得られた。

植生高は20c㎜である。ハリイ，クロテソツキ，オオオナモミなどが生育する。ヤナギタデが優

占する鮮落にはすでにオオクサキピーヤナギタデ群集が関東地方の利根川で記録されているが，

種組成的にはそれとは異なる。隣接群落にはマツバイーヒメホタルイ群落がみられる。立地は自
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A
B
C
D

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．64．タデ属櫨物群落（溜池における）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月o1ツgo刎〃刑spp一一Gese11schaften

ホソパノウナギツカミ群落　Poむgo舳刎クプ蜆6肋ツ1一｛∬〃1レGesellsch註ft

ヤナギタデ群落　月o1ツgo舳刎尻ツみψ抄βプーGese1lscha｛t

ホソノミイヌタデ．牙詳落　1『01ツgo加〃肌工rなo〃oω1ヵt〃旭一GeselIsc｝ユa｛t

・ンロパナサクラタデ群落　月0伽go舳〃り砂o〃α〃1一一Gesenschaチt

Aufn．一N王．：

跳heむ、Me・・（m）：

Gr棚e　d－Probe舳che（㎡）：

HOhe　d，Vegetat1on（c㎜）：

Deckung　d．Vegetation（％）：

Arte脳ah1：

Tremarten　d．Gese11schaften：

月01ツ90舳〃け・α肋ブ・ll｛∬舳

P01ツ90舳〃工1・〃吻伽・’

調

海

調

植

全

出

査　番

抜

査　’面

生

植　被

現　種

　　　　　　　　　　　A

号　　　　　　　1

樽】

穣　　　　　　8

筒　　　　　　　30

率　　　　　　95

数　　　　　　8

群落区分種

　ホソバウナギツカミ

ヤナギタデ

B
2

1
20

80

9

15・51・

C
3

170

ユ0

50

90

10

・　5・5「　・

D
4

170

6
50

70

13

月01惚0舳〃・エブ伽”0‘α1仰〃〃 ホソノミイヌタデ　　　　　　　・ ．≡5’41’

、撚篶二11：　タ1三1111∴＝二ほ：：1

　　　肋α〃M・伽・・　　　　　ヌカキビ　　　1・　・・・・…

、㌫三舳π5　　　、籔芹孟キギク　1’寺’！’2

　一回閉現の種Au8e工de㎜je　e1nm註いn　Aufn・N工・！：五伽・曲∫αツα舳尾α　サヤヌカグサ　1・2，Cツ仰ブ刎

んαψ伽　コァゼガヤッリ　I・2，λ〃∫〃工αω舳脆〃1α工！〃〃　ヘラオモダカ　半，＆砂洲〃’｛伽g〃α工砒∫　カソガ

レイ　ヰ，…n2：X伽挑｛1舳む伽α励〃∫邊　オオオナモミ　王・2，五〃∂ωな加砂〃o〃o｛ゐ5　チヨウジタデ　令，

亙c〃〃o’〃oαぴ洲一gαZ〃var・クプα加ω1α　イヌビ’工　÷、in3：H‘吻0工｛∫”ガ伽α　フタパムグラ　斗，1n4：

A〃8脆’旭α加｛醐是イボクサ2・2，亙ブ｛00α砒Z0〃ブ0ろ砒∫工｛伽　ヒロハイヌノヒゲ1・2．

　亙und0fte　und　Datum調査地及び調査年月日：王，3・N目gabae，Saga佐賀県東松滅郡長場、恵（20．Okt、’79）

　2．Mat．uuτa，Naga・akヨー長崎県松浦布郭公尾（22．Okt、’78）

　4．I加ari，Saga佐賀県伊万里市臼南郷（22．Okt、’78）
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然地形を利用した貧養な溜池の津都である。

　3、　ホソバイヌタデ群落　ホソバノウナギソカミ群落と同じ溜池の岸部にみられ，ホソバイヌ

タデが優占し高さ50c㎜に達する。クロテソツキ，　トキソソウ，ヌカキビなどがやや高被度で

生育する。次の群落と共通種が多く，立地条件は前述の2群落より當栄養状態にある。

　4．　シロバナサクラタデ群落　シロバナサクラタデは水際に生育するタデ属植物の中では多年

生草本植物であることで特徴的である。群落は高さ50cmに達しミゾカクシが高い植被率で生

育し，他にノチドメ，スギナなどの多年生植物も生育している。したがって，シロバナサクラタ

デ獅落はこれらのタデ属群落の中では水位の変動の影響を受けながらも，もっとも津部に近い，

安定した立地をしめていることがわかる。生育地は佐賀県臼南郷（海抜400㎜）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　ミゾソバ群集

　　　　　　　　　　　POly90netum亡血unbe王gii（Taも．65）

ミゾソバ群集は，竃栄養化した河川の水際の泥土上に生育し，埋立地や用水のふち， さらに耕

　　TabI65　ミゾソバ群集

Polygonetu孤thunbe］＝9ii
Aufn．＿Nr．：

艶heむ一Mee王（m）：

GrdBe　d．Probe｛1萱che（㎡）：

H6he　d．Vegetation（cIn）：

Deckmg　d－Vegeta亡三〇n（劣）：

Artenzah1：

査　番

査　繭

植被
現　種

1

4

100

30

2

2

4

100

40

2

4

10

9

100

90

7

　Kemart　d．Ass．：　　　　　　　　　　　襟集標徴種

　　！？o1ツ9o棚4〃里圭ん砒”あω苫〃　　　　　　　　　　　ミソソノ、

　T「ema「ten　d．Unt・f・inhe…ten：　　　　下位群落区分種

　　五6〃〃0ご〃0αぴ洲一g蜆〃Var．ク閉1主ω10　　イヌビェ

　　Co｛α1㏄び〃工りo〃　　　　　　　　　　ジユズダマ

　　”α1αブ主∫αγ拠”励ηαc8α　　　　　　　　クサヨシ

　　五g拠｛∫3主〃旭α榊3〃∫8　　　　　　　　　　スギナ

　　M｛α伽蛇φ〃〃切1加加伽〃エVa工一声01ツ∫〃C1リ刎〃アシボソ

　　06〃刎乃εゴω伽北α　　　　　　　　　　　　　セ　　リ

　　3〃〃αブ｛αακ1κv趾．伽♂砒／α〃　　　　　　ノミノ7スマ

　　Cブα∬o〔砂ゐα1舳“1功〃｛o〃ω　　　　　　ベニパナボロギク

　出現一回の種AuBerde㎜je　ein㎜al　in　Au｛n∴Nr－4：

月01ツ90舳”工∫励01”アキノウナギツカミ

η吻’”閉α　ノチドメ　2・2．

　Fundor士e　und　Datu㎜調査地及び調査年月胃1

　3・4．五mar1，Saga佐賀県伊万里市自野（23．Okt・’78）

　5，6．GenkaトCho，Saga佐賀燦東松浦郡玄海町外津（16．1）e・．’78）

11・・・・・・・・・・・・・・・…1

　　　　　　〃惚0舳〃ω〃ψ6舳椛

1・2，月伽｛伽刎涜舳た”〃1エヌカキビ十・2，ヨn6

峻ニエ互・…
　。　．1一耳乃’一』iサ1．　・

　・　・1＋・21・21・　・
　・　・L．I±、I．．土、1・　．

　．　　　．　　　．　　　．　；1．2　　1・2：

　・　…　　　；十1．21
・　…　　　1キ十・21
　・　…　　　　：斗　十1

　　　　　サクラタデ　5・5，

　　　　　　　　：助み0C0〃召

1，2．S士a＆Im甜三，Saga佐賀県伊万盟布野囲（19．Okt．’78）
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作を停止した水田にも出現する。ミゾソバ群集の主要構成種（標徴種）であるミゾソバは春季一

斉に発芽し，シートをおおったように密に繁茂し秋季に開花する。最盛季には高さ80cm内外の

密生した群集を形成する。

　群集構成種は一般に少なく10種以下であり，その多くはヱ年生草本植物である。

　北九州玄海地方においても，ミゾソパ群集はしぱしぱみられる。調査の結果3下位群落に区分

される。イヌビエ下位群落はミゾソバが優占し，構成種に乏しい。ジュズダマ下位群落は湿田の

放棄地に生育する。アシポソ下位群落はもっとも乾性な水田に生育する。

　ミゾソバ群集はギシギシ群落とともに，人為的影響の強い沖積地に分布し，富栄養化の指標と

もなっている。

　　　　　　　　　　　　4）　ノミノフスマーケキツネノポタン群集

　　　　　　　　S亡el1a正i0・Ran皿ncu三etu1＝n　εa皿t0亙貴e皿昌is（Tab．66）

　冬季休耕中の水剛こは越年生草本植物がおびただしい燭体数で生育してカーペット状の群落が

形成されている。生育する主な種類はスズメノテッポウ，ノミノフスマ，タネツケバナ，カズノ

コグサ，セトガヤなど約10種に隈られている。時に緑肥用に播種されたゲソゲが一面に生育し，

春季の開花時には水田に美観をそえる。

　毎年休耕申のわずかな期間内に生育，開花緒実する植物によって構成されるこれらの短期1年

生植物群落にはいくつかの群集が報告されているが，調査範囲内の一般の乾田におげる植分はノ

ミノフスマ，ケキツネノボタソ，コオニタビラコを標徴種としてノミノフスマーケキツネノポタ

ソ群集としてまとめられる（Miyawaki　e辻Okuda且972）。この群集の土壌条件は，イネの収穫後

排水されて乾燥し，冬季は適潤状態に置かれるものの，冠水することはない。したがってオオア

レチノギクやハハコグサなど中生立地に生育する種もわずかではあるが混生している。泰季には

耕起することによって群落の大部分は消滅し，さらに堪水によって立地の変化が起り次の群落で

あるウリカワーコナギ櫛集にとって変わる。

　ノミノフスマーケキツネノボタソ群集は，ウリカワーコナギ辮集とは同じ範魍に分布し，人為

的な立地の変更によって互いに季節的なすみわけを行ないながら持続している。

　　　　　　　　　　　　　　5）　イヌビエーホウキギク群落

　　　　　　　及〃〃㏄〃oαα眈8－9α伽一∠肋r8㎜肋1ω切8・Gese1lschaft（Tab．67）

　長騎県松浦市や佐賀県伊万里市の湾内の浅海では，山土を用いて埋立てカミ行なわれている。海

岸付近の埋立てにはサソドポソプを用いて海底砂泥を防潮堤内に搬入する方法と，山地の岩砕土

や風化母材などを搬入する方法とがあげられる。山土によって造成された埋立地は，有機物や栄

養塩類にきわめて乏しく，地表付近の水分条件の激しい変化とあいまって植物の生育には厳しい

立地を形成している。
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　Fig．49．有機物量の多い小河川沿いに発達したミゾソバ群集（唐津市　神田）．

P　o1y　g　o　n　e士u㎜　t　h　u　n　b　e　r　g　i　i　an㎜ehr　oder　weniger　eutrophierten　klejnen　Fhssen

（Koda，Stadt　Karats1ユ）．

　　Fig．50．開花中のミゾソバ群集の標徴種ミゾソバ（唐津市　神日ヨ）、

B1舳ende乃1ツgo舳〃1舌1〃〃！ろ8ブg〃，Kenn肛t　des　P　o　l　y　g　o　n　e　t　u　m　t　h　u　n　b　eエg　i　i

（Koda，Stadt　K註ratsu）．
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　このような立地には，ホウキギク，イヌビエ，オオクサキピ，キソエノコロなどの主に1年生

草本植物から構成される群落がみられ，ホウキギク，イヌピエを区分種としてイヌビエーホウキ

ギク群落にまとめられた。

　イヌビエーホウキギク群落は，植生高O．3～！．3㎜，植被率30～80劣で7～17種の出現種により

構成される。主た構成種は上記の種群の他にヨシ，テソツキなどがあげられる。

　イヌピエーホウキギク群落は，平坦地に生育するオオクサキピ下位群落と，排水溝に沿って生

育するヒメガマ下位群落とに下位区分される。さらにオオクサキビ下位群落には，ホソバノハマ

アカザとメヒシバの出現する植分が含まれ，凹状地の植物遺体などの有機物が集積しやすいやや

當栄養な立地にみられる。

　　　　　　　　　　Tab．66．ノミノフスマーケキツネノボタソ群集

　　　　　　　　　Ste玉1ario－Ranuncu｝etum　cantoniensis

Aufn一一Nr一：　　　　　　　　　調査番号
蝸he札Meer（m）：　　　　　　　　　　　　　　海　　抜　　高

Gr棚ed－Pエobe舳che（㎡）：　　　　　調査面積
H眺e　d．Vegetat1on（c㎜）：　　　　　　　　　　　　　　植　　生　　　高

Deckungd．Vegetation（％）：　　　　　全植被率
Aエten搬hl：　　　　　　　　　出魏種数

1
20

100

30

80

7

2
40

2
50

90

9

3
14

4
25

80

！1

4
！9

24

25

80

ユ6

　Kennarten　d．Ass一：　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

鴛二、鴛㍊㍗　　　㌫二；タソ11213112キニ2＋二21

K篇烹隷鮒傲：　　上鴛撃ソポウ1．、．、、．、、．、
　　”砂8‘砒閉りψ0η｛α’∫　　　　　　　　　　　　　　　セトガヤ　　　　　　　I　2・2　・　　・　2・2

　　C鮒4”加惚”ω＝伽α　　　　　　　　　　　　　　　タネツケパナ　　　　　■　・　2・2　・　十

　　Bκ是刎α舳加5ツ岩｛9αごん一召　　　　　　　　　　　　カズノコグサ　　　　　　・　・　2・3　2・2

　Begleヨter1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　A炊α9α””加4αパ　　　　　　　　　　　　　　ゲソゲ　　　　　　　　2・33・44・44・3

　　”埴θr0π舳棚α肋郷｛5　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク　　　　・　十・2　斗十・2

　　的み㏄o似‘伽伽倣榊α　　　　　　　　　　　　ノチドメ　　　　　　ー2・2　・　キ・2　・

　　J舳c蜘1鮒1閉舳”｛　　　　　　　　　　　　　　コウガイゼキショウ　　　　・　・　2・3＋・2

　　G刀砂1エα肋刎ψ伽　　　　　　　　　　　　　　　　ハハコグサ　　　　　　　　■　　’　十　　キ

　ー圃出現の種AuBerdem　je　einmal…n　Aufn．一Nr．1：刎ωε1一伽づ∫ツo是伽c刎∫ゴ5　マツパイ　キ・2，Agプ05沁

α泌α　コヌカグサ　4・4，in2：工砂∫伽α砂090〃0”伽　コオニタビラコ　2・2，　C砂5‘”αあ砒ブ3αク伽f0ブ圭∫　ナ

ズナ　3・3，Gα伽榊抄鮒伽〃f一愉｛g0舳η　ヤエムグラ　1・2，　Tブなoフー0挑仰ゐ〃α”α｛　キュウリグサ

十・2，in3：月0α伽舳α　スズメノカタビラ　1・2，in4：月01惚0伽閉1〃ψ53肋旭　イヌタデ　十・2，

五6ん加o’〃oαむ閉正g湿〃va工一ω砒4α肋　ケイヌビェ　十・2，〃加c刎榊側∫var一庇cφ｛例∫イ　十，8蛇〃αブ｛α

榊g1κ肱ハコベ　十，3α倣｛αη””5エノコ1・グサ　十．

　Fundoite　und　Da士um調査地及び調査年月日：1．Ik1，Nagasaki長崎県芦辺町箱崎釘の尾触（14．Mai一’79）

　2．Ohchi－Cho，Saga佐賀県東松浦郡欄知町新唐津（12．D…　’78）

　3．Iki，Nagasaki長騎県壱岐郡湯の浦（14．Maゼ79）

　4．Hirado，Naga5aki長崎県平戸市白轟神杜（19．Mai’79）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．67．イヌビエーホウキギク群落

　　　　　　　　　　　　　　　亙cん加oむ〃oαぴ伽一gα1〃・A∫肋・舳5〃α伽∫一Gese11scha｛t

　　　a　月伽｛C舳扮ゐ0工0”ψZ0舳旭一Untereinheitオオクサキビ下位群落

　　　も　珊肋αα昭洲伽α一Untereinheitヒメガマ下位辮落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1←　　　・　　→←b→

Au｛n．一N王一：　　　　　　査番　　　　！　2　3　4　5　6　7
Gr棚ed．Piobe舳che（皿里）：　　査繭　　　　8x88x33x33x33x42x82x8
H眺eカーMee王（m）1　　　　　　　　　抜　　　　　　　　　　1　1　2　2　2　2　2

脳hed．Vegetation（m）：生　0．30．4王0．71．3工．3！．2
⊃・ckungd－Vegetation（％）：　　植被　　　　30303080306070
Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　現　種　　　　　　　　　　9　　17　！0　工玉　　8　　7　　9

　Tr㎝風a正ten　d．Gese1！scha｛t：　　　群落区分種

　　　λ。伽∫舳肋、　　　　ホウキギク　　　キ十．22．22．22．23．32．21
　　　Ec”旭0c”0αα’洲一90”主　　　　　イヌビエ　　　　　　　1・22・2　・　　・　1・2斗・2　＋≡

　Trennarten　d－Untereinhe1ten：　　下位区群落分種

　　　脇舳伽伽・伽舳　　オオクサキビ　　ー斗・・十・・・・・・…∵　・
　　　＆伽一加91伽κα　　　　　　　　キンエノコロ　　　　≡＝十　　・　工・2＋・2　＋■・　・

　　　ルα9「05沁力γ”ψ昭α　　　　　　カゼクサ　　　　　　　＝・　斗　キ　1・1　・1・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一■’’’I’’l

　　　A榊エ1一α舳　　　　ホソバノノ’マアカザl13．32’311’．．．
　　　”ψα・1加α∂∫・例伽1・　　　　メヒシバ　　　　l1キ・2王・2r・　・　…

・蝋㍗燃　随幕嘉ガマ　1．1’．’1㍗そ一岬一…
　　　1干んブα9”一北83α刮5”一口”5　　　　　　　　　　　ヨ　　’ン　　　　　　　　　　　　1　　・　　　．　　ユ・2　1．2　2・2　斗・2　1．2

　　　肋洲榊”むみ伽エα　　テソツキ　　　1．．．キ．2＋1．2！．2
　　　及ゐ郷力伽ゐ5α　　　　　　　　　アメリカセソタ“ソグサ　ヨ　・　十　　一ト　．　　・　　’　　・

鮒㌶鴛。…1幽ぷ1ヒシパ　1ll∴・1・：：
　　　幻”｛η9α9ブ疵む””閉α　　　　　　　ヒメクグ　　　　　　　…　・　　…　　　　　　斗　　・　一ト・2

　出現一固の種AuBerde㎜jeein肌a1inAufn．一Nr．王：丁肋」αgo〃｛α捌1・昭oチーo〃ωツルナ　十・2，Agブoψツroη

是α〃一ψ　カモジグサ　十，ん物・かφo伽〃エ　ウラギク　十，in2：亙1嬉”伽ω舳ゐf1沁　ヒメムカショ壬ギ

2・2，C伽〃砂o励〃πα〃伽・05主〇三庇∫　ケアリタソウ　！・2，　〃五κ伽〃〃55肋3η5j∫　ススキ　斗・2，　工ω卿∂雌α

が10醐ネコハギ　十，8ε肋伽力ろ3ブjアキノエノコログサ　斗、R0吻卿加”‘αイヌガラシ十．C醐”1α

伽主幽C巫　ツボクサ　キ，R砒閉8工ε0れg10〃蛇閉伽　アレチギシギシ　十、ん切1洲α仰｛肌砂∫　ヨモギ　十，

Z蜆d眈α加”ω　アキノノゲシ　十，三n3：んI伽．α伽κ”ψ伽∫　コブナグサ　十・2，五η．雛ブ0〃伽舳洲

ヒメジョオソ　斗，0”0ブムブα威α肋コウセソガヤ十I　in4：K〃〃〃θブ0がα5工1伽工αヤハズソウ4・4，！雌’づ5

ゐあ必5　オオジシパリ　王・2，肋ψα1砒刎泌伽ろ〃g〃　スズメノヒエ　　十．”5卯ゐ湖ω椛α肋　メ　ドハギ　十・

三n6：36｛砂眺3施加ブ朋α6〃10刎〃一｛　フトイ　1・2，jn7：36主ψ刎∫〃〃ω1〃〃5　ヒメホタノレイ　十・2，Cツψεブ肌∫

力0妙切㏄伽03　イガガヤツリ　十，Cツ卿閉5∂肋ブ〃沁　タ㌣ガヤツリ　十．

　Fmdo工te　und　Datum調査地及び調査隼月臼：！，2．Matsuu・・，Nagasak1長崎県松滴市志佐町（21・Okt・

　’78）

　3～7，I㎜ari，Saga佐賀県伊万盟市黒」l1町煤慶（23．Okt一’78）
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　我が園の貧養な埋立地の先駆草本植物群落の記載は，宮脇他（1972），宮脇，奥田他（王975）

にみられる。それによると東京湾の壊立地に生育するイヌビエーオオクサキど群落は，メヒシバ，

オオクサキビ，イヌど工などのイネ科の1年生草本植物とともに，ヒメムカシヨ毛ギ，ケァリタ

ソウ，シロザ，オオアレチノギクなどの好窒素性楠物が高い常在度で生育し，イヌビエーホウキ

ギク群落と比較してより寓養化した埋立地と考えられる。

　イヌビエーホウキギク群落は，時聞的経過にともたい多年生草本櫨物群落のチガヤーヨシ群落

に置き換えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　アオテンツキ群集

　　　　　　　　　　Fiinb迂isty1量detu㎜Terr四c量｛erae（父ab．68）

　アオテソツキ群集は河川敷の水際に生育し，時に湛排水のはげしい池沼や人工ため池の岸部に

生育する短期王年生草本植物襟落である。一般に叢生形をもつ1年生のカヤツリグサ科植物で構

成され，カーペット状に多数の個体が一時的に密生する。アオテソツキ群集の標徴種は，調査地

域内ではアオテソツキ，シロガヤツリ，クロテソツキであるが，他の地方（関東地方など）では，

アオガヤッリが加わる。調査地域内の植分ではさらにアゼテソツキ（メアゼテンツキも含む），

マツバイの他，トキソソウ，フタバムグラ，アゼナなどの広葉革本植物も共存し，上級単位のア

ゼナ群団に位置づげられる。出現種数は6～王7である。

Fig．51．渇水期の溜池の岸部に発達した一年生革本植物群落のアオテソツキ群集
　　　　（鎮西町石囲溜王50m）．

F　i　nユb　i　i　s　t　y1i　d　e　t　u　m　v　e　r】＝u　c　i｛e　r　a　e　am　Seeufe】＝，ヨn　der　Trockenperiode　schne1｝

wachsende，ephemere　P刮an肥ngesel1畠chaft（五shida玉50㎜竜beヱMeer，Chinzei－Cho）、
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　アオテソツキ群集の立地は池沼の岸部において比較的遅れて減水する場所であり，泥土を含む

徴砂土で常に湿った土壌状態にある。この立地は秋季ため漉が再び貯水によって，水位が上昇す

るに従って冠水し，消滅する。しかし，群落の多数の個体はすでに結実をすませており，水の移

動によって種子を散布させる。

　アオテソツキ群集は典型醐洋集，スズメノトウガラシ亜群集およびミズユキノシタ皿群集に下

位区分された。典型部はアオテソツキの植被率が高く，砂質で乾性な貧養立地をしめる。スズメ

ノトウガラシ亜群集は當養立地をしめ，アゼトウガラシ群集（奥田1978）に近似している。ミズ

ユキノシタ亜群集はもっとも水際に一生育する。

　アオテソツキ群集は9月中旬を群落の最盛期とし11月には消減する。調査地内では，鎮西町，

石蘭溜にまとまった植分がみられる。

　　Tab．69、マツバイーヒメホタルイ群落

〃ω挑”｛∫ツo是o∫α伽主∫一＆’ψ洲1｛椛o1刎砒5－Gese1王scha｛t

Au｛n．＿Nr、：

Hδhe岱．Meer（血）l

Gr6Be＆P王oben直che（㎡）：

Hdhe　d．Vegetation（c㎜）：

Deckung　d．Vegetat…on（％）：

Artenzah］：

Trennarten　d．Gese1lscha｛t：

　亙／伽先伽｛リ0是0∫・伽主∫

　肋0ζ1・倣主∫ω〃9召伽Var一ゴ砂0〃j・α

　3C砂砒5伽ω1伽∫

Trennarten　d．Unte工einheiten：

　ル1必ブj∫似｛∫∫g〃α榊∫α

　L砒∂湖妙αψ肋｛0肋∫

　〃！∂㈹加〃0・舳ろε・・5

　A〃5〃吻ζα〃α1｛α’1碗〃〃

Beg1eiter：

　C虐棚ψ〃α刎｛η｛〃吻

　肋泌プ｛柳1｛5∂φ11ツ〃o圭ゐ∫

調

海

調

植

全

出

査　番

査　面

生

植　被

現　種

群落区分種

　マツバイ

　ハリイ

　ヒメホタルイ

下位群落区分種

　アゼテソツキ

　チョウジタデ

　アゼナ

　ヘラオモタ“カ

随伴種

　トキソソウ

　クロテソツキ

1

170

0．5

30

40

7

2

170

王

8
60

7

3

王70

0．2

5
90

6

4

2
25

70

8

5

525

9
20

50

9

　一i・2　　暮；ち」…12・3　　2・3’

　　3．3　　1・2　　　・　　　　≒ト　．

・　　　・　　　1・2　　4・4

≡王・2　　1．2　　2・2　　　・　　　・

令　　玉・2　　…

：l　lr㌣’’㌣

1・2　1・2

斗　　令・2

　出現一固の種AuBerde狐je　ein血a1in　Aufn一一NL1：＆幼〃∫ω蜆〃6肋タイワソヤマイ2・2，X伽〃〃〃

6〃一α∂例∫8　オオオナモミ　！・2，C伽ゐ1〃加3ガ3伽0∫αタネツケバナ　十、in2：工”ω妙α0ηαぬ　ミズユ

キノシタ　2・2，ル1π洲1εκ乃伽ω”｛　コウガイゼキショウ　1・2，ハ〃必rj吻Z主∫ηぴ閉c狛ブα　アオテソツキ

十，in4：工0ろ”αc”椛刎｛3　ミゾカクシ　十・2，助み0ω妙加〃伽ブ”〃工αノチドメ　斗，in5：月0むg0〃〃〃

伽∂1砂φ”’ヤナギタデ　十，ル｛0C伽10〃μ閉〃〃　クロホシクサ　十，P01ツ90舳〃里∫肋0〃〃　アキノウナ

ギツカミ　十．

　Fundorte　und　Datum調査地及び調養年月日：1，2，3．Wasserbecken　Kokkono，Matsuura，Nagasaki

　長崎県松浦市郭公尾池（19，Okt．’79）

　4・Nagaもa・，Saga佐賀県菓松浦郡長場恵（20．Okパ79）

　5．Ohchi－Cho，Saga佐賀県東松瀧郡網如町（23．Okパ79）
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　　　　　　　　　　　　　　ア）　マツバイーヒメ赤タルイ群落

　　　　　　　〃3㏄肋r‘8〃0κ08Cε肌挑・86j卯〃3伽ω肋ω8－GeSeI1Seka針（Tab・69）

　灌概用の貯水漉内において夏季減水によって表われた岸辺に，一時的に種々の櫨物群落が成立

する。干上った溜池においてなお，流水や停滞水によって，常に湿った状態にある場所にはマツ

パイ，ハリイ，ヒメホタルイ，タイワソヤマイなどの小形のカヤツリグサ科植物が生育し，斑紋

状の群落を形成す札群落高は5c㎜内外でマツバイの植被が最も高い。ハリイ，ヒメホタルイ，

タイワソヤマイは局所的に優占する。群落内にはアゼテソツキ，チョウジタデ，クロテソツキな

どアオテソツキ群集との共通種も出現する。

　マツバイーヒメホタルイ群落の立地は，徴砂土で表層に粘土をかぶる。アオテソツキ群集に接

し，より水際の水湿地に位置している。

　マツバイーヒメホタルイ群落はヒメホタルイ群集（Kamuro1961）として報告されたものに

近い。童た欧州北部の貧養な湖岸に生育するLi言ore1eteaとよく似た梱観をもつ植生でもあ

る。今回アゼナ群団に含めて扱かわれたが上級単位は検討を要する。

22．植　　　林

　　FOrSten

　　　　　　　　　　　　　　1）　スギ，ヒノキ，サワラ植林

　0r卿加㎜研加jαρ㎝εoα一，0尻α㎜α20卿α沁o6伽α・，0尻α㎜σ30〃〃i8p滅伽α挑rsセ・（Tab・70）

　玄海地区においても，山地の大半は常縁針葉樹類の人工造林地が多い。とくにスギ，ヒノキの

造林地は全植生域の大半を占め，広大な面積でひろがっている。玄海地区の東側にあたる，背振

山地の花嵩岩地帯では山地の大半がこれらの人工造林地で占められている。このスギ，ヒノキ，

サワラの3種の人工造林木は尾根部一帯にヒノキが造林され，谷都を中心にスギ，一部サワラの

櫨栽がおこなわれ，立地別に植栽されている。また玄海地区の西側の火成岩地帯においては，山

地を占める植生は常緑広葉樹林の爾芽二次林が多くなるが，谷部を中心にスギの人工造林地が各

地に多くみられ，玄海地区のほぽ全域にわたって分布している・

　植栽木のスギ，ヒノキ，サワラの樹種の違いは，櫨林地内の群落組成に大きな蓬異は認められ

ず，むしろ植林地内の管理，植栽後の年数によって養異を生じ，とくにその土地の立地の差，潜

在自然植生の違いが，群落組成にもっとも大きな差異を生じさせている。ここではスギ，ヒノキ，

サワラ植林内の群落組成は以下の2群に下位区分された。すなわち，ジャノヒゲ，ヤブツパキ，

ヤブムラサキ，ヤブニッケイ，リソボク，ウラジロガシ，ワラピ，ヤブラソ，ヒサカキ，ヤブコ

ウジ，シロダモ，モチノキ，ムベ，テイカカズラなどの主に常緑性の低木類で区分されるジャノ

ヒゲ群，およびニワトコ，ヘクソカズラ，ヒカゲイノコズチ，ミツバ，フモトシダ，カラムシ，

ゼソマイ，ヌスビトハギ，ナガバジャノヒゲ，ムサシアブミ，ビナソカズラ，ホシダ，ヤマノイ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　123

も　ツルコウゾ，カキ，カラスウリ，ガソクビソウなど夏緑性の低木類や草本植物と，常緑性草

本植物種群で区分されるニワトコ群である。ジャノヒゲ群は内睦部のやや高海抜地のイスノキー

ウラジ脾ガシ群集域における造林地であり，ニワトコ群はやや低地のムサシアブミータブ群集域

の造林地と考えられる。

Fig．52一植林年数の異なるスギーヒノキ植林地の相観（長崎県平戸島安満岳）．

C1ツ舛o〃肥ブゴαノ砂o加6α一uod　αエ”〃砒のψα沁o肋批醐一Forsten　von　verschiedene㎜Alter

（Berg　Anman　ca450m眺er　Meer，玉nse1珊rado）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　アカマツ植林

　　　　　　　　　　　　　　1〕im㎜8　dεπ8｛f1orα一Fo～st　（Tab・　ア1）

　玄海地方の植林地は，海岸部には少なく，大部分が内陸の海抜300㎜より高い斜面部に隈られ

る。しかも，そのほとんどはスギ植林で占められ，アカマツ植林はきわめて少ない。アカマツ植

林地としてまとまって存在するのは，相知，有田周辺の丘陵地である。アカマツ櫨林はこれらの

地域で，尾根筋に帯状に分布し，斜面部は二次林（常緑鵡芽林），谷部はスギ植林の植生配分を

示している。

　アカマッ植林は，今回の調査では，海抜40～890mの広い範馴こわたって得られた。植生高が

5～20mと，植林後の経遇年数によって異なり，種組成にも反映している。アカマツ植林の共存種

は一般に夏緑広葉樹で占められるが，玄海地方ではエゴノキ，ヤマボウシ，ハゼノキなど数種に

すぎない。これに代って常緑広葉樹のネズミモチ，ク帽キ，ヒサカキ，シャシャソポ，スダジィな

どが生育している。Lたがって林床の管理がきわめて粗放な林分であり，遷移が此較的遼んでい

ることがわかる。林内にはさらに，サルトリイバラ，ミツバァヶピ，スイカズラなどのツル植物

や，シュソラソ，シシガシラなど，アカプツ林にしぱしぼ出現する常緑草本植物が出現している。

　海抜高度が低く，海岸に近いアヵマツ林にはヒトツバ，トベラ，ハマヒサヵキが生育する。こ

れに対し，海抜400～740mの範醐こ分布するアヵマツ林はヤマボゥシ，ハゼノキ，リョゥブなど

にょって区分される。さらに高海抜の900m付近では，夏緑広葉樹林のブナクラス域に位置する

ため，カナクギノキ，シロモジ，コハウチワカェデ，ウラジロノキ，タソナサワフタギ，クマシ

デなどが生育ている。

　アヵマツ植林におけるアヵマツは，玄海地方では海抜400～700mの範闘で生育が良好である。

しかし，海披900mのブナクラス域では，夏緑広葉樹の生育におされ劣勢である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　クロマツ植林

　　　　　　　　　　　　　　P肋眈8舳ω沁ε初岬o互st（伽b．72）

　クロマッは主に臨海部に植栽される。その生育立地が砂丘の場合と非砂丘の中性立地の場合と

では構成種に大きな差がある。

　玄海地方のクロマツ植林でもっとも代表的な林分は唐津市郊外の虹の松原である。全長約4，5

kmに及ぶクロマツ林はわん曲した砂丘に帯状に生育し，300年を越える老樹もみられる。現在

林内には森林管理老によって若木が補植されている。

　櫨生調査資料は虹ノ松原をはじめ，有賀海崇，値賀崎，松ヶ崎などにおいて得られた。植生高

は5～ユ6mまでの範鰯にある。高木層に達する樹種はクロマツの他はなく，林内は明るいため，

ススキ，スイカズラ，ヘクソカズラ，ナワシログミなどが共通して出現している。玄海地方のク

ロマツ植林は，クマノミズキ，ハゼノキ，ネコハギなどの種群を区分種とするクマノミズキ群と，

トベラ，ツヤシャソボ，ネズミモチを区分種とするトベラ群に区分される。クマノミズキ群で区
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分される林分は虻ノ松原で見られる。林床は落葉が堆積し，下生えは少なく開放的である。夏緑

広葉樹を構成種にもち，遷移のおくれた櫨林地ということができる。一般に砂丘に植栽されたク

Pマツ林では，林床に蓄積される有機物量はきわめて少ない。常緑植物の幼木の申ではヤマモ老

がとくに冒立っている。

　トベラ群は遷移のやや進ん植分にみられ私林床にツルボ，ハマエノコ艀，オオアレチノギク

によって区分される林分は，凹状地形の比較的湿性な立地にみられる。値賀崎，松崎での資料は

ヒサカキ，ヤブツパキ，ヤブコウジ，ツワブキなど多数のヤブソバキクラスの標徴種の再生が目

立っている。したがって，ヤブツパキ林を潜在立地にもつことが判定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　4）モウソウチク林

　　　　　　　　〃〃⑰8施o切畠伽愉oc”61αf。μbε80㎝8一跳昌ta亙δ（伽b．73）

　モウソウチクは植栽されたものである。高木層のモウソウチクと高木第2層，低木層，草本層

を形成する種群との間に，一般的には特徴的な結びつきは見られない。

　調査されたモウソウチク林は1群落高9～13mであり，林内には潜在自然植生の構成種である

常緑広葉樹類が多数生育している。

　モウソウチク林はヒサカキ，クロキなどによって区分されるヒサカキ下位群落とフウトウカズ

Fig・53．山地斜面下都にひろがるモウソウチク林（糸島郡前原町地蔵450m）．

Am　Bang杢uB　wachsen　Bamb1ユs－Forsten　von〃リ〃05工κ伽∫加妙’oη61αf一ク泌鮒伽∫

（Maebam－Cho，Jizo　ca450㎜カb鉗Meer，Itoshima－Gun，Fukuoka　Pr童壬ektur）．
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ラ，ハマピワなどによって区分されるフウトウカズラ下位群落とに一区分された。

　ヒサカキ下位群落に属する植分には，クチナシースダジイ群集の構成種が多くみられた。

　フウトウカズラ下位群落に属する植分には，フウトウカズラ，ハマビワなどが生育し，潜在自

然植生がムサシアブミータブ群集域の植分であると考えられる。

　玄海地区においては，モウソウチク林は，農家の裏山や，山地斜面下部など，海岸域から内陸

地童で広く植栽されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　メダケ群落

　　　　　　　　　　　　1〕18iob1σ8｛ωs　8iπ1o〃”一（≡esel1畠ckaft　（Tab・　74）

　メダケはカワタケともいい，本州中部以西，四国および九州に広く分布している。多くは河辺

および海岸風衝地に群生している。

　玄海地区では，海岸草本植物群落の後方にメダケが生育している場所や，また，海岸風衝地
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　　　　　　　Fig．54．メダケの分布図（鈴木1978）．

Verbre三tungskarte　von　H色｛oあ1伽〃5∫｛1〃o加｛in　Japan（nacb　S．Suzuki1978）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　127

（岩礫地上）にマサキートベラ群集と接して発達しているのが局地的に見られた（例　青島，加

唐島，高島）。

　これらのメダケ群落は，自然植生と考えられる。さらに河川に沿って内陵まで分布生育してい

るメダケ群落は，二次的に生育域を拡大したもの，あるいは護岸のために櫨栽されたものと考え

られる。重た，森林伐採跡地や，原鰍こ生育する群落もみられるが，多くは二次自勺に生育域を拡

大したものである。

　調査されたメダケ群落は，メダケー種によって区分された。群落高は2～6．5㎜，植被率は50

～100劣，群落の平均出現種数は16種である。メダケ群落はさらにシマカンギク，マサキ，トベ

ラたどを区分種とするシマカンギク下位群落およびこれらの区分種群をもたない典型下位群落に

区分された。

　シマカソギク下位群落は，海緯風衝地のマサキートベラ群集に接して発達しているのが屍られ

た。このシマカソギク下位群落は，母岩の露出した海簾風衝地の自然植生と考えられる。

　典型下位群落は，河川沿いに生育している群落など，二次的に生育域を拡大したものや，植栽

された群落が含童れる。

Fig．55．川沿いの土手上に群生しているメダケ群落（佐」1世保市中里相浦川）

R6o凸1伽肋5∫主，〃oη4－Dickicht　am　Uferdam㎜（FluB　Aiura　Nakasato，St註dt　Sa畠ebo）．

　　　　　　　　　　　　　　　6）　ミカン果樹園，茶煩

　　　　　　　αか肌s〃皿s〃ω・0bstgarteIi，Z危εα8加8π8葦8－G脳te辺（叉ab。ア5）

ミカソ果樹園は調査地域の海峯付近から低山帯にかけて広くみられる。そのうち，比較的広い
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面積でミカソ果樹園がみられる地域は，東松浦半島，福島町，董島州下流域の海に近い丘陵地帯

で，内陸部では厳木町広瀬周辺などの地域である。また，それらのミカソ果樹園は海岸付近の緩

傾斜地では斜面方向に関係なくみられるが，内陵側に行くにしたがって，東西方向に延びる漢谷

の寵北両斜面や山腹の南面などの目照条件に恵まれた斜面に集中する傾向がある。

　茶畑は，伊万里市東山代町などのやや内陸側の畑耕作地帯に狭い繭積でみられるにすぎない。

　ミカソ果樹園や茶畑は，蕨菜類や穀物類の栽培される畑と比較して，耕起，中耕などの人為的

な土壌撹乱が少たいこともあって，主に路傍の適潤でやや窟養な立地に生育の中心をもつ多年生

草本植物が雑草として侵入しいてる。そのような種群としては，スイバ，ヨモギ，トウバナ，カ

キギオシなどがあげられる。また，施肥による立地の富養化を反映して，エノキグサ，ツユクサ，

ハコベなどの普通の畑にも生育する好窒素性のユ年生草本植物も出現している。下草刈などの管

理が少ないと推測されるミカソ果樹園では，カラスウリ，ヘクソカズラなどの多年生ツノレ植物や，

ツルコウゾ，アカメガシワなどの陽地性の夏緑広葉樹低木の侵入が認められた。これらの種群は

マソト群落の構成種であり，ミカソ果樹園や茶畑では，人為的管理の停止にともない，ツルコウ

ゾーウッギ群落や，アオモジーカラスザソショウ群落などの夏緑広葉低木やツル植物の優占する

櫛落に置き換えられると考えられる。

　ミカソ果樹園や茶畑にみられる雑草群落は人為的な管理状態の違いによって，大きく種組成が

異たるが，スイバ，ヨモギ，ヒノタイノコヅチなどの多年生草本植物を豊富に含むことから，目

本の路傍や林縁の富栄養立地に生育する多年生草本植物群落のヨモギクラスArte　m　is　iete　a

p工主ncipis　Miyawaki　et　Okuda1972に含められる。

B．植　　生　　図

1．玄海灘周辺域の現存植生図

　1）九州本土
　庸津・伊万里両市街地を拠点に，変化のはげしい海岸部一帯を含む玄海地方は，古くから人間

の定注するところとなり，自然植生はほぽ全域にわたって代償植生によっておきかえられている。

土地の利用は地形に対応してきめ細かく行なわれており，それに従って櫨生の分布パターソはモ

ザイク状に示されている。この分布パターソは海燦に接した低地部に位置する集落周辺がもっと

もいちじるしく，内睦に進み，また高度を増すにつれて，植生分布も大きな斑紋状より集中分布

を示すようになる。

　玄海地方（呼子付近を中心とし半径ほぽ30k㎜）に一おいて88の植生単位が記録された。これら

は，33の植生をもとにした凡例とその他の項周2を加え，合計35の几例で描かれている。

　a）北　東　都

　佐賀県の玉鳥川流域及び福岡県の西部の一部を含む地域を本項では北東部とする。
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　この地域においてとくに目立つことは，玉島川流域の果樹園（ミカソ畑一植生学的には螢そギ

クラス）の分布である。当地方はミカソの主要産地であり，玉島川流域の爾斜面部全繭がミカソ

畑でおおわれている。ミカンは常緑性の低木であるため，斜面部は四季を通じて濃緑色でおおわ

れている。ミカソ畑は玉鳥川ぞいの南陶斜面では海披350mに達し，福岡県側の北向斜面ではわ

ずか100㎜であるのと対照的である。

　福岡県と佐賀県の県境界部を東西に走る山脈は南西，北西ともにスギ植林地で占められる。所

々に大規摸の伐採や，その後のステージのススキ草原が蟹立っている。山地部の自然植生はきわ

めて少なく，わずかに浮岳山頂部南西にアカガシ林が残存するにすぎない。

　東部の山地もスギ植林がきわめて広い面積をしめるが，尾根筋のような乾性立地にはきまって

アヵマツ植林（二次林のアヵマツ群落も含む）となっている。アカマツ林は三方山，作礼山およ

びそれらの付近にまとまっている。この地域は中腹部では谷筋にスギ植林，斜面部に常緑施芽二

次林，尾根筋にアカマツ植林の典型的なパターソがみられる。椿山（759㎜）および海抜700狐内

外の山頂部には虜然植生の残存域がみられる。また作礼山には夏緑広葉樹を主とする二次林がま

と童って存在している。

　唐津市に接する低地部では，玉島川流域にみられるミヵソ畑の連続した分布は，二次林やスギ

植林とモザイク状の分布を示Lている。丘陵の下端部には集落が立地し，それらの周辺にそウソ

ウチク林が点在している。

　半田川，松浦川によって形成された沖猿低地は，ほとんど水田に利用されている。河辺部には

オギーヨシ櫛落がみられるが，刈取りや火入れ管理が行なわれており，自然の河辺植生は少ない。

　松浦湾をのぞむ長大な砂丘地はクロマツの砂丘林が生蕎し，飛砂防止の役割を果している。

　b）半　島　部

　唐津市街と福鳥を結ぶ線より北の半島の部分を半島部とする。

　海抜200mに達しない半島先端都の丘陵は小谷が細網状に入りくんでおり，植生の分布もきわ

めて複雑な様相を示している。

　丘陵部の主要な植生型は，常緑性の二次繭芽林（主としてマテバシイ繭芽林），果樹園（主と

してミカソ畑）および耕作畑地の三老であり，これらが完全に交錯して分布している。しかL，

詳細にみれぱ，果樹園は南斜面，耕作畑地が台地」二，北向斜面に茄芽林の配分が一般的鰯向であ

る。斜面の下部にはそウソウチク林が斜面の方位とは無関係に点在している。

　谷都の沖穣地は水田でしめられるが，相賀付近では盛土によってイチゴ，電照菊などの栽培が

行なわれている。半島の西方に位鰻する福島も，橋によって本土と連絡しているため，半島部と

よく似た土地利用と植生配分を示している。

　半．島西部の肥前町地方の土地利用は主として水田と畑地であり，ミカソ畑はほとんどみられな

い。丘陵の尾根部にはスダジイ林が冒立っている。

　半島基部から南方に向うにしたがってスギ植林地の分布域が徐々に広くたっている。またミカ
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ソ畑を主とする果樹園は酒側の海岸ぞいにまとまって存在している。

　c）　中央部・爾部

　唐津市と伊万璽市を結ぶ幹線の周辺都は，海披200m内外の丘陵が大部分をしめているが，大

野岳（海抜424m），城古岳（404m），大陣岳（268m）など，少しずつ高度的に地形が高くなっ

ている。さらに南部では層山（518m），青螺山（599m），腰岳（487m）などが位置し，植生の

分布パターソも少しずつ変化している。

　海抜200m内外の丘陵地の約7割はスギ植林でおおわれている。ただし，低海抜地では耕作地

以外の林地では，凹状地にスギ植林，凸状地に二次繭芽林の規則正しい配列が見られる。斜面部

の果樹園（主としてミカソ，ブドウ）は集中して分布しているが，これは大規模経営による比較

的新しい土地開発の結果によるものと考えられる。

　調査地域の南端都では，斜面の大部分はスギ櫨林で占められる。しかし，牧ノ山～青螺山問は

比較的広い範鰯に二次崩芽林が生育している。東都に多いアカマツ林は，この地域には蒐られな

い。

　自然植生のシイ・タブ林はこの中央都・南部地域では集落周辺の社寺林に一のみ残存している。

唐津布都外の徳須恵，牟田部などの集落付近にやや集中して分布している。

　d）繭　　　部

　西部地域は他の地域とほぽ同様の地勢をなしている。海抜300～400m内外の丘陵地は，志佐州，

佐々川，福井川などによって放射状に開析され，き．わめて複雑な地形を示している。したがって

土地利用も地形に対応して，細かく分布し，モザイク状の植生分布の原因となっている。

　伊万里市西方の山地から五蔵岳，高法知居にいたる地方は，この地域では集落からも遠く，粗

放的な壬地利用となり，主としてスギ植林と，それらの伐採跡地に再生したススキ草原とで構成

されている。さらに西方の鷲尾岳から金比羅岳に達する丘陵地においてもスギ植林と，ススキ草

原のしめる割合が高いが，徐々に常緑嚇芽林の面積が尾根部に広く分布している。

　佐此保市の北部にあたる皆瀬町をかこむ地域は，水囲（ウリカワーコナギ群集域）が，他の地

域と比較して広く，圓立っている。水田の灌概水を確保するために，ため池が集中的に多くみら

れる。ため池の岸部には嬢性イグサクラスの群落や，タウコギクラスの草原など，特殊な植生が

みられる。また，山すそには竹林が目立っている。

　松浦市から平戸市に一かけての海巌線は，鉄遭や遭路が交さくし，自然の開発や土地利用が集中

的に進められているが，地形が比較的きびしく利用の困難な立地のため，常緑広葉樹林（主とし

てミミズバイースダジイ群集残存林，マテバシイ萌芽林），海俸崖地の風衝草原などの自然度の

高い植生と，造成裸地，埋立地などの質の低い櫨生域が相接して存在していることが大きな特徴

である。
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　2）島　　　螺

　a）毫　　　岐

　壱岐は東松瀧半島の北西20kmの海上に浮かぶ低平な鳥である。南北！7km，東西！5kmのほ

ぽ門形をなしており，面積は134km2，最高点は南部に位置する辻ノ岳2工2mで，他の大部分は

100m前後となっている。地質は全鳥が玄武岩よりなり，基盤は第三紀で比較的新らしい。海岸

線はきわめて出入りが多く，岩礁となって砂丘や砂浜はほとんど発達していない。各所に原地形

の残る入りくんだ湾があるが，集落周辺部では埋立てが行なわれており自然地形が失なわれつつ

ある。

　壱岐の土地利用は全島にわたって比較的一様な形態を示している。すなわち，台地やわずかに

起伏を有する丘陵地では段々畑の形式で畑作が行なわれ，タバコや麦の栽培が行なわれている。

また果樹園の圃積もきわめて広く，とくにミカソ畑が，島の南方に扁在している。海岸付近では

放牧に利用され，ススキやシバの箪原となっているところも散見される。

　低地はほとんど水田に利用されており耕作を停止している部分は少ない。各地で耕作管理の機

械化をめざし，耕地の整備事業が進められている。

　このように壱岐における土地利用は，複雑な地形に対応しきわめてきめ細かく行なわれている

が，丘陵地の尾根部や部分的にみられる急傾斜地さらに海岸断崖地などには，比較的自然度の高

い植生が温存されている。島の北方の男岳（156m）にはイスノキ，ホルトノキ，バリバリノキ，

イヌマキなどの巨樹が生育し，常緑広葉樹林を構成している。林床にはホソバカナワラビ，ミヤ

マシキミなどの多数の常緑植物が生育している。島の南端には鏡岳（76㎜）が位置し，スダジイ，

タブノキの蔑樹で構成される森林が発達し，ギョクシソカ，カクレミノ，ヤブツバキ，アリドオ

シなどが繁茂してい乱また鳥の東端には白河八幡神杜に・スダジイの残存禽然林がみられる。

　海岸断崖地には風衝草原植生のハマベノギクーダルマギク群集が生育し，主として島の繭北部

に発達している。北端に位置する辰の鳥海浜植物群落は大陸系のイワダレネズ（ハイビャクシ

ソ）が分布することで知られ，発達した海岸植生と葵しい景観域として禺指定の天然記念物とさ

れている（1966年2月17員指定）。

　壱岐の大部分をおおう山林はスダジイ，マテバシイを主とする二次林であるが，植生高が10～

王5㎜内外で，常緑の密生した樹冠を形成し，延々と連統している。これらは定期的に伐採され，

鵡芽再生をくり返し，永年の間持続してきている。民家は一戸ごとに，一定の閥隔をへだてて南

に向い，北側はこのような樹林がおおわれている。島内に層住する人々にとってこの樹林は背戸

の山と呼ぱれ薪炭林のためだけでなく，防風林として，さらに墓地としても利用され，住民の精

神的，現実的な生活の基盤となっている。

　b）馬　渡　島

　馬渡島は長径3km，短径至kmの小島である。九州本土の呼予より定期連絡船で約2時間の距

離にあり，比較的隔離性の強い離島である。島の東部にはキリスト教の教会があり，他の島とは
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趣を異にしている。

　馬渡島の地形は面積の割合には急傾斜地が多い。北西都はとくに急傾斜地や急崖地が多く，大

部分が未利用地となっている。したがって集落は東都に集中している。

　島の大都分は二次植生でおおわれている。とくに島の北部はク艀マツ植林や風衝の影響を受け

た二次嚇芽林である。尾根部の乾生立地は植生の発達は貧弱で草原や低木二次林でおおわれてい

る。水田耕作地も耕作を停止し，チガヤ草原となっている。

　島の東南部では反面，きわめて集約的な土地利用が行われている。尾根部や傾斜地，または神杜

には発達したムサシアブミータブ群集が残存している。耕作地は階段状となり，メダケによって

防風垣が作られている。谷部は深く入り組み，水田耕作地の適地はきわめて少ない。

　C）カヨ麿　島

　加唐島は，佐賀県鎮西町の波戸岬から北に約4kmの距離にあり，東側2kmに小州島，西側

王kmに松島が位置している。南北に約3．5km，東西が1～1．5kmの細長い加唐島は，海抜ユ23

mを最高峰とし，中央部は海抜50mをこえる平垣地が広がり，海岸線付近は数10狐の切りたった

崖，急斜面がせ童っている。中央の平坦な地形のところは，ニソニク，根菜類を中心とする耕作

畑地が大部分を占めている。自然度の高い植生は，北部の集落である大泊に接した急傾斜地にミ

ミズバイースダジイ群集およびミミズバイースダジイ群集の断片的な林分が残されている。海か

らの強い風などの影響をほとんど受けない谷状地を中心にクチナシースダジイ群落にまとめられ

るスダジイ繭芽林も生育域を広げている。加唐島の南部はクチナシースダジイ群落が，群落高！0

mをこえる高木林を形成している林分も少なくない。

　海からの強い風を受ける海岸前線は，北端のヌオノ鼻などにヒゲスゲーススキ群落（ボタソポ

ウフウ群団）あるいはオニヤブソテツーハマビワ群集などにまとめられる。ハマヒサカキ，ハマ

ビワ，トベラなどの風衝低木林も限られた幅で生育している。

　d）独　部　島

　加部、亀は佐賀県東松浦郡呼子町にある。呼子町の突端からわずか500m離れた淋合いに位置し，

東西約王．5km，蕗北約2，5kmのやや縦長の島である。島の庸端には標高u2㎜の天童岳があ

る他は，ほぼ標高50m以下の台地形の地形がひろがっている。島の東部には，狭い低地が谷部に

沿ってみとめられ，この地域のみに加部島の集落がある。島の台地土はほとんどが畑作地と水田

として利用され，畑作地では麦類，ニソニク，春菊，タパコがとくに多く，童た根菜，疏菜類も

栽培されている。加都島の北端都や東部から南部にかけてはミヵソ畑や牧草地として利用されて

いる草地ツボクサーシバ襟集が発達しいる。畑作地がとくに多い台地上部では，森林植生は局部

的に分敵しているに遇ぎ削・。しかし，島の南端にある天童岳の南斜面と，島の東端にある宮崎

にはまと童った森林植生がみられる。また，一部ではモウソウチク林が発達している。富崎の森

林植生では田鳥神杜の杜叢林があり，良く発達した常緑広葉樹林ムサシアブミータブ群集が残存

しており注貿される。この田島神杜の社叢林は，佐賀県内でも学術上価値の高い生物群集の所在
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地として知られ，とくに暖地生のノシラソ，ハマセソダソ，バクチノキ，オオムラサキシキブの

他，アオノクマタケラソ，ギョクシソカの佐賀県内唯一の生育地として知られている。この宮崎

をはじめ，島の北部一帯に発達する海津にはオニヤブソテツーハマビワ群集の海岸風衝低木林が

帯状に発達している。島の爾端部の天童岳の胞斜面の森林糠生の多くは二次林であり，またマテ

バシイの植林が多い。

　e）　小　川　島

　小川島は呼子湾の北方約7kmの海上に浮かぶ，東西1km弱，南北王km強のやや凹凸のある

方形をした小島である。

　集落は南に開口する湾の背後の広い谷状地に集中している。島の北部および中都は標高20m

以下のゆるやかな台地状をなしている。南部は小丘状となり，湾の東部で島の最高の60㎜，港

の立部では42mの標高をもっている。

　島の大部分を占める台地上は，畑地とその放棄地がモザイク状に交錯しているが，海津に近づ

くほど畑放棄地で占められるようになっている。畑地にはムギや自給周の疏菜類がきわめて小区

繭で栽培されている。畑放棄地は放棄後数年以上経過していると思われ，ススキ草原やヨモギ草

原の構成種が雑然と生育している。鳥の南部の小丘には畑地はほとんどなく，斜面に樹高の低い

スダジイの繭芽林が維持されている。このように，島の主要都は全て代償植生におきかえられ，

シイ林やタブ林などの自然植生の残存林分は全くみられない。

　それに対し，沿岸部は自然櫨生が比較的よく保たれている。島の北岸と南岸にみられる玄武岩

の急斜面には，風衝低木林が発達している。鳥の東燦と西岸はオニヤブソテツーハマピワ群集の

玄武岩の玉石海岸となり，汀線に近い最前衛に，ハマユウ群落や寓養立地に生育するオニヤブマ

オーハマウド櫛集，ツクシキケマソーツルナ獅落が帯状にみられる。また潮の干満する砂泥のた

まった立地には，シオクグ群集，コウキヤガラ櫛落たどの塩沼地植生が小面稜で分布する。これ

らの植生の背後にはダソチクが生育し，特に西岸に臨む凹状地では斜面全体をおおうように繁茂

している。

　f）姫　　　島

　福岡県糸．島郡の糸島半島の藺端から，さらに西に3k㎜沖に姫鳥があり，周囲約3kmのほぽ

門形の．島である。島の最高地、煮は約187mあり平地のほとんどない円鐘形をしている。とくに

北側は急傾斜地が多く，岩崖地も目立つ。南斜面はややゆるやかた斜面がつづき，小面積の平地

と突出した秒洲があり，群落はこの南側にのみみられる。島の基岩は玄武岩が主であるが一部花

簡岩が混じっている。

　植生的には，姫島の南側斜繭は，段々畑状に石塁を積んだ畑地があるが，現在はそのほとんど

が放棄され，ススキ群落やクズでおおわれている。石塁は山頂真下までみられるため，以前は山

頂域まで畑地として利用したとも考えられる。しかし，山地止部ではすでにマテパシイを主とす

る常緑広葉樹類が繁茂し，かなり古くから放棄されたものといえる。その他の北面一帯は樹高10
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数mのマテバシイの一斉林で占められており，高島と良く似ている。すなわち高島，姫島も急傾

斜地で占められる鳥の中央山地は，畑地として不適地であり、薪族林としてしか利用L得なかっ

たものと考えられる。また姫島の榔杜杜叢林にはマテバシイ，ヤブツパキが多いがスダジイの大

木も生育している。また各地にホルトノキの若令林が昌立っている。また山頂部付近のマテバシ

イ林下1こはホソバカナワラビが散生していることから，この姫島の原植生はムサシアプミータブ

群集であったと考えられる。

　姫島の海津は，玄界灘の他の多くの島々と同様に玄武岩の礫質海岸であり，円形の巨礫や小礫

が島をとり囲んで堆稜している。海岸植生の発達は断片的でまとまった植分が少ない。島の南側，

姫島部落では，南端に突出した砂洲を中心に，基盤は玄武岩の礫で，上部に砂の堆積した砂地が

ある。このような立地ではオカヒジキーハマアカザ襟集やオニヤブマオーハマウド群集が発達し

ている。

　9）高　　島
　佐賀県唐津市の高島は，唐津市の北約2km沖合いの唐津湾上に位置し，南北約0．8kmのほ

ぽ円形に近い島である。母岩は玄武岩より成り，島は標高169mをピークとしたつり鐘型を星し

ている。島の北面においては急崖のまま海剃こ接しているが，島の南側ではやや傾斜が緩く下り，

さらに沿岸域には巾約60～70mにわたって低地が広がっている。この南側の低地には高島の部落

が集中している。部落の北側にある玄武岩より成る山地では急傾斜が多く，玄海灘にある他の島

　　Fig・56、高島の大半を占め発達しているハクサソボクーマテバシイ■群落．

Au士（玉er　Insel　Takashima　verbreitete　Wわ1〃ツ〃〃りψoチ！κ〃〃レ肋∫伽6αε伽1｛5－Geseuschaft．
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々のように畑作地としての利用が困難で，マテバシイの植栽林で占められ，山地は全山このマテ

バシイの森林植生でおおわれている。比較的頓斜のゆるい南側斜面では，玄武岩の岩層を積んで，

段々畑を造成しているが，現在はそのぽとんどが放棄されてススキ，クズの草地となっている。

重た，この段々畑の石段と考えられるものがマテパシイ林内の山頂付近童でみられ，かつては，

山頂近くまで畑地として耕作されたと考えられる。しかL現在では，全山マテバシイ林となって

いる。島の北側面は急崖となり海に接しており，オニヤブソテツーハマビワ群集やメダケ群落が

発達している。

　島の南側にある低地では，集落は南端の海濠沿いに列状に並び，集落の後方は自給自足用の畑

作地帯となっており，典型的な半農半魚の集落の形態を示している。畑地では，とくに巨1立つf乍

物はなく，蕨菜類の自給自足刷乍物がf乍られている。海岸は主に玄武岩の大礫がかさなる玉石堆

積海岸である。海浜植生は貧弱であり，ボタソボウフウ渕藪の植生が細く帯状に分布しているに

すぎない。

　h）神　集　島

　神集．島は唐津市の北部呼子半島の北東端に位置し，呼子半島の湊浜から600㎜の近距離にある。

島はほぽ半月状に南北に細長く，南北約2k㎜，東西約800mで擾高海抜地が85mの台地状形を

塁している。島には人口約1，000名の神集島集落があり，ほとんどの住宅地が集中している。島

の南舳こは黒瀬という港があるが，現在部落はない。神集、島では漁業が中心であり，島内での農

業は自給自作的な小規模なものが多い。現在耕作放棄されているところが多い。谷部では水囲，

台地上地では畑作が中心で，サツマイモ，ゴマ，スイカ，穀類などが栽培され，一部ではミカソ

園が続いている。．島の大半を占める台地上都はこれらの畑作地と放棄地におけるチガヤーススキ

群落およびメダケ群落などの代償植生によってほとんどおおわれている。島の周囲は多くは急傾

斜地となり，とくに鳥の南部から西部にかけては，ムサシアブミータブ群集，オニヤブソテツ’

ハマビワ群集，マサキートベラ群集の残存自然植生がみられる。海岸では高島岡様に一玉石状海岸

で占められ，海緯からのゴミ打ち上げ帯にはツクシキケマソーツルナ群落およびチガヤーハマゴ

ウ群落が細長く，帯状に発達している。さらに後方には，緩斜地ではダソチク獅落およびメダケ

櫛落が繁茂し，岩崖地ではハマヒサカキートベラ群集やオニヤブソテッーハマビワ群集の常緑低

本群落の断片的な植生がみられる。

　i）鷹　　　島

　鷹鳥は島全体が台形を示し，上面はほぼ平坦であるが，海濠都は急崖となって海に落下し，童

た海津線もきわめて複雑である。鳥の上面はゆるく，北西方向に傾き，大部分が耕作地となって

いる。集落は島の中央部に集合して位置している。耕作地にはコミカソソウーウリクサ獅集がみ

られ，果樹園（ミカソ）はヨメナーヨモギ櫛落でおおわれている。水田雑草群落は谷状地にわず

かに分布している。

　島の周顕をとりまく急煩斜地や尾根状地の大部分はマテバシイの植林または，スダジイとマテ
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バシイの混生する腕芽林でおおわれている。自然植生に扱われるべき残存植生は，一部の神杜林

をのぞききわめて少ない。二次林として特記すべきものは，島の南西部にみられるコウゾ群落で

ある。コゾウはかつて栽培されたものと考えられ，現在高さ7～10m内外の低木林を形成してい

る。林床は明るく多数の好窒素性植物でおおわれている。

　j）飛　　　鳥

　長崎県今編町の北5kmの海上に位置する飛島は東藺約1k㎜，南北約0，8kmの卵形の小島で

ある。地質的には新第三系佐世保層からなり，近年まで石炭の採掘が行なわれていた。地形的に

は島の東西に海抜84㎜と75mの小山をもち，南側に比して北側斜繭は急傾斜となっている。海

岸線は，南側において堤防が築かれ，北側は岩礁と海食棚が発達している。さらに島の東部は飛

島炭坑があったために斜面下部の切崩し，入江の埋立て，ポタ山（海抜50m）の形成など地形

的改変が認められる。

　集落は漁港を中心に南津に沿って線状に並び，その後背斜面には疏菜類の耕作畑地が広がって

いる。斜圃上部ではミヵソ果樹園もみられる。漁業と出稼ぎに生活を依存する飛島では畑地の粗

放な管理が爵立つ。一部は放棄されてヒメムカシヨモギーオオァレチノギク群落やチガヤースス

キ群落に置き換えられている。

　島の尾根筋や山頂付近には，植生高10m前後のクチナシースダジィ群落が，東部の南斜面下部

にはムサシアブミータブ群集の断片と考えられるタブ櫛落が生育している。また島の北西海岸に

はスダジイ群落の前縁に狭い面積ながらマサキートベラ群集がみられる。植林としては，スギが

北側斜面の凹状地に植えられ，一部にモウソウチクも植栽されている。

　島の北東部の炭坑施設跡地には，クズ群落，カラスザソショウ群落などのマソト獅落が生育し，

海津付近の平坦地にはヨモギ群落，ツルソパ櫛落，チガヤーススキ群落が，ボタ山とその周囲に

はホウキギクーススキ群落が生育している。

　島の北部の海食棚上には，岩の亀裂に沿ってイソヤマテソツキ群集が発達している。

　k）青　　　島

　青島は松浦市の最北端津崎から北北東約1．2kmの海上に浮かぶ小島で，南に浅瀬でつながる

松島が並んでいる。全形はいびつなひょうたん形をしており，南北約2kmの長軸を3等分する

ように2ケ所のくびれがある。このうち南側のくびれは東に開口する港として利用されている。

島の東西巾は北側のくびれでもっとも狭く約200狐である。南都で最大となり巾約800mとな

つている。

　地形は低平で，ゆるやかな台地状をなし，庸東部に標高58mの最高点がある。海岸は主に玄武

岩の玉石海津からなり，北部に断崖が，巾部西岸に秒浜がみられる。

　集落は港の背後の低地帯とそれに続く南の台地の凹状地に集中している。台地斜繭では北西お

よび北東方向を崖敷林で囲まれているのに対し，低地帯では，岡方向の季節風の影響のもっとも
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少ない風背地に密集している。

　台地上はほとんど畑地で占められ，ムギ，疏菜類たどが栽培されている。耕作を停止された放

棄地も点在し，台地土ではチガヤ，ススキ草原と化し，中部の砂浜の上部ではハマダイコソの密

生地となっている。水田は北側のくびれ付近に階段状にひらかれているのがほとんど唯一である。

島の南西部の臨海地にもごく小面積でみられ，一部は放棄されヨシが侵入生育している。

　沿岸部などの畑地利用に適さない比較白勺急な斜面には，高さ10㎜前後の施芽林が残されている。

高木層にハマピワ，ハゼノキ，シロダモ，サソゴジュなどが生育し，種組成上，ムサシアブミータブ

獅集の代償櫨生と理解される。また島の南東部の斜面にはメダヶが密生した群落を形成している。

　玉石海岸の連続する南部の海岸は，沿岸道路建設や，護岸工藷のため植生破壊が進み，わずか

にダソチクが散在しているにすぎない。一方，北部，中部の海岸には自然度の高い植生が残され

ている。もっとも強い風衡を受ける北西都の断崖には，マサキ，トベラを主とする低木林，ハマゴ

ウの低木林，ホソパワダソなどの断崖草本植物群落がみられ，潮の干満をうける泥のた童った岩

のくぼみにはコウキャガラも生育している。島の中部西岸に続く秒浜には，強い當養化の彫響を

受けた砂丘上にハマウドが帯状に繁茂し，ハマオモトが混生しているのが特筆される。

　1）黒　　　島

　黒島は東松浦半島西端から西約5km，松浦市星鹿半島から北東約8kmの位置にある周囲4k狐

ほどの小島である。島の周囲は数至Omにも及ぶ海崇崖が続き，鳥全体としては台形を墨している。

黒島の集落は鳥の南西端にわずかにひらいた低地と，その周辺にのみ集中している。島の台地上

は多くは畑地として利用され，麦類や根菜，蕨菜類が作付けされている。重た，狭い谷地や斜面

下都には，小規模たがら水田も作られており，海岸崖の多いこの黒島では，波打ち際ぎりぎりの

所にまで小さな水田が作られている。

　また台地上では離れ鳥としては比較的多くの森林植生が残存しているが，そのほとんどが二次

再生林である。現在は林内放牧がおこなわれている場所も多く，林床は荒れている。これらの畑

作地，放牧地，そして森林植生がモザイク状にひろがっているのが一つの特徴である。

　黒島における森林植生は，神杜林や二次再一生林をみる隈り，スダジイを童ったく欠いており，

代ってホルトノキ，タブノキ，ヤブニッケイが主木であり，林床はホソバカナワラピの優占する

シダ型である。重た西日本暖地に多いタイミソタチバナ，ギョクシソカが多く生育している。L

たがってこの黒鳥における主要な潜在自然植生はムサシアブミータブ群集と考えられる。

　また自然植生としては，海岸崖に発達しているオニヤブソテツーハマビワ群集の風衝低木林お

よび，岩礁海岸でのオニヤブマオーハマウド群集などが小面穣で発達しているにすぎない。

㎜）的山犬島

的山大島は，長崎県平戸鳥（平戸市）の北端から北へ約6kmに位置しており，行政上長崎県
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北松浦郡大島村に所属している。東西7km，南北4kmの的山大島は，きりたった海岸線と起伏

に豊む地形が特徴的である。きりたった海岸崖にはオニヤブソテツーハマビワ群集にまとめられ

る海岸風衡低木林がマッキー状にはりついており，島でも唯一の自然植生となっている。起伏に

富んだ地形を利用して階段状に水田耕作地が広がっており，ウリカワーコナギ群集など雑草群落

の生育地となっている。

　約山大島における森林植生は，鳥の東端の魚見岳（183m），平ノ辻（216m）一帯を中心にみ

られるスダジイ，アラカシ，マテバシイなどの優占する常緑広葉樹の二次林，崩芽林を中心に，

島の各所，斜面などに小繭積で生育しているに1とどまっている。植林は，谷部に隈られてスギ，

ヒノキが植栽されているが，大部分はクロマツ楠林である。全島が海からの影響を強く受けるた

め，生育が必ずしも良好とはいえない。大根板，西宇土などの各集落の内外にはモウソウチク林

が小塊状に生育しており，ため池とともに，島の特徴の一つとして指摘できる。

　n）度　　　島

　度鳥は平戸島と大鳥の閲に狭まれて位糧し，北東～南西方向に細長い島である。度島の地形は

ほぽ平坦で最高所でも83mである。度．島は全般的に北西部が高く，北西岸は断崖となって海にき

り立っている。一方東南部は低くなっており，集落は北西方向からの季節風をさけ南岸に集中し

ている。度島の土地利用は主として島の中央部のかん斜面を利用した耕作地（コミカソソウーウ

リクサ群集）で代表される。集落付近は大部分代傲植生でおおわれ，カソコノキ櫛落，ギシギシ

群落，ハマダイコソ獅落，ヨモギ獅落などが見られる。

　自然植生としての常緑広葉樹林（ムサシアブミータブ群集）は，古い集落周辺部に残存している。

また南岸の海に一面した急傾斜地にも比較的質の高い常緑広葉樹林がみられる。

　0）生　月　島

　生月島は長崎県平戸島の北西約！kmの沖あいに位置し，南北約12km，東廼約2kmのたて長

の鳥である。玄海灘においては，壱岐，禰鳥，騰鳥につぐ大きな島である。

　生月鳥は鳥の中央部に，ほぽ南北にのびる脊陵山地があり，島の中北東部の鳥瀬轟を突端とし

て，一部番居（112m），番岳（286m），山顕（257m）を経て，南西端の長瀬釧こ到っている。

この脊陵山地を境として，北西部と南西部においては土地利用形態および植生の配分が大きく異

なっている。すなわち，北西部においては丘陵地が多く，森林植生としてはクロマツの造林地が

大半を占め，とくに，白然植生と考えられる常緑広葉樹林はほとんどみられず，わずかにハクサ

ソポクーマテバシィ群落が敵生するに過ぎない。海岸は断崖地形が多く，これらの断崖地にマサ

キートベラ群集の常緑風衡低木林や，ハマベノギクーダルマギク群集などの草本植物群落がはり

つくように発達している。また，山頭（257m）山頂域や，山頭の西海捧域，さらには鳥の北端域

沿俸地では，牧場として利用されており，ツボクサーシバ群集，チガヤーススキ群落などの草原

がひろがっている。この北西部域に，風背側にあたる東海岸側に，御騎，拝野，大久保などの部

落があり，谷部斜繭を利用したみごとな段々状の水囲が作られている。また，これら水田の灌激
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用として，山の手にはいくつもの用水池が作られており，隣接する馬渡島と同様に，ため漉の多

い島で，独特の田園景観を塁している。

　脊稜山地を境に，鳥の南西部においては，比較的緩やかな斜圃と低地があり，壱都浦，館瀧の

町をはじめ，生月町のおもな集落が集中している。ここでは，丘陵地が畑作地として，谷部から

低地かけては広く水田として利用されている。とくに古い農家では，屋敷林として常緑広葉樹林

を備えており，多くはハクサソポクーマテバシイ群落，あるいはクチナシースダジイ獅落に属す

る擁落であ私よく発達している樹林はムサシアブミータブ群集に含められる。このことから，

島は大半は，潜在自然植生がムサシアブミータブ群集と考えられ，北東部や山地尾根に，一部ク

チナシースダジイ群落が考えられる。

　　　　F王g．57．風背側の谷部を禾■」用して作られた棚田と集落（生月島）．

In　windst三Hen　T自1em王iegen　terrasenartige　Reis｛elder　und　Bauerndδrfer（Ikutsuki＿Insel）．

　P）平　戸　島

　平戸島は北松浦半島の対岸に位置し，長径約32良m，最大幅約9kmの北北東～南南西にのびた

長楕円形の．島である。今回の調査地域には，安満岳5！4mの東斜面および宝亀付近以北の平戸島

北部が含まれている。

　新第三系平戸層を基盤とする平戸鳥は，玄武岩および安山岩によっておおわれている。平戸鳥

北部では，おおむね神曾根州を境界に西部を安山岩により，東部を玄武岩によっておおわれ，両

域では地形，土地利用形態，植生配分を異にす札
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Fig－58．生月島北端の断崖地にはマサキートベラ群集，台地上にはクロマツ植林

　　　　とシバ草地が広がっている、

Kむsten壬e1sen－Vegetat三〇n　im　Norden　der　Inse〕kutsu1｛ijima．Auf　dem　Fe1shang　w直chst

das　E　u　o　n　y　m　o－P　i　t　t　o　s　p　oエe　t　u㎜　t　o　b　i　r　a　e，　au｛dem　列註teau　deh鵬n　sich

R舳ε／舳伽1ψ一Fo・・tundZ・ツ∫｛α切・η｛・α一R…n舳・一

　安山岩地帯は安満岳，小富士山2！7mなどの山地を含み比較的急峻な地形を示す。集落は耕作

地とともに東～南側斜面山足部に限られ，山腹は植生高10m前後のスダジイやマテバシイの茄芽

林（クチナンースダジイ群落，ハクサソボクーマテバシイ群落）におおわれている。このうち，

安満岳山頂付近には，アカガシやイスノキの優占するイスノキーウラジロガシ群集が発達し，小

窟士山北面や田ノ浦には，タブノキやスダジイの優占するムサシァブミータブ群集が残存してい

る。また谷部を中心にスギ，ヒノキ植林がみられ，とくに安満岳川腹では大面積で造林されてい

る。海簾線は，岩礁や断崖地が多く，オニヤブソテツーハマビワ群集が都分的にみられる。

　玄武岩地帯は上床406m，白岳250mをはじめ海抜200m前後の低山群がゆるやかな起伏をな

して連なっている。冬季北西風の影響が少なく地形的にもおだやかた玄武岩地帯は，大小の入江

が多く良港にも恵まれていることから古くから集落が栄えている。海抜200m以下の緩斜面や

台地、ヒはほとんどが耕作地として利用されている。そのうち，低地は水田として，山腹や台地上

は麦，甘藷の他，疏菜類を栽培する耕作畑地として利用されている。また，ミカソ果樹園は中後

大久保の西～南に面した斜耐こ比較的広い面積でみられ、他の畑作地帯にもミカソ園が点在Lて

いる。上床や川内峠周辺の稜線付近は放牧地とLて利用され，ツポクサーシバ群集，メガルカヤ
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一ススキ群集などのシバ，ススキ草原がひろがっている。森林植生としては，マテバシイ繭芽林

が随所にみられ，帥，木引，鞍掛山，大山，および上床の東～南面などにまと童った林分がみら

れる。スダジイ筋芽林は，白岳周辺にみられる他は尾根筋や急傾斜地にせまい面積でみられるに

すぎない。禽然植生としての森林群落は，平戸胴工の平戸城，誓願寺，最教寺などに比較的自然度

の高いタブ林（ムサシアブミータブ群集）がみられる他はほとんど残存していない。植林は，上

床北斜面や山申付近たどにスギ，ヒノキ植林が大面積でみられ，字戸付近にはクロマツ植林もみ

られる。平戸鳥北部の玄武岩地帯では海緯付近もまた強く人為的影響をうけている。薄香湾，古

江湾沿岸や九州本土に面した海濠は古くから石垣などで護岸され，それ以外の地域でも強く人手

が加えられて，クズやアカメガシワ，カラスザソショウなどのマソト群落に置きかえられ，メダ

ケ群落などもみられる。このうち，千里ガ浜にはチガヤーハマゴウ辮集やハマグルマーオニシパ

群集が断片的に残存し，川内港付近にはシオクグ群集がみられた。

　q）黒　予　島

　平戸．島の東北都の湾内に長だ円形の黒子島が浮かんでいる。黒子島は古くから平戸藩主である

松浦家の所有であったため，草木の採取を一切禁止されたといわれる。したがってほとんど人閥

の立入りがたく，全鳥は原始林の姿をとどめている。昭和26年6月天然記念物に指定されている。

　黒子鳥は周囲が約1kmの小島であるが，ほぼ蕗北方向に細長い台形の形態を墨している。頂

面は西北方向にゆるく頓斜し，東南斜面は急崖となっている。

　全島は発達した常緑広葉樹林（ムサシアブミータブ群集）によっておおわれてい私高木には

スダジィ，ホルi・ノキ，タブノキ，イスノキ，オガタマノキ，バクチノキなどの巨木が林立して

いる。北廼方向は風衝作用の影響を受けて巫高木林の形態とな、り，おもにヤブニッケイの優占す

る林分となっている。高木にはさらに亜熱帯性のアコウ，ビロウたどが生育し，主として南面の

頓斜地に生育している（アコウータブ群落）。林内にはカソザブロウノキ，クロキ，ハクサンポ

クなどがみられる。林床はノシラソの生育がよく，さらにムサシアブミ，キノクニスゲたどの臨

海部に分布する種が豊當である。

　ムサシアブミータブ群集の林縁部には，トベラ群落がマソト群落として生育しており，さらに

オニャブマォーハマウド群集がソデ群落としてふちどっている。波打ちぎわには慶岩が堆穣し，

砂丘植生や礫浜植生はみられない。

2．玄海原子カ発電所周辺地域現存植生図（K・・t・皿，縮尺1：5，o00）

　玄海原子力発電所周辺地域の現存植生図は，玄海原子カ発電所を申心とした半径1kmの範囲

について，縮尺1：5，000の地形上図に作成された。

　この玄海原子力発電所周辺地域では，常緑広葉樹林の植生は，クチナシースダジイ群落の一群

落だけがみられたにすぎず，森林植生とLてはクロマツ植林，スギ，ヒノキ植林およびモウソウ

チク，マダケ林の人工植栽林が認められたにすぎない。嘗然植生および一都二次林と考えられる
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クチナシースダジイ群落は，普恩寺の社・叢林をはじめ，農家の周辺に散在的に残されている。こ

の常緑広葉樹林は屋敷林として，あるいは防風，保安林として維持された森林植生と考えられる。

しかし，圃積的にはきわめて隈られている。

　その他の自然植生としては，玄海原子力発電所の東側と北側に接している海岸地域，とくに佐

賀崎，トリカ崎，池崎，自瀬などの海岸崖地を申心にハマベノギクーダルマギク群集，チガヤー

ススキ群集の草本植物群落やオエヤブソテツーハマビワ辮集の常縁性の風衝低木群落が発達して

いる。しかし，この自然植生群も海岸にそって細い帯状に発達するにすぎず，きわめて小面積で

しか生育していない。

　人工櫨栽林であるクロマツ林は，海岸1地域の自然植生群に接して広くみられ，とくにメダ

　　　　Fig．59．原子力発竃所周辺の空中写真（玄海町　値賀崎）。

Lu±tb…1d　der　Umgebung　des　Ato㎜kエa壬twerks　Genka三（Ch三gasaki＿Kap，Genkai＿Cho）．
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ケ林やダソチク群落などの竹類群落と混生している。他の植栽林は，スギ，ヒノキ植林があり，

モウソウチク・マダケ林は人家の周辺にごく局所的に分布しているにすぎない。

　以上の森林および低木獅落は，自然櫨生，代償植生を合わせても，面積的には小さく，その他

の大部分は，さらに人為的影響の強くかかわっている水囲や畑，あるいは果樹鰯たどの耕作地お

よび，それらの耕作が放棄された荒地たどによって占められている。これらはクズ群落のマソト

群落をはじめ，カラスどシャクーニシキソウ櫛集の畑地雑革群落，ウリカワーコナギ群集の水田

雑草群落などの草木植物群落の几例によって表現された。

　また，玄海原子カ発電所構内においては，荒地である裸地や，人工緑地がとくに目立ってい

る。

3、　玄海原子カ発電所周辺潜在自然植生図（K・・t・㎜　縮尺1：！，000）

　玄海原子力発電所を申心に半径1kmにわたって潜在自然植生図（1：！，000）が作成された。

この潜在禽然植生図は，玄海原子力発電所周辺の現存植生図（王：1，OC0）と対応している。

　潜在虜然植生図の作成には，現存植生図のf乍成の際に基礎調査としておこなわれた地域内外の

現地植生調査の結果確認された，自然植生単位と生育立地との対応関係を考察し，現在おこなわ

れている採草，耕作などの人為的影響をいっさい停止した状態での，その土地の支えうる盧然櫨

生を理論的に推定し，地図上に表現したものであ札

　潜在盧然櫨生図は，現存植生と，立地との対応関係等から推定されるものであり，大縮尺の地

図になれぼなるほど立地の潜在能カの推定は困難である。玄海原子力発電所構内周辺の潜在自然

植生についても，縮尺が1：！，000と大縮尺であり，とくに人為的掻乱の大きい発電所構内の細

部の立地について潜在自然植生の判定はきわめて困難である。したがって，ここでは建造物，あ

るいは造成中の地区については，現在のまま裸地として表現した。また発電所周辺域の農村域に

ついては周辺の潜在自然植生の凡例で表現した。

　玄海地区潜在自然植生図は，以上の結果をもふ童え，以下の6櫛集，群落の凡例で表現した。
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1）　ムサシアフミータフ群集

　ムサシアブミータブ群集は高木層にタブノキ，スダジイが優占する高木の常緑広葉樹林でムサ

シアブミの他ノシラソ，ハマビワ，フウトウカズラ，オニヤブソテツなどの主に林床の草本櫨物

の種獅によって標徴，区分される。ムサシアブミータブ群集の現存植生として地域内の残存植分

はない。しかし，玄海地区の広範な現存植生調査の結果から，潜荏自然植生として考えられた。

すなわち，ムサシアブミータブ獅集の潜在立地は斜繭下部や沖積低地の適湿土壌上に発達し，沿

岸部では斜面上部にまで達する。

　　　　　　Fig．60．自然林がよく保護されている囲鳥神社杜叢林の

　　　　　　　　　　ムサシアブミータブ群集（呼子町加都島）．

Als　Shintoschre1n－Wald　gut　erhaltenes　Ari　s　a　e㎜註t　o　ri　n　g　e　n　ti　s－M　ac　hi1e　tu　m

t　h　u　n　b　eエg　i　i（玉nsel　Kabej三ma）。



145

　F1g．6！．農家の屋敷林として保全，育成されてきたムサシアブミー

　　　　　　　タブ獅集の常緑広葉樹林（長騎県壱岐島）、

A1sBauemwaH　erh註1tenes　Arisaematoエingentis－Mach三玉etum
thunbe工gii（玉nse／玉ki）、
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2）　クチナシースダジイ群落

　クチナシースダジイ群落は高木の常緑広葉樹林で，現存植生としては普、恩寺の杜叢林がもっと

も自然櫨生に近い残存植分である。一般に高木層にスダジイ，あるいはコジイ，アラカシ，モチ

ノキなどが生育し，低木層にはハクサソボク，クロガネモチ，クロキ，クチナシ，シロダモ，ネ

ズミモチ，ヤブツバキ，ヤブこツケイ，イヌビワ，モチノキたどが生育している。草本鰯にはベ

ユシダ，ヤブラソ，オオカグマ，ヤブコウジ，テイカカズラなどが高い常在度で生育するが，概

して出現種数は少なく，西蘭本に分布するスダジイ林の中でも，もっとも貧弱な組成をもつ植生

の一っである。クチナシースダジイ群落は，一般に台地上の斜面上部，乾燥立地上に発達し，黄

褐色森林土壌から赤色土壌上を占めると考えられる。

　クチナシースダジイ群落の潜在自然植生域は，台地上の畑地や林地の中腹から乾性立地上を占

めている。

　　　Fig，62一クチナシースダジイ群落の栓叢林（玄海町普恩寺）．

Shintoistischer　Schreinwa］d　der0”ゼ‘〃加ゴω〃王｛ηo〃ωf－g閉〃∂ゲZor皿一C伽肋〃oが’∫

α’砂｛ゐ肋var．5｛励o〃主｛一Gese1lscha｛t（Tempel　Fuonj1，Genkai－Cho）．
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3）　ジャヤナギ群落

　ジャヤナギ櫛落は高木層にジャヤナギが優占し、一部シロヤナギを混生する。林床はヨシ，カ

サスゲなどの大形イネ科植物か，あるいはミゾソバ，アキノウナギツカミなどが優占する。

　現存植生として地域内には断片的な群落がみられるにすぎない。しかし，玄海地区の広域的な

現存植生調査の結果から，主に沖積低地の遜湿潤立地」二に発達する夏緑広葉樹林としてジャヤナ

ギ群落が潜在嘗然植生として考えられる。

　ジャヤナギ騨落の潜在陰1然櫨生域は，現在水囲として利用されている沖積低地の湿潤地一帯を

占める。

　Fig．63、調査地域周辺に発達している低湿地、ヒの自然植生のジャヤナギ

　　　　　獅落（唐津市，八鰯溜）．

8α〃エ”加むαψ仏Gese1王schaft　au｛tiefgr岱ndigen，壬euchten　Standorten（Yah註ta　Teich，

Karatsu）．
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4）オニヤブソテツーハマビワ群集

　オニヤブソテツーハマビワ群集は，海津先端部の森林植生の先駆群落としての風衝低木林であ

る。群落は主に2層群落であり，低木融こはハマビワ，マサキ，トベラ，シャリソバイ，ヤブニ

ッケイが高被度で生育し，林床の草本層は一般に貧弱でオニヤブソテツ，ツワブキなどが低被度

で生育する。

　現存植生として碓崎，倣賀崎，トリカ崎，池崎等の海岸に比較的多く残存している。潜在自然

植生域としては外津浦の内湾沿捧域を除く，大半の海岸に帯状に分布する。

Fig－64、外津漉に面した海食崖にわずかに残存しているオニヤブソテツー

　　　　ハマビワ櫛集．

Das　Cy王to㎜三〇一L三tseetu㎜japonicae　w査ci／stsp養rlichau｛ero〔lierten

Kむstenfelsen、
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5）　ポタンポウフウ群団

　現存植生としては値賀崎等の海岸岩地に発達している草本植物群落である。このポタソボウフ

ウ群國の凡例中には，多年生の草本植物群落であるチガヤーススキ群落，ハマベノギクーダルマ

ギク群集等が含められる。

　　　Fig・65．値賀崎の突端に発達しているポタソボウフウ獅団の植生・

P　e　lユc　e　d　a　n　i　o　n　j　a　p　o　n…c　a　e－Gese11soha壬ten　aui　Felsen　am　Meer（Ch三gas註ki）・

6）ヨシ群落飽

　水湿地におげる多年生草本植物獅落である。現存植生では，ダムのまわりにヒメガマ群落，ヨ

シ群落がみられ，海岸地の水湿地ではヒトモトススキの群落の生育が認められている。対象地域

内の水湿地も，これらのヨシ群落，ヒメガマ群落，ヒトモトススキ群落がそのまま潜在畠然植生

として考えられた。
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4．玄海灘周辺域の植生自然度図

　植物群落の集団である植生は，日本においては高山や亜高山などの一部の植生を除いて，多か

れ少なかれ，多種多様な人閥の干渉を受げており，もともとあった自然植生が破壊され，様々な

形の代償櫨生に置きかわっている。

　この現在ある禽然植生と，様々な代償植生の位置と拡がりを表現した地図が現存植生図である。

この現存植生図で表現されている多くの代償植生が，それぞれ，どの程度の人為的干渉によって

生じた群落であるかを梱対的に区分したのが植生自然度図であり，童た同時に自然植生に復元す

る重での時聞的な遷移系列の禰対的位置を表現した図が植生自然度図である。

　したがって，植生自然度工0～互は，櫨生自然度Na倣1ichke王tsgエad　der　VegetatiOnであると

同脚こ，代償植生度Grad　der　Ersatzgeseuscha｛tenでもある。

　植生自然度は，5～互の5段階に区分される5階級禽然度級数と10～1の！0段階に区分される

10段階貞然度級数が今臼使用されている。

　ここでは，環境庁（1976）でまとめられた！0段階禽然度級数を使用した。

　この！0段階自然度は，植生の時閻的な遷移系列の楯対的な位置を基本にし，しかも植生の質的

な生活形の違いをも加味した区分である。

隻然度10

　　禽然櫨生のうち，群落の生活形が草本植物群落であるもの，および海岸低木群落をも含む。

　玄海地区では，砂丘上草本植物群落，および低木群落，海岸断崖上草本植物群落，塩沼地植生，

低湿地生草本植物群落が含められる。

該当群集および群落：チガヤーハマゴウ群集，ハマグルマーオニシバ群集，スナビキソウ群落，

　コウボウシパ群落，イワタイゲキ鮮落，ハマベノギクーダルマギク鮮集，ヒゲスゲーススキ群

　集，ハマホラシノブーイタチガヤ群落，ミツデウラボシーイワタバコ群集，シバナ群落，フク

　ド群落，イソヤマテソツキ群集，オギ群集，カサスゲ群集，アキカサスゲ群集，チゴザサーヤ

　マアワ群落，セリークサヨシ群集，ヨシ群落，マコそ群落，ヒメガマ群落，シオクグ群集，ヒ

　トそトススキ群落，チガヤーヨシ群落，ヒシ群落，ジュソサイ襟落，オニヤブマオーハマウド

　群集，ハマダイコソ群落，ツクシキケマソークサスギカズラ群落，マツバイーヒメホタルイ群

　落，アオテソツキ群集，ツクシキケマソーツルナ群落，マツナ群落，ハマエノコローハマツメ

　クサ群集，ハマポウ群落，ハマオモト群落。

自然度9

　　自然植生のうち，高木の森林植生，および低木群落。

　　玄海地区では，丘陵地に散在する常緑広葉樹林，および湿生林が含童れる。

該当群集および群落：アコウータブ群落，ムサシアブミータブ群集，ミミズバイースダジイ群集，

　イスノキーウラジロガシ群集，シキミーモミ群集，マサキートベラ群集，オニヤブソテツーハ
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　マビワ群集，ヒメウワバミソウーケヤキ獅集，モミーアカシデ群落，アカシデ群落，ジャヤナ

　ギ群落，ネコヤナギ群集。

自然度8

　　自然植生の森林植生が，過去に伐採，抜き切り等をおこなったと考えられる自然植生の二次

　林。

該当群落：クチナシースダジイ群落，ハクサソボクーマテバシイ群落。

畠然度7

　　亙高木林から高木林のコナラ，ミズナラなどのナラ型植生，おもに二次林，代償植生として

　　成立している群落，および竹林の植栽林等。

該当群落：コナラ群落，モウソウチク・マダケ林，ノグルミ群落。

自然度6

　　商木林の人工植栽林。

　　玄海地区においてはスギ，ヒノキ，サワラ，アヵマッ，クロマツなどの針葉樹類が植栽され

　　ている。

該当群落：スギ，ヒノキ，サワラ植林，アカマツ櫨林，クロマツ植林。

自然度5

　　草原櫨生のススキ草原等，および低木マソト群落。

該当群集および群落：メガルカヤーススキ群集，チガヤーススキ群落，ホウキギクーススキ群落，

　トキワススキ襟落，ダソチク群落，ヵラスザソショウーアオモジ群落，ネムノキ群落，アキニ

　レ獅落，コウゾ鮮落，ツルコウゾーウツギ群落，ジャケツイバラ群落，ツヅラフジーノイバラ

　群落，ヒルガオーノイバラ群落，ヵソコノキ群落，ムベークマヤナギ群落，チガヤークズ群落，

　メダケ群落，ダソチク群落，オドリコソウーカラムシ群落，イタドリ群落，ヨメナーヨモギ群

　落。

自然度4

　　伐採跡地群落，放棄畑地雑草群落，放棄水囲雑草群落などの草本植物群落。

該当群落およ群落：ツボクサーシバ群集，ヒメムカショモギーオオアレチノギク群落，イヌビュ

　群落，マツヨイグサ群落，ベニバナボロギクーダソドボロギク鮮集，ギシギシ群落。

自然度3

　　外来樹植栽林および果樹園。

　　玄海地区では，ミカソの果樹園が沿岸域を中心に広く分布している。

該当群落：ミカソ畑，茶畑。

自然度2

　　群落高の低い草本植物鮮落，主に一年生草本植物群落。

　　玄海地区では，水囲雑草群落，畑地雑群落，踏跡群落などが含まれる。
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該当群集および鮮落：ノミノフスマーケキツネノボタソ群集，ウリカワーコナギ群集，コミカソ

　ソウーウリクサ群集，カラスビシャクーニシキソウ群集，カゼクサーオオバコ群集。

自然度1

　　住宅地や探地など，ほとんど植生のない場所。

その他

　　自然裸地や開放水域など植生がなく，自然度区分の不可能な地域。

C．　玄海地区土壌調査

　玄海原子カ発電所周辺の植生調蒼に並行して，土壌調査が行なわれた。調査地点には植生を考

慮して，クチナシースダジイ群落，オニヤブソテツーハマビワ群集，クロマツ植林，チガヤース

スキ群落などの典型白勺な植分が選択された。そして計5ケ所において土壌断面が記載された。

　告土壌断面を比較してみると，A。層については，断面4のクロマツ植林の例がもっとも発達

し，厚さ3cmに堆積したクロマツ半腐朽葉のF層がみられる。また断面1のクチナシースダジ

イ群落の例では僅かにF幡の分化がみられ，他の断面ではL層のみが認められた。A層について

は、クロマツ櫨林の例がもっとも深くまで腐櫨の浸透が認められ，オニヤブソテツーハマビワ群

集，クチナシースダジイ櫛落，チガヤーススキ群落の順に発達が悪くなっている。色調は7，5

YR系の暗鵜色を墨し，粒状構造と塊状構造がみられる。B層についてはクチナシースダジイ群

落の例がよく発達しているが，他の植分の土壌断剛こは明瞭なB層がみられず，（B）C。層とな

っている。（B）C。層については，断面3のオニヤブソテツーハマビワ群集，断面5のチガヤー

ススキ群落の例で，径3cmの半風化礫が認められた。B層，（B）C。層の色調は5YR系の赤

褐色，暗赤鵜色，鈍い赤褐色を塁し，断圃5のみ7．5YRの褐色を示している。構造は塊状構造

が圭にみられる。礫の状態は各断面とも，松浦玄斌岩類に日ヨ来する璽角礫が含まれるが，特に断

面2のオニヤブソテツーハマビワ櫛集の例ではすこぶる當んでいる。童た喬断面において地表か

ら60cm以内の深さに基岩層が存在している。

　これらの土壌断面は，断面1～4が赤褐亀系鵜色森林土に、断面5が赤黄色土系に属し，いず

れも乾性の傾向が認められる。

　土壌断圃1．クチナシースダジイ群落とその土壌断面（Fig．75）

母材料：松浦玄武岩類

植生：クチナシースダジイ群落

〔土壌断繭記載〕

L（F）14cm　スダジイ等の落葉，粗に堆潰，半腐朽葉を含む。
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A18cm7．5YR3／4（暗褐色）　腐植に窟む。小亜角礫に當む。徴砂質壌土。粒状構造

　　に當み，塊状構造を含む。羅。潤。細根に當み，申根を含む。次層との境界は判。

B118cm5YR3，5／4（暗赤褐色）　腐植を含む。中亜角礫を含む。壌土。塊状構造に當

　　み，粒状構造を含む。軟。潤。中根に富み，太根を含む。下層との境界は明なるも波状

　　を塁す。

C，135cm　5YR3，5／6（赤褐色）　腐植に乏し。中～大亜角礫を含む。埴壌土。カベ状構

　　造。軟。潤。中根を含み，太根あり。下層との境界は明。

C呈：基岩層
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　　　　Fig，66．クチナシースダジイ群集植生断面関とその土壌断面。
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　　土壌断面　2．　オニヤブソテツーハマどワ群集とその土壌断面

　母材料：松浦玄武岩類

　植生：オニヤブソテソーハマピワ群集

　〔土壌断面記載〕

　　L：3cm　トベラ，オオバグミ，ハマビワ等の落葉。粗に堆積。

　　A：6cm7．5YR2／3（極暗褐色）　腐植に當む。細，小亙角礫を含む。徴砂質壌土。

　　　　粗大な粒状構造に窟み，団粒構造を含む。軟。潤。細根に頗る富み，中根あり，下層と

　　　　の境界は判o

　　B：ユ5cm　7．5YR3／4（暗褐色）　腐植に當む。細，小亜角礫に寓む。壌土。塊状構造に

　　　　窟み，粒状構造を含む。軟。潤。細根に窟み，中根を含み，太根あり。下層との境界は

　　　　明。

（B）C、：14cm　5YR4／5（鈍い赤鵜色）　腐植を’含む。長径10～25cmの亜角礫を60％含む礫

　　　　土。壌土。塊状構造を含む。軟。潤。細根を含む。下層との境界は明。

　　C。：基岩鰯。
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　　Fig．67．オエヤブソテツーハマビワ群集櫨生断面図とその土壌断圃．
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土壌断面　3． オニヤブソテツーハマビワ群集とその土壌断面（Fig．77）

母材料：松浦玄武岩類

植　生：オニヤブソテツーハマビワ群集

〔土壌断面記載〕

　　L：3cm　マサキ，トベラ等の落葉。粗に堆積。

　A。。：ucm7．5YR3／3（暗褐色）　腐植に當む。級亜角礫を含む。壌土。糖大た粒状構造

　　　　に富む。髭。潤。綱根，中根に寓む。外生菌根菌糸を含む。下層との境界は糊。

　A、王：16cm7．5YR3／4（暗褐色）　腐植に窟む。細亜角礫を含む。壌土。粒状構造と塊状

　　　　構造を含む。軟。潤。細根に富み，中根に頗る富み，さらに太根を含む。外生菌根菌糸

　　　　を含む。下層との境界は明。

（B）C。：25cm5YR3／3（暗赤褐色）　腐植を含む。小中巫角礫に寓む。5YR3／4（暗赤褐

　　　　色）の斑紋に富み，さらにその内に5YR5／8（明赤褐色）の半風化礫を含む。壌土。

　　　　塊状構造に寓む。軟。潤。中根を含み，太根あり，下層との境界は明。

　　C。：基岩層。
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　　Fig．68．オニャブソテツーハマビワ群集櫨生断面図とその土壌断繭．
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土壌断面 4．　クPマツ植林とその土壌断繭（Fig－78）

母材料：松浦玄武岩類

植　生：クロマツ植林

⊂土壌断面記載〕

　　L：2cm　クロマツ等の落葉。粗に雌積。

　　F：3c㎜　クロマツ半腐朽葉，やや密に堆積。菌根菌糸を含む。

　AH：6c㎜7．5YR3／3（暗褐色）　腐植に富む。礫無し，微砂質壌土。粒状構造と弱度の

　　　　塊状構造（径2～3cm）に當む。軟。潤。細，申根に頗る富む。菌根菌糸に寓む。下

　　　　層との境界は判。

　A。里：32cm7．5YR3／4（暗褐色）　腐植に富む。細亜角礫を含む。壌土。粒状構造に富む。

　　　　軟。潤。細根に窟み，中根を含む。下層との境界は明。

（B）C。：5cm　5YR4／5（鈍い赤褐色）　腐植を含む。小亜角礫に富む。壌土。塊状構造を含

　　　　む。軟。潤。中根に富む。下層との境界は明。

　　C里：基岩層。
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土壌断圃　5、 チガヤーススキ群落とその土壌断面（Fig．79）

母材料：松浦玄武岩類

植生：チガヤーススキ群落

〔土壌断繭記載〕

L（F）12cm　ススキの枯葉及びそれの繊維状に分解した半腐朽葉。やや密に堆稜。

　　A：12c狐7．5YR3／4（暗褐色）　腐植に竃む。細亜角礫を含む。徴砂質壌土。粒状構造，

　　　　塊状構造に窟み，弱度の堅果状構造を含む。軟。潤。ススキの細根に頗る當む。次層と

　　　　の境界は明。

（B）C150cm7．5YR4／5（褐色）　腐植を含む。細亜角礫を含む。5YR3／5（暗赤褐色）の

　　　　斑紋に富み，更にその内に5YR5／8（醜赤褐色）の半風化礫を含む。壌土。塊状構造

　　　　に富み、粒状構造を含む。軟。潤。細根を含む。次腐との境界は明。

　　C：基岩層。
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　　　　Fig．70．チガヤーススキ鮮落植生断颪図とその土壌断繭．
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D．　玄海灘周辺域の責重植物

　玄海地方は，きわめて複雑な海岸線を有し，特徴的た地勢であるため，植物棉も盤寓である。

海津地方は対罵海流の影饗を受け，南方系の植物が海津線を北上し，この地方で分布の北限とな

っている植物もみられる。さらに，地理的には，韓半鳥や対馬に近いため，中禺大陸と関係の深

い種もわずかではあるが分布している。

　種の貴重性の概念については，解釈や判定の基準が一定していないが，おおむね以下にのべる

項胃によるべきものと考えられ札

　すなわち，種の系統学的立場から，固有種（準固有種を含む）または，分布範顕がごく狭く，

しかも隔離分布をしめすものや，南限，北隈など種の分布限界にあるものなどがまずあげられる。

さらに生育の分布最からは，分布する最が，その地域でごく少なく，しかも人為によって絶減の

おそれのあるものが対象となる。童た，生育地が海岸，塩沼地，湿地，特殊な岩石地などに生育

する種鮮が選定の対象となろう。これらの極端な立地には上述の固有種，稀少種が混存されてい

る場合が多く，しかもそれらの種が立地の安定に寄与する点でも貴重な存在である。

　今回の調査範魎内では以下にのべる種が選定された。

　1．ダルマギク　　ん肋砂α伽jZ狛伽5Maxim一（キク科）

　海岸断崖地に生育する多年生草本植物で秋季紫色の美花をつげる。ススキ，ホソバワダソ，ハ

㌣ゼリなどと共に風衝草原を形成す㍍玄海海岸各地に見られるが，全国的には稀であ札調査

範囲内では腕唐鳥，力周部鳥，七ツ釜付近，禰岡県芥屋，彦山海岸などに生育する。

　2．フクド　　ル肋η6∫加ル是α3o　Makino（キク科）

　海崖塩沼地に生育するヨそギに似た多年生草本植物である。本州の近畿以西の各地に点々と分

布するが，玄海地方ではごく稀である。禰岡県瑞梅寺州河川に生じ，ハママツナ，ハマサジなど

とともに塩沼植物獅落を構成している。

　3．　ヒ1コハコンロンカ　　”刎w〃伽∫脇o肋フ1αMakino（アカネ科）

　高さ2mに達する南方系の夏縁低木で，本州，1些咽，九州の暖地に分布する。本地域ではきわ

めて稀であるが，西松浦郡唐船山の海抜50m地点のスギ，ヒノキ林に自生しているといわれる。

　4．ギョクシンカ　　乃ブ8〃〃αgrκ”伽∫Ohwi（アカネ科）

　高さ2m内外の常緑低木で九州南部以南にはごく普遜に分布し，スダジイ林の構成種である。

加部鳥田鳥神杜栓叢林内に自生し，佐賀県唯一の産地として知られる。
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Fig．71、海岸断崖地に生育するダルマギク（キク科）の花（値賀崎）、

B｝むhendeλ5肋一砂枕1〃〃4b1｛〃苫auf　K自sten｛e上sen（Chigasaki，Genkai－Cho）。

　5．　エゾオオバコ　　〃伽切goωη眺6加左壬cαCham．（オオパコ科）

　海岸風衡地の岩上に生育する草丈の低い多年生草本櫨物であり，北海遭から本州北部の臼本海

岸に分布する。玄海地方ではごく稀で，洗戸岬に分布している。

　6．　ヒメキランソウ　　勾τ4gα〃9榊伽αA－G王ay（シソ科）

　小形の多年生草本植物で，海岸の草地に生育する。南方系の櫨物で。対馬暖流の影響によって

北上し，福岡県が北隈といわれる。波戸岬に分布している。

　7．ナミキソウ　　8α肋〃αr〃∫広ブ妙11oMHe㎜s1．（シソ科）

　小形の多年生草本植物で海津の砂地に生育する。分布は全園的であるが，調査地以ではきわめ

て稀である。佐質県梢致海岸に分布する。この付近には多くの砂丘櫨物獅落がみられ汀線よりオ

カヒジキ，コウボウムギ，ケカモノハシ，ハマゴウ，クロマツの各獅落の帯状配列が見られる。

8、ヒロハノカワラサイコ　Po肋舳α〃伽o〃66α？h，Wolf一（パラ科）

　北方系の多年生草本植物でわが園では北海遭から本州の北～中部に分布する。本地域ではごく

稀にみられ，波戸岬，加唐島に分布が如られている。シバ，ノチドメ，ミヤコグサなどと共に海
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岸草原と構成している。

　9．　ジュンサイ　　伽α53〃｛α56か8ろ〃J．F，Gme1．（スイレソ科）

　池沼に生ずる多年生浮葉植物。作礼山（佐賀県）のジュソサイ池（海抜850m）に多数生育し

ている。ジュソサイは広布種であるが，人為的影響によって減少している。ジュソサイ漉にはこ

の他ヒルムシロ，カソガレイ，トキソウ，ハリ＝コウガイゼキショウなどが生育している。

　m．　ウスギムヨウラン　　エ8ε伽α’c尻ゴ∫”刎ゴ伽αTuyama（ラソ科）

　葉緑素をもたない腐生のラソ。常緑広葉樹林剛こ生育し，個体数は少ない。唐津市高島のマテ

バシイ林に生育している。

　11．　マヤラン　　Cツ榊ろ〃主里〃ηチ砂ψo〃66z〃zMak呈no（ラソ科）

　前種と同様，無葉ランの一種で常縁広葉樹林内に生育する。唐津市高島のマテバシイ林内に生

育する。

Fig．72一ハマオモト獅生地の状態。ハマオモトの分布線は年平均気温！4℃に一致している

　　　　（糸島郡前脚珊丁）、

　　　Cブ主〃〃〃α∫主α地〃1〃var．ゴ砂oη三α〃〃一Seine　Verbreitungsgrenze　folgt（ler　Lin三e〔1er

　　　mittleren　Jahres－Temperatur　von！ぺC、
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　12、　ハマオモト　　0〃舳刎伽ゴ励α舳Linn．var．ゴ砂o〃o〃刎Baker（ヒガソバナ科）

　海津砂丘に生育する大形の多年生草本植物で，夏季自色花をつける。暖地性の植物で，種子は

海風によって撒布される。ハマオモトの分布範囲は年平均気温1がCに一致し，ハマオモト線と

して有名である。

　調査地域内では小川鳥の西海岸に群生地がある他棉賀海簾，神集鳥，高島，福岡県の姫島など

に点在分布している。

　13、　ワスレグサ　　H舳ぴoω〃5伽ブ伽ガα6α3aker（ユリ科）

　海岸の岩場に生育する多年生尊本植物。犬睦系の植物でわが国では九州の一部（対馬，平戸島，

下鱗島）に隈られている。馬渡島大山，番所の辻たどの陽地に生育し，ヤマカモジグサ，ススキ

などと混生する。

　14．　シバナ　　ηづ4oc〃πα5｛α此〃伽Lδve　et　Lδve（ホロムイソウ科）

　海津の塩沼地に群生する小形の多年生草本植物。伊万里市山代町久原の海岸部に純群落となっ

て生育している。佐賀県ではごく稀な植物である。

　Fig，73．海岸の塩生湿地に生育するシバナ（ホロムイソウ科）（福島町）．

Tr｛gloc〃η伽｛励｛α41〃au壬salzigen，壬euchten　SteHen　an　der　Kむste（Fukush…㎜a－Cho）．
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　15、　カネコシダ　　αεた加〃加Z〃伽∬加，一αChrist（ウラジロ科）

　ウラジ剛こ似た常緑姓のシダ植物。佐賀県杵島郡黒髪山の北東斜面（海披約460m）に櫛生し

ている。この産地は口本最初の発見地として天然記念物に指定されている。全国的にもごく稀た

檎物である。

16．　コタニワタ1」　　P伽”伽∫∫εoZψ8η∂f’｛z舳Newm一（チャセソシダ科）

常緑性の地上生シダ植物。北方系の植物で，九州では分布地は少ない。、帥ヨ子岳のアカガシ林

（海抜450～590m）に自生している。

　1ア．　スキヤクジャク　　A””伽肌荻αμ〃〃｛舳BL（イノモトソウ科）

　常縁挫の岩隙生シダ植物。壱岐志原大原触の陰地崖上に生育する。本種は熱帯仰の樋物で赤遣

圏を中心に広く分布し，わが国では小笠原硫黄．島が北限とされていたが，1953年10月，品川鉄摩

氏によって壱岐で発見された。現在長崎県天然記念物に指定されている。

Fig－74．亜熱帯植物のアコウ（クワ科）の生育状態。アコウは壱岐島で北隈地

　　　　　として天然記念物に指定されている、

D1es・rsubl・oPis・heル伽5ψ”加va・、ノ砂o〃6ω盆・土de・王n舵〕kianseine・鮒・！l1ch・n

Verbreitungsgrenze　ist　als　Naturdenk㎜al　ausgewiesen．
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　18．　ア＝1ウ　　ハαバ5ψ召rみαM1iq，var．ゴ砂o〃北αMiq．（クワ科）

　高さ20㎜に達する亜熱帯杷！三の常緑高木でわが禺媛地の海岸部に生育する。壱岐南西榔麦谷触高

さ20mに及ぶアコウが生育している。分布の北隈（太平洋側では不鰍山県）として一長崎県天然記

念物に指定されている。

　19．ハイビャクシン　　J〃1伽チ伽6肋！〃15んLinn・var．声roα〃伽〃∫脳dL（ヒノキ科）

　海岸の風衡地に生育する常緑針葉樹で，低木状にほふくしている。壱岐の勝本港を中心に群落

状をなしている。この付近のハイビャクシソは当初イワダレネズ8α肋1αμσ｛伽αNakaiとし

て中井猛之進によって報舎されたものであるが，現在両種は同種とされている。馬渡島，沖ノ島

にも分布している。


